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用途用途用途用途
このマニュアルおよび『Oracle8i for Sun SPARC Solaris管理者リファレンス』では、Sun 
SPARC Solarisでの Oracle8i リリース 8.1.7のインストールおよび構成方法を記載していま
す。製品固有のマニュアルは、Oracle8i関連マニュアル・セットに含まれています。

対象読者対象読者対象読者対象読者
このマニュアルは、Sun SPARC Solarisシステムに Oracle8i リリース 8.1.7をインストール
する方を対象としています。

Oracle8i Workgroup Serverおよびおよびおよびおよび Oracle8i Enterprise Edition
特に指示がない限り、このマニュアルで説明している特長や機能は、Oracle8i Workgroup 
Serverおよび Oracle8i Enterprise Editionに共通です。

このマニュアルで使用する表記規則このマニュアルで使用する表記規則このマニュアルで使用する表記規則このマニュアルで使用する表記規則

コマンドの構文コマンドの構文コマンドの構文コマンドの構文
UNIXのコマンドの構文は固定幅フォントで表し、Bourneシェルの使用を前提としていま
す。UNIXコマンド例の先頭の $文字は、プロンプトで入力する必要はありません。UNIX

固定幅フォント 固定幅フォントは、UNIXコマンド、ディレクトリ名、ユーザー名、パ
ス名およびファイル名を表します。

大カッコ [ ] 大カッコで囲まれた語は、キーの名前を表します（たとえば、[Return]
を押す）。ただし、コマンド構文で大カッコを使用する場合は意味が異
なります。

イタリック体 イタリック体は、変数（ファイル名の中で変化する部分を含む）を表し
ます。

大文字 大文字は、SQLの予約語、初期化パラメータおよび環境変数を表しま
す。
vi



では大文字と小文字が区別されるため、このマニュアルの表記規則は、他の Oracleマニュ
アルで使用されている表記規則と多少異なります。

インストールしたドキュメントの表示インストールしたドキュメントの表示インストールしたドキュメントの表示インストールしたドキュメントの表示
Oracle8i for Sun SPARC Solarisのドキュメントには、このマニュアルおよび『Oracle8i for 
Sun SPARC Solaris管理者リファレンス』があります。ドキュメントは、HTMLおよび PDF
（Adobe Portable Document Format、表示するには Acrobat Readerが必要）形式でインス
トールできます。Solaris固有のドキュメントのファイルは、Oracle8i CD-ROMからインス
トールできます。Oracle8i関連ドキュメントのファイルは、CD-ROM版の Oracle8i関連ド
キュメント・セットからインストールできます。ドキュメントのファイルの位置は、次の規
則に従って決定されます。

� 環境変数に ORACLE_DOCが定義されている場合、定義されたディレクトリにファイル
がインストールされます。

� ORACLE_DOCは定義されていないが、ORACLE_BASEが定義されている場合、ファ
イルは $ORACLE_BASE/docディレクトリにインストールされます。

� 現行の環境変数に ORACLE_DOCまたは ORACLE_BASEのどちらも定義されていない
場合、ファイルは $ORACLE_HOME/docディレクトリにインストールされます。

バックスラッシュ
\

バックスラッシュは、コマンドが 1行に入りきらない場合に使用しま
す。このマニュアルで記載しているとおりに入力する（バックスラッ
シュを付ける）か、またはバックスラッシュを付けずに 1行で入力しま
す。
dd if=/dev/rdsk/c0t1d0s6 of=/dev/rst0 bs=10b \
count=10000

中カッコ { } 中カッコは、必ず選択する項目を表します。 
.DEFINE {macro1}

大カッコ [ ] 大カッコは、任意に選択する項目を表します。
cvtcrt termname [outfile]

ただし、本文で大カッコを使用する場合は意味が異なります。

省略記号 ... 省略記号は、同じ項目を任意の回数だけ繰り返すことを表します。
CHKVAL fieldname value1 value2 ... valueN

イタリック体 イタリック体は、変数を表します。変数の箇所を適切な値に置き換えて
ください。 
library_name

縦棒線 | 縦棒線は、中カッコまたは大カッコで囲まれている選択項目を表しま
す。
SIZE filesize [K|M]
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ドキュメントを参照するには、index.htmまたは products.htmのいずれかをブラウザで
表示します（後者は、フレーム表示可能なブラウザが不要です）。紙マニュアルが必要な場
合は、PDFファイルを印刷してください。

Oracle製品のドキュメント製品のドキュメント製品のドキュメント製品のドキュメント
Oracle8i製品のドキュメントは、CD-ROM版の Oracle8i関連マニュアル・セットにありま
す。CD-ROMのドキュメントの表示およびインストール方法については、CD-ROMの最上
位ディレクトリにある READMEファイルを参照してください。

Oracle Information Navigator
Oracle Information Navigatorは、Oracleオンライン・ドキュメントとともに提供される
Javaベースの検索およびナビゲーション・ユーティリティです。 Java対応のブラウザを使用
して、CD-ROMにある index.htmファイルをオープンすると、Information Navigatorが
自動的に起動されます。 Information Navigatorは Oracle製品ドキュメントに使用でき、
CD-ROMまたはインストールしたファイルのどちらからでもドキュメントを読むことがで
きます。

関連ドキュメント関連ドキュメント関連ドキュメント関連ドキュメント
リレーショナル・データベース管理システム関連の概念または用語に慣れていない場合は、
インストールを始める前に、『Oracle8i概要』の第 1章をお読みください。

本番データベース・システム用のシステム管理およびチューニングの詳細は、次のマニュア
ルを参照してください。

� 『Oracle8i for Sun SPARC Solaris管理者リファレンス』

� 『Oracle8i管理者ガイド』

� 『Oracle8i Net8管理者ガイド』

� 『Oracle8iパフォーマンスのための設計およびチューニング』

前回のリリースの Oracle Serverからの移行およびアップグレードの詳細は、『Oracle8i移行
ガイド』を参照してください。

Oracle Workflowのインストールについては、『Oracle Workflowインストレーション補足』
を参照してください。

Oracle Internet Directoryのインストールについては、『Oracle Internet Directory管理者ガイ
ド』を参照してください。
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Oracleサービスおよびサポートサービスおよびサポートサービスおよびサポートサービスおよびサポート
オラクル社は、企業システム・ソリューションをサポートする、Oracle Educationコース、
Oracle Consultingサービスおよび Oracle Worldwide Customer Supportなどの幅広いサー
ビスを提供しています。 Oracle製品およびグローバル・サービスの詳細は、インターネット
で次の URLを参照してください。

http://www.oracle.com

ここでは、選択されたサービスの URLを示します。

Oracleサポート・サービスサポート・サービスサポート・サービスサポート・サービス
テクニカル・サポート情報は、次の URLに示されています。

 http://www.oracle.com/support

テンプレートをご使用になると、電話をかける前に、問題に関する情報を用意することがで
きます。CSI番号（該当する場合）、または詳しい連絡先情報（特別なプロジェクト情報があ
る場合は、それも含む）も必要です。

オラクル社カスタマ・サポート・センターオラクル社カスタマ・サポート・センターオラクル社カスタマ・サポート・センターオラクル社カスタマ・サポート・センター
オラクル社カスタマ・サポート・センターの連絡先は、次の URLから参照できます。

http://www.oracle.com/support/

教育およびトレーニング教育およびトレーニング教育およびトレーニング教育およびトレーニング
トレーニング情報およびスケジュールは、次の URLから参照できます。

http://education.oracle.com
ix
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システム
1

システム要件システム要件システム要件システム要件

インストールを短時間で正常に完了するためには、Oracleソフトウェアをインストールする
ためのソフトウェアの依存関係および領域要件を、ローカル・システムが満たしている必要
があります。この章では、Sun SPARC Solarisに Oracle8iをインストールする場合の要件
と、今回のリリースでの制限事項を説明します。インストールを始める前に、この章で説明
する要件をシステムが満たしていることを確認してください。

� インストールの概要

� システム要件

� Solarisおよびインストールに固有の問題点および制限事項
要件 1-1



インストールの概要
インストールの概要インストールの概要インストールの概要インストールの概要
Oracle8iをインストールする手順は、次のとおりです。

1. 前提条件を満たす : ハードウェア、ソフトウェア、メモリーおよびディスク領域が、イ
ンストールする製品の要件を満たしていることを確認します。要件および制限事項は、
この章に記述しています。

2. インストール前のタスクを行う : インストールする製品用に UNIX環境が正しく設定さ
れ、インストール前のタスクが完了していることを確認します。詳細は、第 2章「イン
ストール前の作業」を参照してください。

3. インストールを行う : CD-ROMで提供されている Oracle Universal Installerを使用し
て、Oracle製品をインストールします。詳細は、第 3章「インストール」を参照してく
ださい。

4. インストール後のタスクを行う : データベース・オブジェクトを作成してユーザー環境
を構築し、インストールした Oracle製品をローカル・システム用に構成します。詳細
は、第 4章「インストール後の作業」を参照してください。

5. クライアントのインストールを行う : Oracle8i リリース 8.1.7 CD-ROMに含まれていな
い Client Tools、アプリケーションおよびクライアント・インタフェースをインストー
ルする場合は、それぞれの製品のドキュメントに記述されている要件および指示を確認
します。

製品のインストール・カテゴリおよびインストール・タイプ製品のインストール・カテゴリおよびインストール・タイプ製品のインストール・カテゴリおよびインストール・タイプ製品のインストール・カテゴリおよびインストール・タイプ
Oracle8i for Sun SPARC Solaris リリース 8.1.7には、3つの製品カテゴリがあります。

� Oracle8i Enterprise Edition

� Oracle8i Management and Integration

� Oracle8i Client

各製品カテゴリには、複数のインストール・タイプがあります。1-3ページの表 1-1
「Oracle8i製品のインストール・カテゴリおよびインストール・タイプ」に、製品カテゴリ
およびタイプの概要を示します。Oracle8i for Sun SPARC Solaris リリース 8.1.7 CD-ROMに
含まれる個々のソフトウェア製品の説明およびリリース番号については、付録 A「Oracle8i 
製品」を参照してください。
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インストールの概要
表表表表 1-1 Oracle8i製品のインストール・カテゴリおよびインストール・タイプ製品のインストール・カテゴリおよびインストール・タイプ製品のインストール・カテゴリおよびインストール・タイプ製品のインストール・カテゴリおよびインストール・タイプ

インストール・カテゴリインストール・カテゴリインストール・カテゴリインストール・カテゴリ インストール・タイプの構成インストール・タイプの構成インストール・タイプの構成インストール・タイプの構成

Oracle8i Enterprise Edition Typical

構成済の初期データベース、ライセンスされた Oracleオプション、ネット
ワーキング・サービス、Oracle Utilities、（Enterprise Management Toolsを含
む）Oracle Enterprise Manager Consoleおよびオンライン・ドキュメントをイ
ンストールします。 このインストール・タイプは、標準的なデータベース環境
で使用する一連の製品を必要とするユーザーにお薦めします。

Minimal

構成済の初期データベース、ネットワーキング・サービス、（Enterprise 
Management Toolsを含む）Oracle Enterprise Manager Consoleおよび Oracle 
Utilitiesをインストールします。このインストール・タイプは、最小のデータ
ベース・パッケージを必要とするユーザーにお薦めします。

Custom

前述のインストール・タイプで示した製品を、選択してインストールできま
す。また、データベースおよびネットワーキング構成をカスタマイズすること
ができます。

Oracle8i Management and 
Integration

Oracle Management Server

（Enterprise Management Toolsを含む）Oracle Enterprise Manager Console、
ネットワーキング・サービス、ユーティリティ、基本的なクライアント・ソフ
トウェアおよびオンライン・ドキュメントをインストールします。

Oracle Internet Directory

Oracle Internet Directoryに必要な Oracle Internet Directory Server、Client 
Toolsおよびデータベース・スキーマをインストールします。

Oracle Integration Server

企業内および企業間でアプリケーションを統合する XML対応のコンポーネン
トをインストールします。 コンポーネントには、Oracle Enterprise Manager、
Oracle8i JVM、Workflowエンジン、ディレクトリ・サービス、アドバンス
ト・キューイングおよびインターネット・インターコネクト・アダプタが含ま
れます。

Custom

前述のインストール・タイプで示した製品を、選択してインストールできま
す。
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システム要件
システム要件システム要件システム要件システム要件
Oracle8i リリース 8.1.7の製品をインストールする前に、システムが次の要件を満たしてい
ることを確認してください。

� ハードウェア要件

� ディスク領域要件

� オペレーティング・システム・ソフトウェア要件

� その他の製品固有の要件

Oracle8i Client Administrator

（Enterprise Management Toolsを含む）Oracle Enterprise Manager Console、
ネットワーキング・サービス、ユーティリティ、基本的なクライアント・ソフ
トウェアおよびオンライン・ドキュメントをインストールします。

Programmer

Oracle8i データベースにアクセスするアプリケーションを作成するための開発
ツールおよびインタフェースが含まれています。このインストール・パッケー
ジには、プリコンパイラ、ネットワーキング・サービスおよびドキュメントも
含まれます。

Application User

データベース・アプリケーションのユーザーが Oracle8iデータベースに接続し
て対話するための、ネットワーキング・サービスおよびサポート・ファイルを
提供します。 

Custom

前述のインストール・タイプで示した製品を、選択してインストールできま
す。

注意注意注意注意 : ご使用のシステムが、選択した Oracle製品の要件を満たしていな
い場合、インストールを完了することができません。

表表表表 1-1 Oracle8i製品のインストール・カテゴリおよびインストール・タイプ（続き）製品のインストール・カテゴリおよびインストール・タイプ（続き）製品のインストール・カテゴリおよびインストール・タイプ（続き）製品のインストール・カテゴリおよびインストール・タイプ（続き）

インストール・カテゴリインストール・カテゴリインストール・カテゴリインストール・カテゴリ インストール・タイプの構成インストール・タイプの構成インストール・タイプの構成インストール・タイプの構成
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システム要件
ハードウェア要件ハードウェア要件ハードウェア要件ハードウェア要件
今回のリリースに含まれる Oracle8i製品をインストールするには、ご使用の Sun SPARC 
Solarisシステムが、表 1-2に示すハードウェア要件を満たしている必要があります。

 

ご使用のシステムの RAMサイズを確認するには、次のコマンドを入力します。

$ /usr/sbin/prtconf | grep size

現在ご使用のシステムに構成されているスワップ領域のバイト数を確認するには、次のコマ
ンドを入力して、BLOCKS列の値に 512を掛けます。

$ swap -l

ディスク領域要件ディスク領域要件ディスク領域要件ディスク領域要件
Oracle Universal Installerを使用すると、1-3ページの表 1-1「Oracle8i製品のインストー
ル・カテゴリおよびインストール・タイプ」に説明されている、インストール・カテゴリお
よびインストール・タイプを選択できます。選択内容によって、表 1-3、表 1-4および表 1-5
に示されている必要なディスク領域のサイズが決まります。ディスク領域要件には、ユー
ザーのデータベースのサイズは含まれていません。多数のユーザーをサポートする本番
Oracleデータベース・サーバーでは、これ以上のディスク領域およびメモリーが必要です。 

表表表表 1-2 ハードウェア要件ハードウェア要件ハードウェア要件ハードウェア要件

ハードウェアハードウェアハードウェアハードウェア 要件要件要件要件

メモリー Oracle8i製品をインストールするには、128MB以上の RAMが必
要です。Oracle8i Client製品には、64MBの RAMが必要です。

スワップ領域 通常は、RAMの 2倍または 400MBのいずれか大きい方の値の領
域が必要です。

CD-ROM装置 Solarisがサポートしている CD-ROMドライブが必要です。
Oracle製品では、RockRidge拡張機能が付いた ISO 9660形式の
CD-ROM装置を使用します。

注意注意注意注意 : 前述の数字はおおよその値であり、インストール時によって異な
ります。
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Oracle Universal Installerに必要な一時ディスク領域に必要な一時ディスク領域に必要な一時ディスク領域に必要な一時ディスク領域
Oracle Universal Installerには、/tmpディレクトリに 75MBまでの領域が必要です。 /tmp
ディレクトリに十分な領域がない場合は、環境変数 TMP_DIRを十分な空き領域を持つディ
レクトリを指すように設定してください。

表表表表 1-3 Oracle8i Enterprise Editionのディスク領域要件のディスク領域要件のディスク領域要件のディスク領域要件

インストール・タイプインストール・タイプインストール・タイプインストール・タイプ 必要なディスク領域必要なディスク領域必要なディスク領域必要なディスク領域

Typical 1160MB

Minimal 985MB

Custom 最大 1355MB

表表表表 1-4 Oracle8i Clientのディスク領域要件のディスク領域要件のディスク領域要件のディスク領域要件

インストール・タイプインストール・タイプインストール・タイプインストール・タイプ 必要なディスク領域必要なディスク領域必要なディスク領域必要なディスク領域

Administrator 435MB

Programmer 320MB

Application User 230MB

Custom 最大 440MB

表表表表 1-5 Oracle8i Management and Integrationのディスク領域要件のディスク領域要件のディスク領域要件のディスク領域要件

インストール・タイプインストール・タイプインストール・タイプインストール・タイプ 必要なディスク領域必要なディスク領域必要なディスク領域必要なディスク領域

Oracle Management Server 395MB

Oracle Internet Directory 810MB

Oracle Integration Server 930MB

Custom 最大 1245MB
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システム要件
オペレーティング・システム・ソフトウェア要件オペレーティング・システム・ソフトウェア要件オペレーティング・システム・ソフトウェア要件オペレーティング・システム・ソフトウェア要件
今回のリリースに含まれる Oracle8i製品をインストールするには、ご使用の Sun SPARC 
Solarisシステムが、表 1-6に示すオペレーティング・システム要件を満たしている必要があ
ります。

オペレーティング・システムオペレーティング・システムオペレーティング・システムオペレーティング・システム
現行のオペレーティング・システム情報を確認するには、次のコマンドを入力します。

$ uname -a

表表表表 1-6 オペレーティング・システム・ソフトウェア要件オペレーティング・システム・ソフトウェア要件オペレーティング・システム・ソフトウェア要件オペレーティング・システム・ソフトウェア要件

OSソフトウェアソフトウェアソフトウェアソフトウェア 要件要件要件要件

オペレーティング・システム Solaris 2.6、Solaris 7または Solaris 8が必要です。

オペレーティング・
システム・パッチ

Sun Microsystems社の最新のカーネル・パッチが必要です。
Sun Microsystems社のパッチ情報は、次を参照してください。

http://sunsolve.sun.com

Solaris 2.6の場合、リリース 8.1.7のインストールを正常に行う
には、カーネル・パッチ（Patch-ID#105181-15以上）が必要で
す。

JREを使用する場合、Solarisに必要なパッチについては、1-14
ページの表 1-11「JRE 1.1.8_10用の Solaris 2.6（5.6）パッチ」お
よび表 1-12「JRE 1.1.8_10用の Solaris 7（5.7）パッチ」を参照し
てください。

オペレーティング・
システム・パッケージ

SUNWarc、SUNWbtool、SUNWhea、SUNWlibm、
SUNWlibms、SUNWsprot、SUNWtoo

Window Manager Installerを実行するシステムに、X-Windowがインストールさ
れている必要があります。Sunがサポートしている X-Window
サーバーで、Motifに対応しているもの（たとえば、dtwm、
twm、olwm）が必要です。 

キャラクタ・モードのインストールは、リリース 8.1.7ではサ
ポートされていません。詳細は、1-16ページの「キャラクタ・
モード」を参照してください。

必要な実行ファイル 実行ファイル make、ar、ld、nmが、/usr/ccs/binディレ
クトリに存在する必要があります。
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オペレーティング・システム・パッチオペレーティング・システム・パッチオペレーティング・システム・パッチオペレーティング・システム・パッチ
インストールされているオペレーティング・システムのパッチを確認するには、次のコマン
ドを入力します。 

$ showrev -p

オペレーティング・システム・パッケージオペレーティング・システム・パッケージオペレーティング・システム・パッケージオペレーティング・システム・パッケージ
オペレーティング・システムのパッケージがインストールされていることを確認するには、
次のコマンドを入力します。 

$ pkginfo -i [package_name]

pkginfo -iと入力すると、インストールされているすべてのパッケージの一覧が表示され
ます。

Window Manager
ローカル・システム上の X-Windowシステムが正常に動作していることを確認するには、
次のコマンドを入力します。

$ xclock

スクリーンに時刻が表示されない場合は、X-Windowが正しく構成されていません。 
X-Windowの構成については、2-10ページの「DISPLAY」を参照してください。

必要な実行ファイル必要な実行ファイル必要な実行ファイル必要な実行ファイル
適切なシステム実行ファイルを使用していることを確認するには、次のコマンドを入力しま
す。

$ /usr/bin/which make
$ /usr/bin/which ar
$ /usr/bin/which ld
$ /usr/bin/which nm

この 4つのコマンドが、 /usr/ccs/binディレクトリを指している必要があります。そうでな
い場合は、カレント・シェルの環境変数 PATHの先頭に /usr/ccs/binを追加します。環境
変数 PATHの設定については、 2-11ページ の「PATH」を参照してください。

オンライン・ドキュメントの要件オンライン・ドキュメントの要件オンライン・ドキュメントの要件オンライン・ドキュメントの要件
Oracle8i CD-ROMに含まれるオンライン・ドキュメントを表示するには、UNIXシステムで
動作するWebブラウザ（Netscape Navigator 4.0以上など）を使用します。PDFドキュメン
トを表示するには、Adobe Acrobat Readerバージョン 4.0以上が必要です。 
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その他の製品固有の要件その他の製品固有の要件その他の製品固有の要件その他の製品固有の要件
この項では、前述のハードウェアおよびソフトウェア要件以外のその他の製品固有の情報を
説明します。製品については、付録 A「Oracle8i 製品」を参照してください。

Oracle8iおよびオプションおよびオプションおよびオプションおよびオプション

注意注意注意注意 : Oracle8i for Sun SPARC Solaris リリース 8.1.7のオンライン・ド
キュメントは、UNIXシステム上でのみ表示できます。

表表表表 1-7 Oracle8iおよびオプションの制限事項、要件およびインストールに必要なタスクおよびオプションの制限事項、要件およびインストールに必要なタスクおよびオプションの制限事項、要件およびインストールに必要なタスクおよびオプションの制限事項、要件およびインストールに必要なタスク

製品名製品名製品名製品名 制限事項および要件制限事項および要件制限事項および要件制限事項および要件

Apache Server JDK 1.2.2が必要です。JREを使用する場合、Solarisに必要な
パッチについては、1-15ページの表 1-13「JDK 1.2.2用の
Solaris 2.6（5.6）パッチ」および表 1-14「JDK 1.2.2用の
Solaris 7（5.7）パッチ」を参照してください。

Oracle Parallel Server 8.1.7 Sun Enterprise Cluster 2.1以上が必要です。

Oracle interMedia 8.1.7 interMedia Textのデータ・ディクショナリ用に、10MB以上
のディスク領域が必要です。

Oracle Visual Information Retrieval 8.1.7 Oracle interMedia 8.1.7が必要です。

Oracle Internet Directory 2.1.1 キャラクタ・セット UTF8および Oracle Internet Directory専
用のインスタンスを指定した、Oracle8i Enterprise Edition リ
リース 8.1.7のインストールが必要です。 まだインストールさ
れていない場合は、Oracle Universal Installerが OIDのイン
ストール時に自動的に行います。 データベース・キャラクタ・
セットは次の SQLコマンドで確認します。

select value from nls_database_parameters

where parameter = 'NLS_CHARACTERSET' ;

Oracle Message Broker 2.0.1 あるシステム上で動作している Oracle Message Brokerが他
のシステムの Oracle8iデータベースを使用する場合は、環境
変数 NLS_LANGには、各システムで同じ値または比較可能
な値を設定する必要があります。
システム要件 1-9



システム要件
Toolsおよびプリコンパイラおよびプリコンパイラおよびプリコンパイラおよびプリコンパイラ

ネットワーク製品およびシステム管理製品ネットワーク製品およびシステム管理製品ネットワーク製品およびシステム管理製品ネットワーク製品およびシステム管理製品
すべてのネットワーク製品には、サポートされたネットワークの基盤となるソフトウェアお
よびオペレーティング・システム・ライブラリが必要です。 Net8製品をインストールする前
に、ネットワーク・ソフトウェアをインストールおよび実行してください。詳細は、オペ
レーティング・システムおよびサード・パーティ・ベンダーのネットワーク製品のドキュメ
ントを参照してください。 Net8 リリース 8.1.7製品には、Oracle8i リリース 8.1.7が必要で
す。

表表表表 1-8 Toolsおよびプリコンパイラ製品の制限事項、要件およびインストールに必要なタスクおよびプリコンパイラ製品の制限事項、要件およびインストールに必要なタスクおよびプリコンパイラ製品の制限事項、要件およびインストールに必要なタスクおよびプリコンパイラ製品の制限事項、要件およびインストールに必要なタスク

製品名製品名製品名製品名 制限事項および要件制限事項および要件制限事項および要件制限事項および要件

Java Runtime Environment（JRE）1.1.8 JREを使用する場合、Solarisに必要なパッチについては、
1-14ページの表 1-11「JRE 1.1.8_10用の Solaris 2.6（5.6）
パッチ」および表 1-12「JRE 1.1.8_10用の Solaris 7（5.7）
パッチ」を参照してください。

Oracle Data Migration Assistant 8.1.7 Oracle7データベースを移行するには、リリース 7.1.4以上で
ある必要があります。Oracle8データベースをアップグレー
ドするには、リリース 8.0.3.0以上である必要があります。
Oracle8iデータベースをアップグレードするには、リリース
8.1.5以上である必要があります。

Oracle8i JVM 8.1.7
（Java Virtual Machine（JVM）および Javaユーティ
リティを含む）

制限事項および要件は、Oracle8i CD-ROMにある Java 
READMEを参照してください。

Pro*C/C++ 8.1.7 SPARCworks/Workshop Cコンパイラ 4.2以上が必要です。

Pro*COBOL 1.8.51 Micro Focus COBOL 3.2以上、または Sun日本語 COBOL 
1.0.1が必要です。

Pro*COBOL 8.1.7 Micro Focus COBOL 3.2以上、または Sun日本語 COBOL 
1.0.1が必要です。

Pro*FORTRAN 1.8.51 FORTRAN77 3.0.1以上が必要です。

SQL*Module Ada 8.1.7 Sun ADA 2.1以上が必要です。
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Oracle Advanced Security
Oracle Advanced Securityは、標準の Net8 Serverまたは Net8 Clientを使用する製品です。 
サーバーおよびクライアントの両方で、購入およびインストールする必要があります。

Oracle Advanced Security リリース 8.1.7には、Net8リリース 8.1.7が必要です。また、
Oracle Advanced Security リリース 8.1.7は Oracle8i Enterprise Editionをサポートしていま
す。 Oracle Advanced Securityが必要なサーバーおよびクライアントのそれぞれにインス
トールしてください。

表 1-10に、Oracle Advanced Securityがサポートしている認証プロトコルの要件を示しま
す。詳細は、『Oracle8i Advanced Security管理者ガイド』を参照してください。

表表表表 1-9 ネットワークおよびシステム管理製品の制限事項、要件およびインストールに必要なタスクネットワークおよびシステム管理製品の制限事項、要件およびインストールに必要なタスクネットワークおよびシステム管理製品の制限事項、要件およびインストールに必要なタスクネットワークおよびシステム管理製品の制限事項、要件およびインストールに必要なタスク

製品名製品名製品名製品名 制限事項および要件制限事項および要件制限事項および要件制限事項および要件

Legato Storage Manager Version 5.5 詳細は、表 B-1「Legato Storage Managerソフトウェアの要
件」を参照してください。

注意注意注意注意 : Legato Storage Manager（LSM）は、Installerまたは
手動のいずれかでインストールできます。詳細は、B-4ペー
ジの「Legato Storage Managerの手動インストール」を参照
してください。

Oracle Advanced Security: Export Edition 8.1.7 詳細は、表 1-10「Oracle Advanced Securityがサポートして
いる認証方式および要件」を参照してください。

Oracle Enterprise Manager 2.2.0 制限事項はありません。

Oracle LU6.2 Protocol Support 8.1.7 Sun SNA 9.1以上が必要です。

Oracle TCP/IP with SSL Protocol Support 8.1.7 SSL 3.0以上が必要です。

表表表表 1-10 Oracle Advanced Securityがサポートしている認証方式および要件がサポートしている認証方式および要件がサポートしている認証方式および要件がサポートしている認証方式および要件

認証方式認証方式認証方式認証方式 要件要件要件要件

Kerberos MIT Kerberos バージョン 5 リリース 1.1が必要です。

Kerberos認証サーバーは、物理的に保護されたマシンにインス
トールする必要があります。

CyberSafe TrustBroker CyberSafe GSS Runtime Libraryバージョン 1.1以上を、Oracle 
Clientを実行するシステムおよび Oracle Serverを実行するマシ
ンの両方にインストールする必要があります。

CyberSafe TrustBroker リリース 1.2以上を、認証サーバーを実
行する物理的に保護されたマシンにインストールする必要があ
ります。

CyberSafe TrustBroker Client リリース 1.2以上を、Oracle Client
を実行するマシンにインストールする必要があります。
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システム要件
Legato Storage Managerのソフトウェア要件のソフトウェア要件のソフトウェア要件のソフトウェア要件
Legato Storage Managerは、Legato NetWorkerの機能が制限されたバージョンです。 Legato 
Storage Managerのソフトウェア要件については、付録 Bの「Legato Storage Managerの要
件」を参照してください。

SecurID ACE/Server リリース 3.3以上を、認証サーバー上で実行してお
く必要があります。

Identix Biometric Identixハードウェアおよびドライバを、Biometric Managerス
テーションおよびクライアントのそれぞれにインストールする
必要があります。

RADIUS Internet Engineering Task Force（IETF） RFC #2138、Remote 
Authentication Dial In User Service（RADIUS）および RFC 
#2139、RADIUS Accountingの標準に準拠した RADIUSサー
バーが必要です。

要求 /応答認証を使用する場合は、JavaSoftの Java 
Development Kit リリース 1.1に指定された Java Native 
Interfaceをサポートするプラットフォーム上で、RADIUSを実
行する必要があります。

Secure Socket Layer（SSL） Oracle Wallet Manager バージョン 2.1と互換のあるWalletが必
要です。Oracle Wallet Managerの初期のリリースで作成された
Walletは、上位互換がありません。

注意注意注意注意 : その他の認証プロトコルのソフトウェアに、Oracle製品を再リン
クする必要はありません。 ただし、Oracleはサード・パーティの認証サー
バー（Kerberos、RADIUSなど）を提供していません。そのため、プロト
コルに有効な認証サーバーを個別にインストールおよび構成する必要があ
ります。Secure Socket Layerは、Oracle Advanced Securityに含まれてい
て、Oracle Advanced Securityがインストールされると同時にインストー
ルされます。 

表表表表 1-10 Oracle Advanced Securityがサポートしている認証方式および要件（続き）がサポートしている認証方式および要件（続き）がサポートしている認証方式および要件（続き）がサポートしている認証方式および要件（続き）

認証方式認証方式認証方式認証方式 要件要件要件要件
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Solarisおよびインストールに固有の問題点および制限事項
Solarisおよびインストールに固有の問題点および制限事項およびインストールに固有の問題点および制限事項およびインストールに固有の問題点および制限事項およびインストールに固有の問題点および制限事項
Sun SPARC Solarisに Oracle8iをインストールして使用する場合、次の問題点および制限事
項があります。Oracle8iを使用する前に、今回のリリースに付属のリリース・ノートおよび
$ORACLE_HOME/relnotesディレクトリにある READMEファイルを参照してください。リ
リース 8.1.7の場合、READMEファイルは圧縮解除され、docディレクトリ配下にある最上
位層の HTMLファイルにリンクされています。Oracle8i CD-ROMに含まれる他の製品の
READMEファイルは、各製品の docまたは admin/docディレクトリに保存されています。

Hummingbird Exceedの使用の使用の使用の使用
Oracle8iのインストールおよび使用時に、Hummingbird社の Exceed X-Windowエミュ
レータを使用する場合は、Window Managerを「Native」モードに設定すると、Microsoft 
WindowsがWindow Managerとして機能します。 Window Managerの構成については、
Exceedのドキュメントを参照してください。

Oracle8i リリースリリースリリースリリース 8.1.7の再インストールの再インストールの再インストールの再インストール
Oracle8i Server リリース 8.1.7がすでにインストールされている ORACLE_HOMEに
Oracle8i Serverを再インストールする場合は、使用可能であった製品オプション（Oracle 
Partitioningなど）も再インストールする必要があります。

新しい新しい新しい新しい ORACLE_HOME
Oracle8i リリース 8.1.7製品は、新しい ORACLE_HOMEにインストールすることをお薦め
します。 Oracle製品がすでにインストールされている ORACLE_HOMEには、Oracle8i リ
リース 8.1.7をインストールしないでください。

Oracle8iリリース 8.1.5製品がすでにインストールされている ORACLE_HOMEに Oracle8i 
リリース 8.1.7をインストールする場合は、インストールを行う前に、Oracle Universal 
Installerを使用して Oracle8iリリース 8.1.5製品を削除します。

root.shスクリプトのバックアップスクリプトのバックアップスクリプトのバックアップスクリプトのバックアップ
Oracle8iを正常にインストールした後、root.sh スクリプトのバックアップを取ります。 
他の製品カテゴリ（Oracle8i Management and Integrationなど）を同じ ORACLE_HOME
にインストールすると、Oracle Universal Installerは、インストール中に root.sh スクリプ
トの内容を削除します。 元の root.shスクリプトが必要な場合は、root.sh.saveファイ
ルからリカバリできます。
システム要件 1-13



Solarisおよびインストールに固有の問題点および制限事項
Java Runtime Environment（（（（JRE））））
Oracle Universal Installerなどの Oracle Javaアプリケーションに使用され、これらの Java
アプリケーションを実行するためにサポートされているのは、Oracle8iで使用する JREのみ
です。オラクル社カスタマ・サポート・センターによって提供されるパッチ以外では、この
JREを変更しないでください。

Inventoryには、複数バージョンの JREをインストールできます。それぞれの Inventoryは、
1つ以上の製品またはリリースによって使用されます。Installerは、初めて実行されたとき
に oraInventoryディレクトリを作成し、ご使用のシステムにインストールされる製品の
Inventoryを他のインストール情報とともに保存します。oraInventoryの位置は、
/var/opt/oracle/oraInst.locファイルに定義されます。

ORACLE_HOMEにある製品は、$ORACLE_HOME/JREから Inventory内にある JREの実際
の位置へ、シンボリック・リンクを経由して JREにアクセスします。オラクル社カスタマ・
サポート・センターによって提供されるパッチ以外では、シンボリック・リンクを変更しな
いでください。

表 1-11および表 1-12に、JRE 1.1.8_10を使用する場合に必須または推奨する Solarisパッチ
を示します。これらのパッチは、次の URLから取得できます。

http://sunsolve.sun.com

表表表表 1-11  JRE 1.1.8_10用の用の用の用の Solaris 2.6（（（（5.6）パッチ）パッチ）パッチ）パッチ

Patch-ID 説明説明説明説明 必須必須必須必須 /推奨推奨推奨推奨

106040-11 X Input/Output Methodパッチ 必須

105181-15 カーネル・パッチ 必須

105284-25 Motif Runtime Libraryパッチ 推奨

105490-07 動的リンカー・パッチ 推奨

106409-01 中国語 TrueTypeフォント・パッチ（1） 推奨

105633-21 OpenWindows 3.6: Xsunパッチ（1） 推奨

105568-13 Libthreadパッチ 推奨

105210-19 LibCパッチ 推奨

105669-07 CDE 1.2: libDTSvcパッチ（dtmail） 推奨
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Solarisおよびインストールに固有の問題点および制限事項
表表表表 1-12 JRE 1.1.8_10用の用の用の用の Solaris 7（（（（5.7）パッチ）パッチ）パッチ）パッチ

Patch-ID 説明説明説明説明 必須必須必須必須 /推奨推奨推奨推奨

107636-01 X Input/Output Methodパッチ 必須

106980-05 Libthreadパッチ 推奨

107607-01 Motif fontlist、fontset、libxm 推奨

107078-10 OpenWindows 3.6.1: Xsunパッチ（1） 推奨

表表表表 1-13 JDK 1.2.2用の用の用の用の Solaris 2.6（（（（5.6）パッチ）パッチ）パッチ）パッチ

Patch-ID 説明説明説明説明 必須必須必須必須 /推奨推奨推奨推奨

105490-07 Linkerパッチ 必須

105568-16 Libthreadパッチ 必須

105210-27 Libcパッチ 必須

106040-13 X Input/Output Methodパッチ 必須

105633-36 OpenWindows 3.6: Xsunパッチ 必須

106409-01 中国語 TrueTypeフォントの修正 必須

108091-03 SunOS 5.6: ISO8859-01ロケールに致命的なエ
ラーがあるために ssJDK 1.2.1_03が正常に実行
されない場合に適用

必須

105181-19 カーネルの更新（ソケットのクローズ /ハン
グ）

推奨

105669-10 CDE 1.2: libDTSvcパッチ（dtmail） 推奨

105284-31 Motif 1.2.7: Runtime Libraryパッチ 推奨

表表表表 1-14 JDK 1.2.2用の用の用の用の Solaris 7（（（（5.7）パッチ）パッチ）パッチ）パッチ

Patch-ID 説明説明説明説明 必須必須必須必須 /推奨推奨推奨推奨

106980-10 Libthreadパッチ 必須

107636-03 X Input/Output Methodパッチ 必須

107081-11 Motif 1.2.7および 2.1.1: Solaris 7用の Runtime 
Libraryパッチ

必須

108376-03 OpenWindows 3.6.1 Xsunパッチ 必須
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Solarisおよびインストールに固有の問題点および制限事項
キャラクタ・モードキャラクタ・モードキャラクタ・モードキャラクタ・モード
キャラクタ・モードを使用したインストールは行えません。ただし、Oracle Universal 
Installerを構成して、Oracle製品の非問合せインストールを実行することはできます。非問
合せモードの Installerは、システムの X-Windowコンソールから直接実行できます。また、
リモート・システム上の X端末または PC X端末経由で実行することもできます。 Oracle製
品の非問合せインストールの詳細は、3-35ページの「非問合せモード（サイレント・モー
ド）でのインストールおよび構成」を参照してください。

アップグレードおよび移行アップグレードおよび移行アップグレードおよび移行アップグレードおよび移行
リリース 7.1.4以上の Oracle7データベースは、Oracle8i リリース 8.1.7に移行できます。ま
た、リリース 8.0.3以上の Oracle8データベースは、Oracle8iリリース 8.1.7にアップグレー
ドできます。リリース 7.1.4より前の Oracle7データベースを移行するには、最初に Oracle7
データベースをリリース 7.1.4以上へアップグレードした後、Oracle Data Migration 
Assistantを使用して Oracle8iへ移行する必要があります。

既存システムをアップグレードする場合、このマニュアルに説明されていない問題が発生す
る場合があります。製品のアップグレードおよび移行の詳細は、『Oracle8i 移行ガイド』を
参照してください。

ファイル・システムファイル・システムファイル・システムファイル・システム
Oracle8i は、ファイルがディスクに書き込まれたことを確認する必要があります。この確認
機能がサポートされていないファイル・システムは、Oracleソフトウェアをインストールで
きても、Oracleデータベースと併用できません。

Optimal Flexible Architecture
Optimal Flexible Architecture（OFA）は、Oracleデータベース用構成ガイドラインの標準
セットで、OUIによってサポートされていますが、必ず実行されるわけではありません。
Oracle8i Enterprise Editionの Typicalインストール・タイプに含まれる初期データベース
は、シングル・マウント・ポイントの下に作成されます。 

注意注意注意注意 : Migration Utilityは、スタンドアロン製品として使用できます。
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Solarisおよびインストールに固有の問題点および制限事項
Solaris 2.3、、、、2.4およびおよびおよびおよび 2.5
Solaris 2.3、2.4および 2.5では、Oracle8i リリース 8.1.7を使用できません。 Solaris 2.6、
Solaris 7または Solaris 8を使用してください。オペレーティング・システムおよびパッチ・
レベルの要件については、1-7ページの表 1-6を参照してください。

サイズが大きなファイルサイズが大きなファイルサイズが大きなファイルサイズが大きなファイル
Oracle8i リリース 8.1.7では、2GBより大きいファイルが扱えます。制限があるかどうかを
判断するために、シェルを確認してください。

現行のソフトウェア・シェルの制限を確認するには、次のコマンドを入力します。

$ ulimit -Sa

ハードウェアの制限を確認するには、次のコマンドを入力します。

$ ulimit -Ha

file（blocks）の値に 512を掛けると、シェルで規定された最大ファイル・サイズを取得
できます。unlimitedはオペレーティング・システムのデフォルトの値になり、最大 1TB
です。表 1-15「Oracleのファイル・サイズ制限」に、Oracle固有のファイル・サイズ制限
を示します。db_block_sizeパラメータは、$ORACLE_HOME/dbs/initsid.oraファイ
ルに指定されています。

参照参照参照参照 : インストール中に作成できるデータベースについては、2-24ペー
ジの「データベース環境の識別」を参照してください。

OFAの詳細は、『Oracle8i  for Sun SPARC Solaris管理者リファレンス』の
付録 A「Optimal Flexible Architecture」を参照してください。 

表表表表 1-15 Oracleのファイル・サイズ制限のファイル・サイズ制限のファイル・サイズ制限のファイル・サイズ制限

ファイル・タイプファイル・タイプファイル・タイプファイル・タイプ 最大サイズ（バイト単位）最大サイズ（バイト単位）最大サイズ（バイト単位）最大サイズ（バイト単位）

db_block_size=2048の場合のデータ・ファイル 8,589,932,544

db_block_size=4096の場合のデータ・ファイル 17,179,865,088

db_block_size=8192の場合のデータ・ファイル 34,359,730,176

db_block_size=16384の場合のデータ・ファイル 68,719,460,352

インポート /エクスポート・ファイル 2,147,483,647

SQL*Loaderファイル 2,147,483,647
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Solarisおよびインストールに固有の問題点および制限事項
Oracle Parallel Serverの制限事項の制限事項の制限事項の制限事項
Parallel Serverモードでリンクされたクラスタ上のすべてのデータベースは、Cluster Group 
Services実行ファイルのワード・サイズに一致している必要があるため、実行するファイル
はすべて 32ビット単位である必要があります。 異なるデータベースにまたがっている場合も
含み、データベース全体で Parallel Serverの実行ファイルのワード・サイズが混在している
と、リリース 8.1.xでは動作しません。
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インストール前の
2

インストール前の作業インストール前の作業インストール前の作業インストール前の作業

第 1章「システム要件」で説明した要件をシステムが満たすことを確認した後で、この章を
参考にして Oracle8iをインストールする環境を準備します。

� UNIXシステムの構成

� 設定タスクの理解

� rootユーザーで行う設定タスク

� Oracleユーザーで行う設定タスク

� Oracle製品の設定タスク

� 製品構成のインストール・ウィンドウ・ダイアログの理解

� Net8構成の理解

� データベース環境の識別
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UNIXシステムの構成
UNIXシステムの構成システムの構成システムの構成システムの構成
表 2-1に、Solarisシステムに Oracle8iをインストールするための要件を示します。ご使用の
システムの環境が、記載されている要件のいずれかを満たさない場合は、必要に応じて 2-4
ページに記載されているタスクを行ってください。

表表表表 2-1 UNIXシステムの構成システムの構成システムの構成システムの構成

システム要因システム要因システム要因システム要因 Oracle8iの要件の要件の要件の要件

UNIXカーネル・パラメータ :  

共有メモリー SHMMAX4294967295

この設定は、Oracle8iまたはオペレーティング・システムに共有
メモリーがどれだけ必要で、どれだけ使用されるかということ
には影響しません。これは、最大許容サイズを示しています。
また、オペレーティング・システムのカーネル・リソースにも
影響しません。

SHMMIN1

SHMMNI100

SHMSEG10

セマフォ SEMMNI100

SEMMSLシステム上の Oracleデータベースの、PROCESSESパ
ラメータの最大値に 10を加えた値を設定します。

PROCESSESパラメータは、$ORACLE_HOME/dbsディレクトリ
にあるそれぞれの initsid.oraファイルに存在します。
Oracle Database Configuration Assistantによって事前に構成さ
れたデータベースの PROCESSESデフォルト値は、50です。

SEMMNSそれぞれの Oracleデータベースの PROCESSESパラ
メータを合計して、その値に PROCESSESの最大値の 2倍を加
え、さらにデータベースごとに 10を加えた値を設定します。 計
算例は、2-4ページの「Oracle8i用に UNIXカーネルを構成す
る」を参照してください。

SEMOPM100

SEMVMX32767

注意注意注意注意 : 前述のカーネル・パラメータが現行の値よりも少ない場合、現行の値を使用してくださ
い。この要件は、Oracle8iのみに適用されます。他のプログラムで共有メモリーおよびセマフォ
を使用している場合は、その値に従って調整する必要があります。現行および今後のデータベー
ス要件を計画している場合、カーネルの変更を有効にするためにシステムの再起動が必要である
ことを考慮してください。
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設定タスクの理解
設定タスクの理解設定タスクの理解設定タスクの理解設定タスクの理解
次のインストール前の設定タスクでは、Oracle8iを実行するために必要なシステムの構成、
アカウント、グループ、変数および権限の設定を行います。 インストール前にこれらのタス
クを行わなかった場合は、インストール時に rootユーザーとして orainstRoot.shスク
リプト・プログラムを実行し、これらの設定タスクを行うこともできます。 ただし、
orainstRoot.shを実行しても、十分な環境が設定されない場合があります。 この設定タ
スクは手動で行うことをお薦めします。

マウント・ポイント
（記憶デバイス）

Oracle Universal Installerには、2つのマウント・ポイントが必
要です。1つはソフトウェア用、1つはデータベース・ファイル
用です。Optimal Flexible Architecture（OFA）準拠のデータ
ベースには、ディレクトリ構造の同一レベルにある 4つ以上の
マウント・ポイントが必要です。1つはソフトウェア用、3つ以
上はデータベース・ファイル用です。 

UNIX上での OFAの実装については、『Oracle8i for Sun SPARC 
Solaris管理者リファレンス』を参照してください。

Oracleロール用の UNIXグ
ループ

UNIXグループには、OSDBAロールが必要です。このマニュア
ルでは、グループ名は dbaであることを前提としています。
OSOPERロールは、OSDBAと同一のグループまたは異なるグ
ループに属していることがあります。

Oracle Universal Installer 
oraInventoryを所有する
特別 UNIXグループ

ORACLE_HOMEに Oracle製品をインストールするすべての
ユーザーは、oinstallを主 UNIXグループとして設定してお
く必要があります。Installerの Inventoryは、システム上のすべ
ての ORACLE_HOMEによって共有されています。Installerの
Inventoryのグループは書込み可能です。Oracle製品は、
oinstallを現行のグループに設定してインストールします。

UNIXアカウント Oracle製品のインストールおよびアップグレード専用に、1つの
UNIXアカウントが必要です。 このアカウントは、oinstallを
プライマリ・グループ、OSDBAグループをセカンダリ・グルー
プとする必要があります。 このマニュアルでは、Installer所有者
のアカウントは oinstallです。また、OSDBAアカウントは
oracleです。

ファイル作成の権限 Oracleアカウント用に umaskを 022に設定します。

ORACLE_BASE OFA準拠のインストールの一部として設定することをお薦めし
ます。 詳細は、2-11ページの「ORACLE_BASE」を参照してく
ださい。

表表表表 2-1 UNIXシステムの構成システムの構成システムの構成システムの構成

システム要因システム要因システム要因システム要因 Oracle8iの要件の要件の要件の要件
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rootユーザーで行う設定タスクユーザーで行う設定タスクユーザーで行う設定タスクユーザーで行う設定タスク
Oracle8iの環境を設定するには、rootユーザーでログインして、次のタスクを行います。

❏ Oracle8i用に UNIXカーネルを構成する

❏ マウント・ポイントを作成する

❏ データベース管理者用の UNIXグループを作成する

❏ Oracle Universal Installer Inventory用の UNIXグループを作成する

❏ Oracleソフトウェア所有者の UNIXアカウントを作成する

❏ Oracle Apache Server所有者の UNIXアカウントを作成する
osdba

Oracle8i用に用に用に用に UNIXカーネルを構成するカーネルを構成するカーネルを構成するカーネルを構成する 
Oracle8iのシステム・グローバル領域（SGA）構造に割り当てる UNIXカーネル・プロセス
間通信（IPC）パラメータを構成します。SGAに割り当てるだけの十分な共有メモリーがシ
ステムにない場合は、データベースを起動できません。

1. ipcsコマンドを使用して、システムの現行の共有メモリー・セグメント、セマフォ・
セグメント、およびそれらの識別番号と所有者を調べます。

Solarisの共有メモリーは動的にロードされるため、ipcsを実行すると、システムに共
有メモリー機能がないことを示すメッセージが表示される場合があります。共有メモ
リーのドライバは、Oracle8iのインスタンスが起動された後にロードされます。システ
ムに十分な共有メモリーがあることを確認するには、/etc/systemファイルを調べて
ください。

2. 次に示すカーネル・パラメータに相当する値を設定します。

� 共有メモリー・セグメントの最大サイズ（SHMMAX）

� 共有メモリー・セグメントの最小サイズ（SHMMIN）

� システムの共有メモリー識別子の最大数（SHMMNI）

� ユーザー・プロセスが接続できる共有メモリー・セグメントの最大数
（SHMSEG）

� システムのセマフォ識別子の最大数（SEMMNI）

� セットのセマフォの最大数（SEMMSL）

� システムのセマフォの最大数（SEMMNS）

注意注意注意注意 : /var/opt/oracle/oraInst.locファイルが存在しない場合、
前述のタスクの他に、インストールの始めに root権限が必要です。ま
た、root.shスクリプトを実行するには、インストールの終わりで root
権限が必要です。
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� semopコールあたりの操作の最大数（SEMOPM）

� セマフォの最大値（SEMVMX）

使用可能な共有メモリーの合計値は、次の計算式で決まります。 

SHMMAX × SHMSEG

2-2ページの表 2-1に示す設定の要件は、ほとんどのインストールに適しています。

それぞれの Oracleデータベースの PROCESSESパラメータを合計して、その値に
PROCESSESの最大値の 2倍を加え、さらにデータベースごとに 10を加えた値を設定し
ます。 たとえば、initsid.oraファイルで、3つの Oracleインスタンスに対して
PROCESSESパラメータを指定するシステムの場合、次のように設定します。

ORACLE_SID=A, PROCESSES=100
ORACLE_SID=B, PROCESSES=100
ORACLE_SID=C, PROCESSES=200

SEMMNSの値は、次のように計算されます。

SEMMNS = ((A=100) + (B=100)) + ((C=200) × 2) + ((インスタンス数 =3) × 10) = 630

オペレーティング・システムに対するパラメータを大きく設定しすぎると、マシンを起
動できなくなります。 パラメータの制限の詳細は、Sun SPARC Solarisシステムの管理
ドキュメントを参照してください。

最小の推奨値で UNIXカーネルを構成するには、次に示す行を /etc/systemファイル
に追加します。

set shmsys:shminfo_shmmax=4294967295
set shmsys:shminfo_shmmin=1
set shmsys:shminfo_shmmni=100
set shmsys:shminfo_shmseg=10
set semsys:seminfo_semmni=100
set semsys:seminfo_semmsl=100
set semsys:seminfo_semmns=200
set semsys:seminfo_semopm=100
set semsys:seminfo_semvmx=32767

3. カーネル、共有メモリーまたはセマフォ・パラメータを変更した場合は、システムを再
起動します。

マウント・ポイントを作成するマウント・ポイントを作成するマウント・ポイントを作成するマウント・ポイントを作成する
Oracle8iには、2つ以上のマウント・ポイントが必要です。

� ソフトウェア用に 1つ

� データベース・ファイル用に 1つ
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Optimal Flexible Architecture（OFA）準拠でインストールするには、4つ以上のマウント・
ポイントが必要です。

� ソフトウェア用に 1つ

� データベース・ファイル用に 3つ以上

Oracle8iで使用するすべてのソフトウェアおよびデータベースのマウント・ポイント名は、
/pmという形式で設定します。この場合、pは文字列定数、mは複数のマウント・ポイント
を区別するための固定長キーです。 2-6ページの表 2-2「マウント・ポイント・ネーミング計
画の例」に、マウント・ポイント・ネーミング計画の例を示します。

データベース管理者用のデータベース管理者用のデータベース管理者用のデータベース管理者用の UNIXグループを作成するグループを作成するグループを作成するグループを作成する
インストール時に次の 2つの Oracleロールが作成されます。 

� SYSDBA

� SYSOPER

データベース管理者は、対応する UNIXグループのメンバーになると、これらのロールが付
与されます。Oracle8iのドキュメントでは、これらの UNIXグループを osdbaグループお
よび osoperグループと呼びます。したがって、これらのロール用にグループを作成した後
で、Oracleユーザーとしてログインし、Oracle Universal Installerを起動する必要がありま
す。ロールには、2つの別々の UNIXグループまたは 1つのグループを割り当てます。

admintoolまたは groupaddユーティリティを使用して、dbaまたは別の名前のグループ
を作成します。SYSOPERロールを別のグループに割り当てる場合は、そのグループも作成
しておく必要があります。

Oracle Universal Installerは、デフォルトで、UNIXグループ dbaのメンバーに Oracle 
SYSDBAおよび SYSOPER権限の両方を割り当てます。Oracle8iの Customインストールを
実行する場合、または Oracleユーザーが dbaグループのメンバーでない場合には、Oracle 
Universal Installerはこれらのロールを割り当てるために作成したグループを入力するプロ
ンプトを表示します。

表表表表 2-2 マウント・ポイント・ネーミング計画の例マウント・ポイント・ネーミング計画の例マウント・ポイント・ネーミング計画の例マウント・ポイント・ネーミング計画の例

ソフトウェアのマウント・ソフトウェアのマウント・ソフトウェアのマウント・ソフトウェアのマウント・
ポイントポイントポイントポイント

データベースのマウント・ポイントデータベースのマウント・ポイントデータベースのマウント・ポイントデータベースのマウント・ポイント

/u01 /u02

/u03

/u04

参照参照参照参照 : OFAの詳細は、『Oracle8i for Sun SPARC Solaris管理者リファレ
ンス』の付録 A「Optimal Flexible Architecture」を参照してください。
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Oracle Universal Installer Inventory用の用の用の用の UNIXグループを作成するグループを作成するグループを作成するグループを作成する
admintoolまたは groupaddユーティリティを使用して、oinstallグループを作成しま
す。oinstallグループは、Oracle Universal Installerの oraInventoryディレクトリを所
有します。 インストールを行う Oracleユーザー・アカウントは、oinstallグループをプラ
イマリ・グループとする必要があります。

Oracleソフトウェア所有者のソフトウェア所有者のソフトウェア所有者のソフトウェア所有者の UNIXアカウントを作成するアカウントを作成するアカウントを作成するアカウントを作成する
Oracleアカウントは、インストール後に Oracle8iソフトウェアを所有する UNIXユーザー・
アカウントです。Oracle Universal Installerは、このユーザー・アカウントで実行します。

admintoolまたは useraddユーティリティを使用して、次のプロパティの Oracleアカウ
ントを作成します。

1つのシステムに複数の ORACLE_HOMEが存在するサイトでは、同一の Oracleアカウン
ト、または別々の Oracleアカウントで Oracle ソフトウェアをインストールできます。 各
Oracleアカウントは、oinstallをプライマリ・グループとする必要があります。

表表表表 2-3 Oracleアカウントのプロパティアカウントのプロパティアカウントのプロパティアカウントのプロパティ

プロパティプロパティプロパティプロパティ 説明説明説明説明

ログイン名 任意です。このマニュアルでは Oracleアカウントとします。

プライマリ GID oinstallグループ

セカンダリ GID dbaグループ

ホーム・ディレクトリ 他のユーザーのホーム・ディレクトリとの間で一貫性のあるホーム・
ディレクトリを選択します。Oracleアカウントのホーム・ディレクト
リは、ORACLE_HOMEディレクトリと同一である必要はありません。

ログイン・シェル デフォルトは /usr/bin/sh、/usr/bin/cshまたは /usr/bin/ksh
のいずれかです。ただし、このマニュアルの例では Bourneシェル
（/usr/bin/sh）を想定しています。

注意注意注意注意 : Oracleアカウントを使用するのは、Oracleソフトウェアをインス
トールおよびメンテナンスする場合のみです。Oracle8iと関係ない目的で
は使用しないでください。また、Oracleアカウントとして rootを使用し
ないでください。
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Oracle Apache Server所有者の所有者の所有者の所有者の UNIXアカウントを作成するアカウントを作成するアカウントを作成するアカウントを作成する
Apacheアカウントは、インストール後に Apache Server を所有する UNIXユーザー・アカ
ウントです。 デフォルトの Apache構成（rootが所有する 1024未満のポートをリスニング
する構成）を使用する場合は、セキュリティ上、Apacheには別々のアカウント所有者を設
定し、そのアカウントに対してリスナー・アクションおよびモジュール・アクションの所有
権を割り当てるように Apache Serverを構成することをお薦めします。 これは、Apache構
成パラメータ userを使用して行います。これによって、サーバーが起動されたときに、ア
カウントの所有権がリセットされます。

Apacheアカウント所有者には、最小限のユーザー権限が必要です。また、外部から参照で
きないファイルを持つグループのメンバーであってはいけません。 大半の UNIXバージョン
にある nobodyアカウントが、Apacheアカウントとして機能します。 

admintoolまたは useraddユーティリティを使用して、次のプロパティの Apacheアカウ
ントを作成します。 

警告警告警告警告 : dbaグループまたは Oracleアカウント権限を持つ Apacheユー
ザーを構成すると、データベースのセキュリティは低下します。 あるプロ
グラムを実行するために別の権限が必要な場合は、Apache suEXEC機能
を使用して、Apacheアカウントにその権限を付与します。 root以外の
ユーザーで Apache Serverを起動した場合、Apacheが起動するスクリプ
ト、サーブレットまたはプログラムには、そのユーザーと同じ権限が付与
されます。

表表表表 2-4 Apacheアカウントのプロパティアカウントのプロパティアカウントのプロパティアカウントのプロパティ

プロパティプロパティプロパティプロパティ 説明説明説明説明

ログイン名 任意です。このマニュアルでは Apacheアカウントとします。

プライマリ GID プライマリ・グループは、oraInventoryを所有するグループと
同じである必要があります。 oraInventoryは
/var/opt/oracle/oraInst.locにあります。 
oraInventoryの所有権を持つデフォルトのグループ名は
oinstallグループです。 セキュリティ上、このグループ所有権
はインストール後に変更してください。詳細は、4-6ページの
「Apacheアカウントのグループ・メンバーシップを変更する」を
参照してください。

セカンダリ GID セカンダリ・グループは、Apacheアカウントのみをメンバーに
持つ必要があります。

ホーム・ディレクトリ 他のユーザーのホーム・ディレクトリとの間で一貫性のあるホー
ム・ディレクトリを選択します。
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サーブレット・クラスを追加する場合、Oracle8iの今回のバージョンで保証されていない
Apacheモジュールを変更やアップグレードする場合、または Apache Serverを Oracle8iで
保証されているバージョン以上にアップグレードする場合は注意してください。 Apacheの
構成用にオラクル社から提供されているパッチはサポートされますが、Oracleではサポート
されないような方法で Apacheを変更することも可能です。 

Oracleユーザーで行う設定タスクユーザーで行う設定タスクユーザーで行う設定タスクユーザーで行う設定タスク
Oracleアカウントでログインして、次のタスクを行います。

❏ ファイル作成の権限を設定する

❏ 環境変数を設定する

❏ カレント・セッションの環境を更新する

ファイル作成の権限を設定するファイル作成の権限を設定するファイル作成の権限を設定するファイル作成の権限を設定する
インストールされたファイルに対して、Oracleアカウント用に、umaskで 022を設定する
ことによって、groupおよび otherには読込み権限および実行権限のみを与え、書込み権
限を与えないようにします。 

1. umaskコマンドを実行して、現行の設定を確認します。

2. umaskコマンドが 022を返さない場合は、Oracleアカウントの .profileまたは
.loginファイルに umaskを設定して、次のコマンドを実行します。

$ umask 022

環境変数を設定する環境変数を設定する環境変数を設定する環境変数を設定する
Oracle Universal Installerを起動する前に、環境変数 DISPLAY、PATHおよび他の環境変数
を適切に設定します。表 2-5「環境変数の概要」に、この項で説明する環境変数の概要を示
します。環境変数を正しく設定する手順については、この項の各環境変数についての記述を
参照してください。

参照参照参照参照 : Apacheの構成については、『Apache version 1.3 User's Guide』を
参照してください。

注意注意注意注意 : Oracle Serverがすでにシステムに存在している場合、既存の設定
と新しい環境に対して選択する設定が関連している場合があります。
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DISPLAY
Oracle Universal Installerを実行するシステム上で、DISPLAYにそのシステムの名前または
IPアドレス、Xサーバーおよびワークステーションが使用しているスクリーンを設定しま
す。システムの X-Windowコンソールからインストールを実行している場合以外では、ソ
フトウェアをインストールしているシステムのホスト名または IPアドレスは使用しないで
ください。リモート・システムからインストールしている場合は、ワークステーションのマ
シン名または IPアドレスを使用します。 Xサーバーおよびスクリーンにどんな値が設定され
ているかわからない場合は、両方に 0（ゼロ）を指定します。 

Installer を起動した際に「Failed to connect to server」、「Connection refused by server」ま
たは「Can't open display」のような Xlibエラーが表示される場合は、Xワークステーショ
ンで Bourne/Kornシェルまたは Cシェルのコマンドを次のように実行します。

Bourneまたはまたはまたはまたは Kornシェルの場合シェルの場合シェルの場合シェルの場合
Oracleデータベースがインストールされているサーバーのときは、次のように入力しま
す。

$ DISPLAY=workstation_name:0.0
$ export DISPLAY
ワークステーションに接続するときは、次のように入力します。

$ xhost +server_name

表表表表 2-5 環境変数の概要環境変数の概要環境変数の概要環境変数の概要

環境変数環境変数環境変数環境変数 説明説明説明説明 必須か必須か必須か必須か ?

DISPLAY Oracle Universal Installerを表示するシステムの名前、サー
バー番号およびスクリーン番号

はい

PATH シェルが実行ファイルを検索するパス はい

ORACLE_BASE Oracleソフトウェアおよび管理ファイル構造の最上位にある
ディレクトリ

いいえ

ORACLE_HOME 特定リリースの Oracleソフトウェアをインストールするディ
レクトリ

いいえ

NLS_LANG インストール時に使用する言語、地域およびキャラクタ・
セット

いいえ

ORA_NLS33 各国語サポートのキャラクタ・セット・データの位置 いいえ

ORACLE_SID インストール中に使用する Oracleサーバー・インスタンス識
別子

いいえ

ORACLE_DOC ドキュメントがインストールされているディレクトリ いいえ
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Cシェルの場合シェルの場合シェルの場合シェルの場合
Oracleデータベースがインストールされているサーバーのときは、次のように入力しま
す。

% setenv DISPLAY workstation_name:0.0

ワークステーションに接続するときは、次のように入力します。

% xhost +server_name

PC Xサーバーを使用している場合は、PC Xサーバーのドキュメントを参照して、PC X
サーバーをリモートの Xクライアントから接続できるように構成する方法を調べてくださ
い。

環境変数 DISPLAYが、前述のとおり正しく設定されていることを確認します。

PATH
シェルの検索パスに、次のすべてを含めて設定してください。

� $ORACLE_HOME/bin、/usr/bin、/etc、/usr/ccs/bin、/usr/openwin/bin

� ローカル binディレクトリ /usr/local/bin（存在する場合）

ORACLE_BASE
ORACLE_BASEは、Oracleソフトウェアおよび管理ファイル構造の最上位にあるディレク
トリを指定します。 OFA推奨値は、software_mount_point/app/oracleです。たとえ
ば、/u01/app/oracleです。 OFA準拠のシステムを使用していない場合、必須ではあり
ませんが、ORACLE_BASEを設定することをお薦めします。

ORACLE_HOME
ORACLE_HOMEは、特定リリースの Oracleソフトウェアをインストールするディレクト
リを指定します。OFA推奨値は、$ORACLE_BASE/product/releaseです。たとえば、
/u01/app/oracle/product/8.1.7です。

ORACLE_HOMEに指定したディレクトリに、Oracle8i リリース 8.1.5またはリリース 8.1.6
より前の Oracleソフトウェアがインストールされていないことを確認します。

注意注意注意注意 : 検索パスに /usr/ucbを含める場合は、PATH設定で
/usr/ccs/binの後に指定してください。
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NLS_LANG
US7ASCII（デフォルト）以外のキャラクタ・セットを使用するデータベースを作成する場
合は、NLS_LANGを設定する必要があります。 Oracle Internet Directoryをインストールす
る場合は、NLS_LANGに UTF8を設定することをお薦めします。 

Oracleは、クライアントおよびサーバーが異なるキャラクタ・セットを使用するクライアン
ト /サーバー環境をサポートしています。 クライアントが使用するキャラクタ・セットは、
クライアント・セッションの NLS_LANGパラメータの値によって定義されます。 サーバー
が使用するキャラクタ・セットは、サーバーのデータベース・キャラクタ・セットです。 
キャラクタ・セットが異なる場合、キャラクタ・セット間で自動的にデータ変換が行われま
す。 

ORA_NLS33
この環境変数には、Oracleの *.nlbファイルを置くディレクトリを指定します。 *.nlb
ファイルは言語、地域、キャラクタ・セットおよび言語のソート順序を定義します。 この環
境変数の設定は、1つの ORACLE_HOMEに、*.nlb ファイルを置く複数バージョンの
ディレクトリがある場合にのみ設定する必要があります。 

ORA_NLS33が設定されていない場合は、デフォルト値として
$ORACLE_HOME/ocommon/nls/admin/dataが使用されます。

ORACLE_SID
インストール中にデータベースを作成する場合は、ORACLE_SIDに Oracleサーバー・イン
スタンス識別子（このマニュアルでは sid）を設定しておくことができます。インストール
中にデータベースの作成を選択すると、Installerはこの識別子を確認するプロンプトを表示
します。

ORACLE_DOC
ORACLE_DOCは、ドキュメントがインストールされているディレクトリを指定します。 
ORACLE_DOCを設定しない場合にドキュメントがインストールされる場所については、vii
ページの「インストールしたドキュメントの表示」を参照してください。

カレント・セッションの環境を更新するカレント・セッションの環境を更新するカレント・セッションの環境を更新するカレント・セッションの環境を更新する
テキスト・エディタで、「環境変数を設定する」に示した環境変数の設定を、Oracleアカウ
ントの .profileまたは .loginファイルに追加します。これらの初期化ファイルを編集
した後は、インストールを始める前に、シェル・コマンドを使用してすぐに現在のシェル・
セッションの環境を更新できます。

参照参照参照参照 : 各国語サポート機能の詳細は、『Oracle8iリファレンス・マニュア
ル』を参照してください。すべての有効なキャラクタ・セットについて
は、『Oracle8i NLSガイド』を参照してください。

参照参照参照参照 : 詳細は、『Oracle8i NLSガイド』を参照してください。
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Bourneまたは Kornシェルの場合は、次のように入力します。

$ ../.profile

Cシェルの場合は、次のように入力します。

% source .login

Oracle製品の設定タスク製品の設定タスク製品の設定タスク製品の設定タスク
インストールを始める前に、次に示すインストールする製品に対応したタスクを実行してお
く必要があります。

� Oracleオプションのインストール前のタスク

� Toolsおよびプリコンパイラ

� ネットワーク製品およびシステム管理製品

Oracleオプションのインストール前のタスクオプションのインストール前のタスクオプションのインストール前のタスクオプションのインストール前のタスク

Oracle Parallel Serverのインストール前のタスクのインストール前のタスクのインストール前のタスクのインストール前のタスク
次の手順を実行するときは、『Oracle8i Parallel Serverセットアップおよび構成ガイド』を併
せて参照してください。

1. RAWデバイスを作成します。

Oracle Parallel Serverデータベースに関連するすべてのファイルは、クラスタ内のすべ
てのノードからアクセスできるように、RAWボリュームに格納する必要があります。
制御ファイルおよびデータ・ファイルは、すべてのインスタンスに共有されます。イン
スタンスごとに個別のログ・ファイルがありますが、インスタンスのリカバリ時に、す
べてのインスタンスにすべてのログ・ファイルのアクセス権がある必要があります。

2. Oracle Universal Installerを起動するノード上で、各データベース・オブジェクトおよ
び対応する RAWデバイス・ファイル名のエントリを記述した ASCIIファイルを作成し

参照参照参照参照 : RAWデバイス作成については、『Oracle8i for Sun SPARC Solaris
管理者リファレンス』を参照してください。

注意注意注意注意 :  次の手順は、Oracle8iの Typicalインストールを実行する場合の
み適用されます。 これらの手順は、Customインストールには必要ありま
せん。 詳細は、3-2ページの「Oracle Universal Installer」を参照してくだ
さい。
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ます。 このファイルは、Oracle Database Configuration Assistantが Oracle Parallel 
Server用データベースを構成するために使用します。

3. 環境変数 DBCA_RAW_CONFIGを、ASCIIマッピング・ファイルを指すように設定し
ます。 Oracle Database Configuration Assistantは、データベースの作成時にこの環境変
数を参照して、ASCIIファイルの内容を読み、指定されたファイル名を使用して表領域
を作成します。

rootユーザーで行うタスクユーザーで行うタスクユーザーで行うタスクユーザーで行うタスク
1. クラスタのすべてのノード上で、OSDBAグループが /etc/groupファイルに定義され
ていることを確認します。OSDBAグループ名およびグループ番号（インストール中に
指定する場合は、OSOPERグループも）は、1つのデータベースにアクセスできる
UNIXクラスタのすべてのノード上で共通である必要があります。 OSDBAグループおよ
び OSOPERグループに対するデフォルトの UNIXグループ名は、dbaです。Oracle 
Universal Installerの oraInventoryファイルを所有するには、別のグループを作成す
る必要があります。 Oracleマニュアルでは、このグループを oinstallグループといい
ます。 この名前は任意です。 

2. 次の条件を満たす UNIXアカウントを、クラスタの各ノードに作成します。 

� oinstallグループをプライマリ・グループとする

� dbaグループをセカンダリ・グループとする

� Oracleソフトウェアをインストールおよび更新するためのみに使用する

� リモート・ディレクトリへの書込み権限がある

3. Oracleソフトウェア・ディレクトリ構造の最上位ディレクトリとなるように、次の条件
を満たすマウント・ポイント・ディレクトリを各ノードに作成します。

� 各ノードのマウント・ポイント名が最初のノードのマウント・ポイント名と同一で
ある

� Oracleアカウントには、読込み、書込みおよび実行権限がある
     

4. Oracle8i CD-ROMで提供される Sun Clusterソフトウェア・パッチを適用します。パッ
チをインストールするには、CD-ROMの opspatchディレクトリにある指示に従って
ください。このパッチはクラスタ・メンバーシップ・モニター（CMM）を提供するも
ので、Oracle Parallel Serverをインストールする前に必要です。

5. 各ノードに CMMパッチを適用した後に、クラスタ管理ソフトウェアを再起動します。

参照参照参照参照 : ASCIIマッピング・ファイルの作成の詳細および例は、『Oracle8i 
Parallel Serverセットアップおよび構成ガイド』を参照してください。

参照参照参照参照 : Oracleマウント・ポイントのネーミング規則の詳細は、2-5ページ
の「マウント・ポイントを作成する」を参照してください。
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最初のノードには、次のコマンドを実行します。

# cd /opt/SUNWcluster/bin 
# scadmin startcluster cluster_name

クラスタの他のノードのそれぞれで、次のコマンドを実行します。

# cd /opt/SUNWcluster/bin
# scadmin startnode cluster_name

クラスタ管理ソフトウェアおよび scadminコマンドの詳細は、Solaris Enterprise 2.1の
ドキュメントを参照してください。

6. Oracle Universal Installerを起動するノードから、ローカル・ノードを含むクラスタ内
の他のすべてのノードのエントリを、Oracleアカウントの .rhostsファイルまたは
/etc/hosts.equivファイルに追加して、ユーザー等価関係を設定します。

7. rootアカウントを終了します。

Oracleユーザーで行うタスクユーザーで行うタスクユーザーで行うタスクユーザーで行うタスク
1. クラスタ・メンバーシップ・モニター（CMM）が実行されていることを確認します。

$ ps -ef | grep clustd

CMMプログラム clustdがプロセス一覧に表示されない場合は、「rootユーザーで行
うタスク」の手順 5を行います。 

2. クラスタ内の各ノードにリモート・ログイン（rlogin）して、Oracleアカウントの
ユーザー等価を確認します。パスワードを入力するプロンプトが表示される場合、
Oracleアカウントの属性は、すべてのノード上で同一ではありません。ユーザー等価関
係が設定されていないと、Installerは、rcpコマンドを使用してリモート・ディレクト
リに Oracle製品をコピーできません。   

ユーザー等価関係を設定していない場合、「rootユーザーで行うタスク」の手順 6を実
行する必要があります。

Toolsおよびプリコンパイラおよびプリコンパイラおよびプリコンパイラおよびプリコンパイラ
この項の指示に従って、Toolsおよびプリコンパイラのインストール前のタスクを行います。

Pro*COBOLプリコンパイラのインストール前のタスクプリコンパイラのインストール前のタスクプリコンパイラのインストール前のタスクプリコンパイラのインストール前のタスク
1. COBOLコンパイラの実行ファイルが、PATH設定されているディレクトリにあること
を確認します。

2. $COBDIR/libが LD_LIBRARY_PATHの設定に含まれていることを確認します。

3. 環境変数 COBDIRを、COBOLコンパイラがインストールされているディレクトリに設
定します。 
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Pro*C/C++プリコンパイラのインストール前のタスクプリコンパイラのインストール前のタスクプリコンパイラのインストール前のタスクプリコンパイラのインストール前のタスク
Cコンパイラの実行ファイルが、PATH設定されているディレクトリにあることを確認しま
す。SPARCworks/Workshop Cコンパイラの実行ファイルは、通常 /opt/SUNWspro/bin
に存在します。 次のコマンドで、Cコンパイラが PATH設定されているディレクトリにある
ことを確認します。

which cc

Pro*FORTRANプリコンパイラのインストール前のタスクプリコンパイラのインストール前のタスクプリコンパイラのインストール前のタスクプリコンパイラのインストール前のタスク
次のコマンドで、FORTRANコンパイラの実行ファイルが、PATH設定されているディレク
トリにあることを確認します。

which /opt/SUNWspro4.2/SUNWspro/bin/f77

SQL*Module Adaのインストール前のタスクのインストール前のタスクのインストール前のタスクのインストール前のタスク
次のコマンドで、Adaの実行ファイルが PATH設定されているディレクトリにあり、Sun 
Ada 2.1コンパイラ構成ファイルが設定されていることを確認します。

which ada

Legato Storage Manager（（（（LSM）のインストール前のタスク）のインストール前のタスク）のインストール前のタスク）のインストール前のタスク
Legato Storage Managerのインストール前のタスクについては、B-2ページの「Legato 
Storage Manager（LSM）のインストール前のタスク」を参照してください。

ネットワーク製品およびシステム管理製品ネットワーク製品およびシステム管理製品ネットワーク製品およびシステム管理製品ネットワーク製品およびシステム管理製品

LDAPサービスの構成サービスの構成サービスの構成サービスの構成
Lightweight Directory Access Protocol（LDAP）Version 3は、ディレクトリ・アクセス・プ
ロトコルのインターネット・オープン規格です。Oracle8i リリース 8.1.7の一部の製品は、
Oracle Internet Directoryが提供する LDAP V3ディレクトリ・サービスを使用するように構
成できます。このディレクトリ・サービスは、Oracle8iのデータベースが、データベース・
ユーザー、Net8ネットワーク接続およびデータベース・リスナーのパラメータのストレー
ジを管理するために使用されます。

Oracle製品を、LDAPディレクトリ・サービスを使用するように構成する場合は、製品を構
成する前に Oracle Internet Directoryを使用可能にする必要があります。 ご使用のシステム
に、Oracle Internet Directory（OID）がインストールされていない場合は、インストールし
てください。 ディレクトリのパフォーマンスを最適化するために、Oracle Internet Directory
を他の Oracleソフトウェアとは別のシステムにインストールすることをお薦めします。 

参照参照参照参照 : 環境変数 COBDIRおよび COBLIBに設定する値を決定するには、
ご使用の COBOL固有のドキュメントを参照してください。
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Oracle Internet Directory
次の手順を実行するときは、『Oracle Internet Directory管理者ガイド』を併せて参照してく
ださい。

� ご使用のシステムに、すでに Oracle8i リリース 8.1.7がインストールされている場合は、
次のことを確認してください。

� Oracle8i が実行中であること

� 次のように、パスワードなしの internalユーザーでデータベースに接続できる
こと

$ sqlplus internal

パスワードなしの internalで接続できない場合は、パスワードを必要としない
internalアカウントの構成方法について、『Oracle8i管理者ガイド』を参照して
ください。

� Net8リスナーのデータベースへの接続サービスが実行中であること（次のコマンド
を使用して確認します）

$ lsnrctl status [listener_name]

リスナーがデフォルト（listener）以外の名前である場合は、listener_name
フィールドの指定が必要です。

ご使用のシステムに Oracle8i リリース 8.1.7がまだインストールされていない場合は、
Oracle Universal Installerによって Oracle Internet Directoryとともにインストールします。

Net8 Server
ご使用のシステムに Net8 Serverがすでにインストールされている場合は、Net8をインス
トールする前にリスナーをすべて停止します。リスナーが実行されていないことを確認する
には、次のように入力します。

$ lsnrctl status [listener_name]

リスナーがデフォルト（listener）以外の名前である場合は、listener_nameフィール
ドの指定が必要です。

実行中のリスナーを停止するには、次のコマンドを使用します。

$ lsnrctl stop listener_name

Net8のインストールおよび構成については、2-20ページの「Net8構成の理解」を参照して
ください。

参照参照参照参照 : LDAPおよび Oracle Internet Directoryの詳細は、『Oracle Internet 
Directory管理者ガイド』を参照してください。
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Oracle Supported Protocol
Oracle Supported Protocolをインストールする前に、基盤となるネットワークが機能し、正
しく構成されていることを確認します。

TCP/IP
TCP/IPプロトコルは、すべての Oracle8i Serverのインストールで自動的にインストールさ
れます。

ftpユーティリティを使用してテスト・ファイルを転送し、ネットワークが正しく機能して
いることを確認します。

$ ftp remote_server_name
ftp> put test_filename
ftp> get test_filename 

Oracle Enterprise Managerのインストール前のタスクのインストール前のタスクのインストール前のタスクのインストール前のタスク
既存の Oracle Enterprise Managerリポジトリを現在のバージョンにアップグレードまたは
移行する場合は、予期しないエラーが発生したときリカバリできるように、リポジトリを
バックアップまたはエクスポートしておく必要があります。 

既存のシステムをアップグレードする場合は、Oracle Enterprise Managerをインストールす
る前に、次のことを確認してください。

Oracle Enterprise Managerリポジトリは、Oracle Enterprise Managerによって管理および
監視されるサービスに関する情報、およびManagement Packについての情報を格納する、
Oracleデータベース内の一連の表です。 この表は、Oracle Management Serversがバックエ
ンド・ストアとして使用し、クライアントと管理ノード間の分散制御が可能になります。

Oracle Management Serverは Oracle Enterprise Managerの中間層です。 Oracle 
Management Serverは、次のことを行います。

� Enterprise Manager管理者の認証

� 管理機能の処理

� ジョブ、イベント、グループおよびデフォルト資格証明を含む管理情報の集中型
データ・ストア

Oracle Management Serverをインストールする前に、既存の Enterprise Managerリポジト
リを使用するか、新しい Enterprise Managerを作成するかを決定する必要があります。

既存のリポジトリの使用既存のリポジトリの使用既存のリポジトリの使用既存のリポジトリの使用
既存の Oracle Enterprise Manager リリース 2.2のリポジトリを使用する場合は、インストー
ル前のタスクは必要ありません。

Oracle Enterprise Managerリリース 2.2より前のリポジトリを使用する場合は、次のことを
確認してください。
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リリースリリースリリースリリース 2.1またはまたはまたはまたは 2.0の場合の場合の場合の場合 Enterprise Manager Configuration Assistant リリース 2.2
を実行して、古いリポジトリを現在のリリースにアップグレードします。 リポジトリのアッ
プグレード方法については、『Oracle Enterprise Manager 構成ガイド』を参照してください。

リリースリリースリリースリリース 1.xの場合の場合の場合の場合 リリース 2.2の新しい Enterprise Managerリポジトリは、Enterprise 
Managerリリース 1.xを実行中のシステムにインストールされます。 インストール前のタス
クは必要ありません。 リリース 1.xのリポジトリの内容をリリース 2.2のリポジトリに移行す
るためには、インストール後の構成タスクを行う必要があります。 このタスクについては、
このマニュアルでは記載していません。 リポジトリを移行する場合のインストール後の構成
タスクについては、『Oracle Enterprise Manager構成ガイド』を参照してください。

新しいリポジトリの作成新しいリポジトリの作成新しいリポジトリの作成新しいリポジトリの作成
リリース 2.2のリポジトリを新しく作成する場合は、新しいリポジトリを作成するデータ
ベースをインストールし、起動する必要があります。 Enterprise Manager Configuration 
Assistantは、Enterprise Editionの Customインストール、Management Infrastructure 
Management ServerのインストールおよびManagement Infrastructureの Customインス
トールの構成時に自動的に起動されます。 Enterprise Editionの Typicalインストールの場合
は、Enterprise Manager Configuration Assistantを手動で起動する必要があります。

新しいリポジトリのインストールおよび構成については、『Oracle Enterprise Manager構成
ガイド』を参照してください。

重要重要重要重要 : すべての Enterprise Manager製品は同じリリースである必要があ
ります。 Mnagement Serverおよびリポジトリのアップグレードは、
Enterprise Managerのすべてのユーザーが、ソフトウェアをリリース 2.2
にアップグレードしてから行ってください。 他のユーザーの Enterprise 
ManagerソフトウェアをアップグレードせずにManagement Serverおよ
びリポジトリをリリース 2.2にアップグレードした場合、古いバージョン
の Enterprise Managerソフトウェアを新しい Enterprise Managerで使用
することはできません。

参照参照参照参照 : リポジトリのアップグレード、移行、作成の詳細は、『Oracle 
Enterprise Manager構成ガイド』を参照してください。
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製品構成のインストール・ウィンドウ・ダイアログの理解
製品構成のインストール・ウィンドウ・ダイアログの理解製品構成のインストール・ウィンドウ・ダイアログの理解製品構成のインストール・ウィンドウ・ダイアログの理解製品構成のインストール・ウィンドウ・ダイアログの理解
インストール時には、製品構成について様々な選択を行います。 次の項では、その選択およ
びその選択がどのように Oracle8iの構成に影響するかについて説明します。 インストールを
行う前に製品構成の概要を確認し、ご使用のシステムおよび要件に最適な選択を行ってくだ
さい。

Net8構成の理解構成の理解構成の理解構成の理解
Net8 Configuration Assistantは、Oracleクライアント /サーバーのネットワーク環境を構
成するためのグラフィカル・ユーザー・インタフェース（GUI）です。 Net8 Configuration 
Assistantは、Oracle Universal Installerで行うすべてのインストール・タイプから自動的に
起動されます。 また、スタンドアロンのツールとして、手動で起動することもできます。

選択するインストール・タイプによって、Net8 Configuration Assistantは次のいずれかの方
法でネットワークを構成します。

� 標準的なデータベース接続方法によって、自動的にネットワークを構成する（ユーザー
からの入力は少ない）

� 多数の入力によって、カスタマイズされたネットワークを作成する

構成を行うと、$ORACLE_HOME/network/adminディレクトリ配下のネットワーク・ファ
イルが作成または変更されます。

サーバーのネットワーク構成サーバーのネットワーク構成サーバーのネットワーク構成サーバーのネットワーク構成
次の表に、サーバーのインストール・タイプで作成されるネットワーク構成のタイプ、およ
びユーザーから入力する項目を示します。 次の選択内容を確認して、要件およびネットワー
ク構成技術に最適のネットワーク構成を決定してください。 

注意注意注意注意 : この項では、Oracle Universal InstallerからNet8 Configuration 
Assistantを実行する場合について説明します。 スタンドアロン・モードで
Net8 Configuration Assistantを実行する方法については、『Oracle8i Net8
管理者ガイド』または 4-14ページの「Net8 Configuration Assistant」を参
照してください。
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Net8構成の理解
 

選択するインストール・選択するインストール・選択するインストール・選択するインストール・
タイプタイプタイプタイプ

ネットワーク構成ネットワーク構成ネットワーク構成ネットワーク構成

Oracle8i Enterprise 
Editionまたは Oracle8i 
Workgroup Server

� Typical

� Minimal

Net8 Configuration Assistantは、データベースへの接続時に使用するネット・サービス名
を作成します。

次に、Net8 Configuration Assistantは次のファイルを構成して、Net8 Serverの環境を自
動的に作成します。

� listener.ora

listenerという名前のリスナーを構成および起動します。このリスナーのプロトコ
ル・アドレスには、オペレーティング・システムのプロトコル（通常、ポート 1521
の TCP/IPです）を優先して使用する Oracle8iデータベース用のプロトコル・アド
レス、および IPCプロトコルを使用する外部プロシージャ用のプロトコル・アドレ
スの両方が設定されます。

外部プロシージャ用のサービス情報を構成します。

� sqlnet.ora

Net8ネーミング・ドメインを構成します。ご使用のコンピュータがあるネットワー
ク・ドメインと同名に設定すると便利です。このドメインには、接続文字列に指定さ
れた修飾されていないネット・サービス名が自動的に付けられます。 修飾されていな
いネット・サービス名は、Net8ネーミング・ドメインを含みません。

インストール時に Global Database Nameフィールドでシステムのドメインを定義し
なかった場合は、システム・ドメイン設定はデフォルトで NULLドメインになりま
す。 この場合、Net8は、sqlnet.oraの NAMES.DIRECTORY_PATHパラメータに対
して新しいドメイン設定を定義しません。

� tnsnames.ora

tnsnames.oraファイルに、外部プロシージャが使用するネット・サービス名
（EXTPROC_CONNECTION_DATA）を作成します。

Oracle8iデータベースが正常に作成された後、Oracle Database Configuration Assistant
は、次のファイルに Net8 Serverの追加情報を作成します。

� listener.ora

Oracle8iデータベースのスタティック・サービス情報を構成します。

� クライアント構成後、Net8 Configuration Assistantによって、（通常、グローバル・
データベース名と同じ）Oracleデータベースのネット・サービス名を入力するプロ
ンプトが表示されます。 クライアントおよび分散データベース・サーバーは
tnsnames.oraファイルを使用して、サーバーが接続可能な接続先を識別します。 
このファイルには、データベース・アドレスのサービス名が格納されます。

注意注意注意注意 :  TypicalまたはMinimalインストール・タイプでは、Lightweight Directory Access 
Protocol（LDAP）ディレクトリ・サービスへのアクセスは構成できません。LDAPディ
レクトリ構成は、Customインストール・タイプでのみ作成できます。
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Net8構成の理解
Oracle8i Enterprise 
Editionまたは Oracle8i 
Workgroup Server

� Custom（Net8 
Serverおよび Net8 
Clientを選択）

はじめに、Net8 Configuration Assistantは次のプロンプトを表示します。

� ディレクトリ・サービス・アクセスを構成します。 これには、ディレクトリ・サー
バーのタイプおよび位置の入力と、サーバーがネット・サービス名を検索、作成およ
び修正するための管理コンテキストの確認が含まれます。ORACLE_HOMEがディレ
クトリ・サービス・アクセス用に構成されていない場合は、この情報のプロンプトが
表示されます。

� リスナーを作成し、データベース接続で使用するネットワーク・プロトコルを選択し
ます。

� データベース接続で使用するネーミング・メソッドを選択します。 デフォルトで、
ローカル・ネーミング・メソッドおよびローカル管理ネットワーク・モデルが構成さ
れます。 ローカル管理ネットワーク構成モデルでは、各ノードの tnsnames.ora
ファイルにネットワーク・アドレスがマッピングされます。 このモデルには、その他
にホスト・ネーミングおよび外部ネーミング（サード・パーティのネーミング・サー
ビス）があります。 集中管理ネットワーク構成モデルでは、Oracle Namesのネーミ
ング・メソッドが使用可能です。 この構成では、Oracle Names Serverがクライアン
ト構成プロファイルをある位置に格納します。 ネーミング・メソッド、ネーミング・
サービスのインストールおよび構成に関するその他の問題点については、『Oracle8i 
Net8管理者ガイド』を参照してください。

ご使用のネーミング・メソッドに応じて、Net8 Configuration Assistantは、次のファイル
を構成して自動的に Net8 Server環境を作成します。

� listener.ora

リスナーを、名前とプロトコル・アドレスで構成します。また、外部プロシージャ用
のプロトコル・アドレスおよびスタティック・サービス情報も構成します。

� sqlnet.ora

サーバーのドメインを、デフォルトのドメイン（ご使用のコンピュータが置かれるド
メイン）として構成します。このドメインには、修飾されていない名前が自動的に付
けられます。

サーバーが接続記述子の名前を変換するために使用するネーミング・メソッドを構成
します。

� tnsnames.ora

外部プロシージャ接続に使用するためのネット・サービス名のエントリを作成しま
す。

� ldap.ora

ディレクトリ・サーバーのタイプを識別して、ディレクトリ・サービス・アクセスを
構成します。また、位置および管理コンテキストも識別します。

Oracle8iデータベースの作成中、Oracle Database Configuration Assistantは自動的に次の
ファイルに Net8 Serverの追加情報を作成します。 

� listener.ora

スタティック・サービス情報を構成します。

選択するインストール・選択するインストール・選択するインストール・選択するインストール・
タイプタイプタイプタイプ

ネットワーク構成ネットワーク構成ネットワーク構成ネットワーク構成
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Net8構成の理解
クライアントのネットワーク構成クライアントのネットワーク構成クライアントのネットワーク構成クライアントのネットワーク構成
次の表に、クライアントのインストール・タイプで作成されるネットワーク構成のタイプ、
およびユーザーから入力する項目を示します。 Oracle Universal Installerを起動する前に、次
の選択内容を確認してください。 ご使用のネットワーク要件または構成技術に適したネット
ワーク構成を識別してください。

選択するインストール・選択するインストール・選択するインストール・選択するインストール・
タイプタイプタイプタイプ

ネットワーク構成ネットワーク構成ネットワーク構成ネットワーク構成

Oracle8i Client

� Administrator

� Programmer

� Application User

� Custom（Net8 
Clientを選択）

はじめに、Net8 Configuration Assistantは、Oracle8iデータベースにアクセスするための
構成方法を指定するプロンプトを表示します。次のいずれかを選択します。

� ローカル・ネーミング

ネットワーク・アドレスを解決するためのネット・サービス名を指定します。 この
ネットワーク・サービス名は、各クライアントの構成ファイルで構成または格納され
ます。

� ディレクトリ・ネーミング

サービス名およびネットワーク・アドレスを解決するための Oracle Names Serverま
たはサード・パーティのネーミング・サービスを指定します。 これによって、データ
ベース作成時にネーミング・サービスに登録された情報を使用して、Oracle8iデータ
ベースへのクライアント接続が可能になります。

選択によっては、追加情報を求めるプロンプトが表示されます。

次に、Net8 Configuration Assistantは次のファイルを構成して、自動的に Net8のクライ
アント環境を作成します。

� tnsnames.ora

ローカル・ネーミングが選択されていた場合、ネット・サービス名を指定します。

� ldap.ora

ディレクトリ・ネーミングが選択されていた場合、ディレクトリ・サーバーのタイプ
を識別して、ネーミング・サービス・アクセスを構成します。また、位置および管理
コンテキストも識別します。

� sqlnet.ora

クライアントが接続記述子の名前を変換するために使用するネーミング・メソッドを
構成します。

クライアントのドメインを、デフォルトのドメイン（ご使用のコンピュータが置かれ
るドメイン）として構成します。このドメインには、接続文字列に指定された修飾さ
れていないネット・サービス名が自動的に付けられます。修飾されていないネット・
サービス名は、ネットワーク・ドメインを含みません。
インストール前の作業 2-23



データベース環境の識別
データベース環境の識別データベース環境の識別データベース環境の識別データベース環境の識別
Oracle Universal Installerを使用すると、次の環境における操作でのパフォーマンスが最大
限に向上するように、ご使用の Oracle8iデータベースを構成することができます。 表 2-6
「Oracle8iのデータベース環境」に、Oracle8iのデータベース環境を示します。

データベース環境の選択によって、次のデータベース設定値が変更されます。

�    初期化ファイル・パラメータ DB_BLOCK_BUFFERS

�    初期化ファイル・パラメータ DB_BLOCK_SIZE

インストール時に Global Database Nameフィールドでクライアントのドメインを定
義しなかった場合は、システム・ドメイン設定はデフォルトで NULLドメインにな
ります。 この場合、Net8は、sqlnet.oraの NAMES.DIRECTORY_PATHパラメータ
に対して新しいドメイン設定を定義しません。

サービス名のインストールおよび構成、クライアントの構成については、『Oracle8i Net8
管理者ガイド』を参照してください。

表表表表 2-6 Oracle8iのデータベース環境のデータベース環境のデータベース環境のデータベース環境

環境環境環境環境 説明説明説明説明

Online Transaction 
Processing（OLTP）

多くのユーザーが同時に多数のトランザクションを実行し、各ト
ランザクションが少量のデータを処理するような単純な操作であ
る場合に適しています。 インターネット商取引のサイトにみられる
ような請求処理データベースは、このデータベース・タイプの最
も一般的な例です。

トランザクションは、データベース表のデータの読込み（SELECT
文）、書込み（INSERTおよび UPDATE文）および削除
（DELETE文）で構成されています。 

Warehousing（DSS） ユーザーが大量のデータに対してアクセス、または処理を行う複
雑な問合せを実行する場合に適しています。

これらの問合せ（通常、読取り専用）は、単純に少量のレコード
を問い合せるものから、多数の異なる表から何千ものレコードを
ソートする複雑なものまで様々です。 履歴データベースは、この
データベース・タイプの最も一般的な例です。 Warehousing環境
は、意思決定支援システム（DSS）環境とも呼ばれます。

Multipurpose このデータベース環境構成では、どちらのタイプのデータベース
もサポートされます。 平均データベース使用が変化する場合に選択
します。

選択するインストール・選択するインストール・選択するインストール・選択するインストール・
タイプタイプタイプタイプ

ネットワーク構成ネットワーク構成ネットワーク構成ネットワーク構成
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データベース環境の識別
�    初期化ファイル・パラメータ PROCESSES

�    初期化ファイル・パラメータ SHARED_POOL_SIZE

�    ロールバック表領域情報

データベース作成方法の選択データベース作成方法の選択データベース作成方法の選択データベース作成方法の選択
Oracle Database Configuration Assistantは、OLTP、WarehousingまたはMultipurpose環
境の Oracle8iデータベースを作成するためのグラフィカル・ユーザー・インタフェース
（GUI）です。インストール中に Oracle8iデータベースの作成を選択すると、Oracle 

Universal Installerから Oracle Database Configuration Assistantが自動的に起動されます。
また、スタンドアロンのツールとして、手動で起動することもできます。

Oracle8i Enterprise Editionのいずれのインストール・タイプでも、Oracle8iデータベースを
作成できます。次の表に、Typical、Minimalおよび Customの各インストール・タイプで作
成されるデータベースのタイプ（OLTP、Warehousing、Multipurpose）、およびユーザーか
ら入力する項目を示します。選択内容を参照して、要件およびデータベース作成技術に適し
たデータベースを決定してください。

参照参照参照参照 : データベース環境、パフォーマンスへの影響およびパフォーマン
スを最大限に向上させるためのチューニング方法については、複数の
Oracleマニュアルに記載されています。 これらの情報は、Oracle 
Information Navigatorを使用して検索してください。 データベース環境に
関する問題点については、『Oracle8i概要』、『Oracle8i パフォーマンスの
ための設計およびチューニング』および『Oracle8i Parallel Server セット
アップおよび構成ガイド』を参照してください。

注意注意注意注意 : この項では、Oracle Universal Installerから Oracle Database 
Configuration Assistantを実行する場合について説明します。 スタンドア
ロン・モードで Oracle Database Configuration Assistantを実行する方法
については、4-15ページの「Oracle Database Configuration Assistant」を
参照してください。
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データベース環境の識別
実行する手順実行する手順実行する手順実行する手順 作成されるデータベース作成されるデータベース作成されるデータベース作成されるデータベース

1. 「Typical」インストール・
タイプを選択します。

Oracle8iのインストールの最後に Oracle Database Configuration Assistantが自動
的に起動され、すぐに使用できる構成済のMultipurpose初期データベースが、次
のように作成されます。

� 初期化パラメータはデフォルト

� Oracleオプションおよび interMediaコンポーネントの自動インストールと構
成1

� アドバンスト・レプリケーション機能

� データベース構成は専用サーバー・モード2

� アーカイブ・モードは NOARCHIVELOG

グローバル・データベースの名前および SIDを入力するプロンプトが表示される
以外は、入力は必要ありません。 ここで、データベース・キャラクタ・セットが
リセットされる場合があります。 データベース・キャラクタ・セットの詳細は、
『Oracle8i NLSガイド』を参照してください。

1 Oracle Database Configuration Assistantは、Oracle Universal Installerでインストールされたオプションの構成を行いま
す。

2 専用サーバー・モードおよびマルチスレッド・サーバー・モード（共有サーバー・モードともいう）については、
『Oracle8i管理者ガイド』を参照してください。
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データベース環境の識別
実行する手順実行する手順実行する手順実行する手順 作成されるデータベース作成されるデータベース作成されるデータベース作成されるデータベース

1. 「Minimal」インストール・タイプを選択
します。

2. 初期データベースの作成を確認するプロン
プトで、「Yes」を選択します。

注意注意注意注意 : 「No」を選択すると、データベー
ス・ソフトウェアを含むすべてのサーバー
製品がインストールされますが、インス
トール中にデータベースは作成されませ
ん。 Installerを使用して初期データベース
を作成し、インストールの確認を行うこと
をお薦めします。また、Oracleのネーミン
グ規則、ロール、デフォルトのユーザーお
よびその権限を理解するためのモデルとし
て、初期データベースをお薦めします。 初
期データベースを作成しなかった場合は、
Oracle Database Configuration Assistant
または SQLスクリプトを使用して、後で
手動でデータベースを作成することができ
ます。詳細は、『Oracle8i管理者ガイド』
を参照してください。

注意注意注意注意 : Oracle Internet DirectoryをOracle8i 
Management and Integrationインストー
ル・タイプでインストールした場合も、
データベースが作成されます。このデータ
ベースは、Oracle Internet Directory情報
の格納のみに使用されるものです。

Oracle8iのインストールの最後に Oracle Database Configuration 
Assistantが自動的に起動され、Oracle8iデータベースが作成されま
す。これは、次の事項を除いて、Typicalインストール・タイプで
作成したデータベースと同じです。

� Oracleオプションおよび interMediaコンポーネントのインス
トールと構成は行わない
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データベース環境の識別
実行する手順実行する手順実行する手順実行する手順 作成されるデータベース作成されるデータベース作成されるデータベース作成されるデータベース

1. 「Custom」インストール・タ
イプを選択します。

2. Oracle Serverおよび追加する
製品を「Available Products」
ウィンドウで選択します。

3. 初期データベースの作成を確
認するプロンプトで、「Yes」
を選択します。

Oracle Database Configuration Assistantにより、選択した環境（OLTP、
WarehousingまたはMultipurpose）およびデータベース構成モード（専用サー
バーまたはマルチスレッド・サーバー）に合わせて、完全にカスタマイズされた
データベースを作成できます。 また、オプションおよび interMediaコンポーネ
ント（インストールした場合）と、アドバンスト・レプリケーション（選択した
場合）が自動的にまたは手動で構成されます。 

このオプションは、次の項目をカスタマイズするような、高度なデータベース作
成を行ったことがある場合にのみ選択してください。

� データ・ファイル、制御ファイルおよび REDOログ・ファイルの設定

� 表領域およびエクステントのサイズ

� データベース・メモリー・パラメータ

� アーカイブ・モード、アーカイブ形式およびアーカイブ先

� トレース・ファイルの書込み先

� キャラクタ・セット値
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インストールインストールインストールインストール

この章では、Oracle Universal Installer（OUI）の起動および Oracle8i製品のインストール
方法について説明します。インストールを始める前に、第 1章「システム要件」および第 2
章「インストール前の作業」を参照して、記載されたタスクをすべて完了しておいてくださ
い。

� Oracle Universal Installer

� 非問合せモード（サイレント・モード）でのインストールおよび構成
ール 3-1
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Oracle Universal Installer
Oracle Universal Installerを起動するために、次のタスクを行います。

� Oracle8i CD-ROMをマウントする

� Oracle Universal Installer（OUI）を起動する

Oracle8i CD-ROMをマウントするをマウントするをマウントするをマウントする
Oracle8i CD-ROMは、RockRidge拡張機能付きの ISO 9660形式です。Oracle8i リリース
8.1.7を含む 2枚の CD-ROMがあります。 ディスク 1を使用して、インストールを始めます。 
プロンプトの表示に従って、ディスク 2をマウントします。

Volume Managementソフトウェア（Solarisではデフォルトで使用可能）を使用する場合、
CD-ROMはディスク・ドライブへの挿入時に自動的に /cdrom/oracle8iにマウントされ
ます。 3-3ページの「Oracle Universal Installer（OUI）を起動する」へ進んでください。

Volume Managementソフトウェアを使用しない場合は、CD-ROMを手動でマウントしま
す。 CD-ROMをマウントおよびアンマウントするには、root権限が必要です。CD-ROMを
ドライブから取り出す前に、umountコマンドを使用して、CD-ROMがアンマウントされて
いることを確認してください。

1. Oracle8iの CD-ROMを CD-ROMドライブに入れます。

2. 次のように入力して、rootでログインし、CD-ROMのマウント・ポイント・ディレク
トリを作成します。

$ su root
# mkdir cdrom_mount_point_directory

3. 次のように入力して、CD-ROMドライブをマウント・ポイント・ディレクトリにマウ
ントし、rootアカウントを終了します。

注意注意注意注意 : 以前の Oracle Installer（リリース 7.xおよびリリース 8.0.xとともに
出荷されたもの）を使用した、リリース 8.1の Oracleホーム・ディレクト
リへのコンポーネントのインストールは、サポートされていません。 同様
に、リリース 8.1.7のコンポーネントをリリース 7.x、8.0.x、8.1.3または
8.1.4の Oracleホーム・ディレクトリにインストールすることはできませ
ん。

注意注意注意注意 : Oracle8i リリース 8.1.7でのディスクのマウントについては、プ
ラットフォームのリリース・ノートを参照してください。
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# mount options device_name cdrom_mount_point_directory 
# exit

例例例例 3-1 Volume Managementソフトウェアを使用しないソフトウェアを使用しないソフトウェアを使用しないソフトウェアを使用しない CD-ROMのマウントのマウントのマウントのマウント

$ su root
# mkdir /cdrom
# mount -r -F hsfs device_name /cdrom
# exit

Oracle Universal Installer（（（（OUI）を起動する）を起動する）を起動する）を起動する

次の手順で Oracle Universal Installerを起動します。

1. Oracleユーザーとしてログインします。

2. CD-ROMのマウント・ポイント・ディレクトリへ移動します。

cd cdrom_mount_point_directory

3. ./runInstallerと入力し、Installerを起動します。

Installerが起動すると、「Welcome」ウィンドウが表示されます。

4. 「Next」をクリックします。 

「File Locations」ウィンドウが表示されます。 「Source」フィールドのテキストは変更
しないでください。これはインストール用のファイルの位置を示しています。

注意注意注意注意 : rootユーザーでユーザーでユーザーでユーザーで Installerを実行しないでください。を実行しないでください。を実行しないでください。を実行しないでください。

注意注意注意注意 : Oracle Universal Installerは、Oracle製品の非問合せインストール
を実行できます。また、オプションで、スクリーンへの表示を行わないサ
イレント・モードに構成することもできます。Installerの詳細は、3-35
ページの「非問合せモード（サイレント・モード）でのインストールおよ
び構成」を参照してください。

警告警告警告警告 : Oracle Universal Installerは、自動的には、自動的には、自動的には、自動的に Java Runtime 
Environment（（（（JRE）の）の）の）の Oracleバージョンをインストールします。バージョンをインストールします。バージョンをインストールします。バージョンをインストールします。 このこのこのこの
バージョンは、バージョンは、バージョンは、バージョンは、Oracle Universal InstallerまたはまたはまたはまたはOracle Assistantを実行を実行を実行を実行
するときに必要です。するときに必要です。するときに必要です。するときに必要です。 オラクル社カスタマ・サポート・センターによってオラクル社カスタマ・サポート・センターによってオラクル社カスタマ・サポート・センターによってオラクル社カスタマ・サポート・センターによって
提供されるパッチ以外では、この提供されるパッチ以外では、この提供されるパッチ以外では、この提供されるパッチ以外では、この JREを変更しないでください。を変更しないでください。を変更しないでください。を変更しないでください。
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5. 「Destination」フィールドに、Oracle8i製品をインストールする ORACLE_HOMEディ
レクトリのパスを入力します。Installerを起動する前に環境変数 ORACLE_HOMEを設
定していた場合は、その設定がデフォルトの位置になります。

選択した宛先ディレクトリに Oracle8i リリース 8.1.5またはリリース 8.1.6のソフトウェ
アが存在する場合、古いバージョンのソフトウェアはリリース 8.1.7にアップグレード
されます。リリース 8.1.7製品を、新しい ORACLE_HOMEにインストールすることを
お薦めします。

6. 「Next」をクリックします。 

現在のシステムに初めて Oracle8i製品をインストールする場合は、「UNIX Group 
Name」ウィンドウが表示されます。それ以外の場合は、手順 8に進んでください。

「UNIX Group Name」フィールドで、ご使用のシステムの Oracleソフトウェアを更新
する権限を与えるグループを指定します。 通常、このグループは 2-7ページの「Oracle 
Universal Installer Inventory用の UNIXグループを作成する」で作成した oinstall
グループになります。

7. 「Next」をクリックします。 

/var/opt/oracle/ディレクトリが存在しない場合、または Oracleユーザーからの書
込みが許可されていない場合、別の端末ウィンドウで rootユーザーとして
/tmp/OraInstall/orainstRoot.shを実行するために Installerウィンドウにプロ
ンプトが表示されます。これを実行した後、「Retry」をクリックしてインストールを続
行します。

注意注意注意注意 : 8.1.xより前のリリースで作成したより前のリリースで作成したより前のリリースで作成したより前のリリースで作成した ORACLE_HOMEがあがあがあがあ
る場合は、デフォルトのインストール位置とは別の位置を指定しる場合は、デフォルトのインストール位置とは別の位置を指定しる場合は、デフォルトのインストール位置とは別の位置を指定しる場合は、デフォルトのインストール位置とは別の位置を指定し
てください。てください。てください。てください。

すでにすでにすでにすでに Oracleクライアント・ソフトウェアが存在するクライアント・ソフトウェアが存在するクライアント・ソフトウェアが存在するクライアント・ソフトウェアが存在する
ORACLE_HOMEにににに Oracle8iをインストールする場合、リスナーをインストールする場合、リスナーをインストールする場合、リスナーをインストールする場合、リスナー
は作成されません。は作成されません。は作成されません。は作成されません。 リスナーを作成するには、別のリスナーを作成するには、別のリスナーを作成するには、別のリスナーを作成するには、別の
ORACLE_HOMEにににに Oracle8iをインストールしてください。をインストールしてください。をインストールしてください。をインストールしてください。

注意注意注意注意 :  Installerウィンドウ orainstRoot.sh は、インストール前のタ
スクが終了してない場合のみ表示されます。 orainstRoot.shスクリプ
トを実行した場合、Oracleが書込み権限を持っていることを保証するため
に、oraInventoryファイルおよび Oracleが使用するその他のファイル
が ORACLE_HOMEに書き込まれます。 この構成は、ご使用のシステムお
よびニーズに適していない場合もあります。 第 2章「インストール前の作
業」で説明した手順を完了することをお薦めします。
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8. 「Available Products」ウィンドウが表示されます。 インストールする Oracle8iインス
トール・カテゴリを選択し、「Next」をクリックします。選択したインストール・カテ
ゴリに基づいて、次のいずれかの項へ進んでください。 

Oracle8i Enterprise Editionのインストールのインストールのインストールのインストール

「Available Products」ウィンドウから Oracle8i Enterprise Editionを選択すると、
「Installation Types」ウィンドウが表示されます。 

1. いずれかのインストール・タイプを選択して、「Next」をクリックします。

2. 手順 1での選択に基づいて、次のいずれかの項に進んでください。

選択したインストール・タイプ選択したインストール・タイプ選択したインストール・タイプ選択したインストール・タイプ 参照する項参照する項参照する項参照する項

Oracle8i Enterprise Edition 3-5ページの「Oracle8i Enterprise Editionのイン
ストール」

Oracle8i Client 3-14ページの「Oracle8i Clientのインストール」

Oracle8i Management and Integration 3-18ページの「Oracle8i Management and 
Integrationのインストール」

参照参照参照参照 :  各インストール・タイプでインストールされる製品については、
付録 A「Oracle8i 製品」の対応する項を参照してください。

各カテゴリについては、1-2ページの「製品のインストール・カテゴリお
よびインストール・タイプ」を参照してください。

選択したインストール・タイプ選択したインストール・タイプ選択したインストール・タイプ選択したインストール・タイプ 参照する項参照する項参照する項参照する項

Typical 3-6ページの「Oracle8i Enterprise Editionの
Typicalインストール」

Minimal 3-9ページの「Oracle8i Enterprise Editionの
Minimalインストール」

Custom 3-12ページの「Oracle8i Enterprise Editionの
Customインストール」
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Oracle8i Enterprise Editionのののの Typicalインストールインストールインストールインストール
1. Oracleユーザーが 2-6ページの「データベース管理者用の UNIXグループを作成する」
で作成した dba グループのメンバーでない場合、または OSDBAグループとして dba
以外の名前の UNIXグループがある場合は、「Privileged Operating System Groups」
ウィンドウが表示されます。 OSDBAグループになる UNIXグループ名を入力します。
別の UNIXグループが OSOPERグループになっている場合も、同様にこのウィンドウ
上で指定します。

2. 「Next」をクリックします。 

3. Oracle Universal Installerが初期のバージョンの Oracleデータベースを検出した場合、
Oracle Data Migration Assistantを使用してデータベースのアップグレードを行うかど
うかを確認するプロンプトが表示されます。 「Upgrade or Migrate an Existing 
Database」チェック・ボックスをチェックすると、インストールの終了後すぐに Oracle 
Data Migration Assistantが起動され、ご使用のデータベースが Oracle8i リリース 8.1.7
データベースに移行されます。

データベースを移行する場合は、手順 8に進んでください。

4. 「Next」をクリックします。

5. 「Global Database Name」フィールドおよび「SID」フィールドに、次のように入力しま
す。 

注意注意注意注意 : このインストール・タイプで、このインストール・タイプで、このインストール・タイプで、このインストール・タイプで、Oracle Internet Directoryとともにとともにとともにとともに
使用するために構成された使用するために構成された使用するために構成された使用するために構成された Oracle8iデータベースはアップグレードしないデータベースはアップグレードしないデータベースはアップグレードしないデータベースはアップグレードしない
でください。でください。でください。でください。Oracle8iデータベースおよびデータベースおよびデータベースおよびデータベースおよび Oracle Internet Directoryのののの
アップグレードは、アップグレードは、アップグレードは、アップグレードは、3-21ページページページページのののの「「「「Oracle Internet Directoryのインスのインスのインスのインス
トール」トール」トール」トール」にある手順で行ってください。にある手順で行ってください。にある手順で行ってください。にある手順で行ってください。

フィールド名フィールド名フィールド名フィールド名 入力内容入力内容入力内容入力内容

Global Database Name ご使用のネットワーク・ドメインで、一意に他のデータベースと区
別できるデータベース名を、フルネームで入力します。たとえば、
次のように入力します。

sales.acme.com

salesはデータベースの名前、acme.comはそのデータベースが位
置するネットワーク・ドメインです。

SID ご使用のシステムで、一意に他のデータベースと区別できるデータ
ベース・インスタンス名を入力します。 SIDフィールドのデフォルト
は、「Global Database Name」で指定した名前のデータベース名の先
頭 8文字またはピリオドまでの部分（前述の例では sales）になり
ます。デフォルトを受け入れるか、または値を変更します。
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6. 「Next」をクリックします。

「Database File Location」ウィンドウが表示されます。

7. 「Directory for Database Files」フィールドに、データベース・ファイルのマウント・ポ
イントのパスを入力します。 「Browse...」ボタンを使用して、マウント・ポイントのパ
スを参照することもできます。

8. 「Next」をクリックします。

「Summary」ウィンドウが表示されます。

9. 情報を参照して、十分なディスク領域があることを確認したうえで、「Install」をクリッ
クします。 

10.「Install」ウィンドウが表示されます。 プロンプトが表示されたら、root.shスクリプ
トを実行します。 

Installerは、ORACLE_HOMEディレクトリに root.shスクリプトを作成し、Oracle
製品のインストールの終了時にスクリプトを実行するように求めるプロンプトを表示し
ます。 rootユーザーとしてログインしてそのスクリプトを実行すると、Oracle製品に
必要なファイル権限が設定され、他の root関連の構成アクティビティが実行されま
す。 

# cd $ORACLE_HOME
# ./root.sh

Oracle Parallel Serverをインストールした場合、クラスタ内のすべてのノードで
root.shスクリプトを実行する必要があります。

root.shスクリプトは、アクションを実行する前に環境を確認するプロンプトを表示
します。 環境をリセットする場合は、root.shスクリプトを終了してください。Oracle 
Universal Installerを再起動する必要はありません。root.shが正常に実行された後、
警告ウィンドウで「OK」ボタンをクリックし、インストールを続行します。 

インストールした製品に応じて、root.shの進行状況を知らせるメッセージが表示さ
れます。また、ユーザー名を入力するプロンプトおよびその他の指示を示すプロンプト
が表示される場合もあります。 

root.shスクリプトによって、ローカル binディレクトリを指定するように要求され
ます。このディレクトリが存在していない場合は、root.shがディレクトリを作成し
ます。

11. これまでの選択に基づいて、インストールの終わりに「Configuration Tools」ウィンド
ウが表示されます。 

注意注意注意注意 : データベース・ファイルおよび Oracleソフトウェア・ファイル
は、別々のディスクにインストールすることをお薦めします。
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Configuration Assistantによって、データベースおよびネットワーク環境の作成および
構成が容易になります。

選択した製品のインストールを Configuration Assistantが正常に行わなかった場合は、
「Configuration Tools」ウィンドウに Configuration Assistantの実行結果が表示されま
す。 インストールが正常に行われた場合は、「End of Installation」ウィンドウが表示さ
れます。 正常に行われなかった原因を修正した後、「Retry」をクリックして、再度イン
ストールを行うか、「Next」をクリックしてインストールを続行します。

12.「Exit」をクリックして Oracle Universal Installerを終了するか、「Next Install」をク
リックして追加製品をインストールします。 「Next Install」を選択すると、Oracle 
Universal Installerの「File Locations」ウィンドウが表示されます。

表表表表 3-1 Configuration Assistant

Assistant 起動起動起動起動 操作操作操作操作

Net8 Configuration 
Assistant

すべての場合に起動されます。 自動的に Net8 Serverのネット
ワーク・ソフトウェアを構成し
ます。 実行される構成処理につ
いては、2-20ページの「Net8構
成の理解」を参照してくださ
い。

Apache Web Server 
Configuration Assistant

すべての場合に起動されます。 ポート 7777で非 SSLモードで
HTTPリスナーを起動します。

Oracle Database 
Configuration Assistant

手順 1で、既存のインスタン
スのアップグレードまたは移
行を選択しなかった場合に起
動されます。

自動的に Oracle8i リリース 8.1.7
のデータベースを作成します。
詳細は、2-24ページの「データ
ベース環境の識別」を参照して
ください。

Oracle Database 
Migration Assistant

手順 3で、アップグレードま
たは移行を選択した場合に起
動されます。

選択したデータベースを、
Oracle8i リリース 8.1.7に移行ま
たはアップグレードします。

参照参照参照参照 : インストール・セッションのログ・ファイルの要約については、
「インストール・セッションのログの確認」を参照してください。
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Oracle8i Enterprise Editionのののの Minimalインストールインストールインストールインストール
1. Oracleユーザーが 2-6ページの「データベース管理者用の UNIXグループを作成する」
で作成した dba グループのメンバーでない場合、または OSDBAグループとして dba
以外の名前の UNIXグループがある場合は、「Privileged Operating System Groups」
ウィンドウが表示されます。 OSDBAグループになる UNIXグループ名を入力します。
別の UNIXグループが OSOPERグループになっている場合も、同様にこのウィンドウ
上で指定します。

2. 「Next」をクリックします。

3. Oracle Universal Installerが初期のバージョンの Oracleデータベースを検出した場合、
Oracle Data Migration Assistantを使用してデータベースのアップグレードを行うかど
うかを確認するプロンプトが表示されます。 「Upgrade or Migrate an Existing 
Database」チェック・ボックスをチェックすると、インストールの終了後すぐに Oracle 
Data Migration Assistantが起動され、ご使用のデータベースが Oracle8i リリース 8.1.7
データベースに移行されます。

データベースを移行する場合は、手順 9に進んでください。

4. 「Next」をクリックします。

「Select Starter Database」ウィンドウが表示されます。 

5. 「Yes」を選択すると、Oracle8iデータベースがインストールされます。 「No」を選択す
ると、すべてのサーバー製品をインストールしますが、新しいデータベースは作成され
ません。 後で、手動で Oracle Database Configuration Assistantを起動するか、または
SQLスクリプトを使用してデータベースを作成することができます。

「Database Identification」ウィンドウが表示されます。

6. 「Global Database Name」フィールドおよび「SID」フィールドに、次のように入力しま
す。 

フィールド名フィールド名フィールド名フィールド名 入力内容入力内容入力内容入力内容

Global Database Name ご使用のネットワーク・ドメインで、一意に他のデータベースと区別で
きるデータベース名を、フルネームで入力します。たとえば、次のよう
に入力します。

sales.acme.com

salesはデータベースの名前、acme.comはそのデータベースが位置
するネットワーク・ドメインです。

SID ご使用のシステムで、一意に他のデータベースと区別できるデータベー
ス・インスタンス名を入力します。 SIDフィールドのデフォルトは、
「Global Database Name」で指定した名前のデータベース名の先頭 8文
字またはピリオドまでの部分（前述の例では sales）になります。デ
フォルトを受け入れるか、または値を変更します。
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7. 「Next」をクリックします。 

「Database File Location」ウィンドウが表示されます。

8. 「Directory for Database Files」フィールドに、データベース・ファイルのマウント・ポ
イントのパスを入力します。 「Browse...」ボタンを使用して、マウント・ポイントのパ
スを参照することもできます。

9. 「Next」をクリックします。

「Summary」ウィンドウが表示されます。

10. 情報を参照して、十分なディスク領域があることを確認したうえで、「Install」をクリッ
クします。 

11.「Install」ウィンドウが表示されます。 プロンプトが表示されたら、root.shスクリプ
トを実行します。 

Installerは、ORACLE_HOMEディレクトリに root.shスクリプトを作成し、Oracle
製品のインストールの終了時にスクリプトを実行するように求めるプロンプトを表示し
ます。 rootユーザーとしてログインしてそのスクリプトを実行すると、Oracle製品に
必要なファイル権限が設定され、他の root関連の構成アクティビティが実行されま
す。 

# cd $ORACLE_HOME
# ./root.sh

Oracle Parallel Serverをインストールした場合、クラスタ内のすべてのノードで
root.shスクリプトを実行する必要があります。

root.shスクリプトは、アクションを実行する前に環境を確認するプロンプトを表示
します。 環境をリセットする場合は、root.shスクリプトを終了してください。Oracle 
Universal Installerを再起動する必要はありません。root.shが正常に実行された後、
警告ウィンドウで「OK」ボタンをクリックし、インストールを続行します。 

インストールした製品に応じて、root.shの進行状況を知らせるメッセージが表示さ
れます。また、ユーザー名を入力するプロンプトおよびその他の指示を示すプロンプト
が表示される場合もあります。 

root.shスクリプトによって、ローカル binディレクトリを指定するように要求され
ます。このディレクトリが存在していない場合は、root.shがディレクトリを作成し
ます。

12. これまでの選択に基づいて、インストールの終わりに「Configuration Tools」ウィンド
ウが表示されます。 

Configuration Assistantによって、データベースおよびネットワーク環境の作成および
構成が簡単になります。
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選択した製品のインストールを Configuration Assistantが正常に行わなかった場合は、
「Configuration Tools」ウィンドウに Configuration Assistantの実行結果が表示されま
す。 インストールが正常に行われた場合は、「End of Installation」ウィンドウが表示さ
れます。 正常に行われなかった原因を修正した後、「Retry」をクリックして、再度イン
ストールを行うか、「Next」をクリックしてインストールを続行します。

13.「Exit」をクリックして Oracle Universal Installerを終了するか、「Next Install」をク
リックして追加製品をインストールします。 「Next Install」を選択すると、Oracle 
Universal Installerの「File Locations」ウィンドウが表示されます。

表表表表 3-2 Configuration Assistant

Assistant 起動起動起動起動 操作操作操作操作

Net8 Configuration 
Assistant

ネットワーク構成を必要とす
る製品を選択した場合に起動
されます。

自動的に Net8 Serverのネット
ワーク・ソフトウェアを構成し
ます。 実行される構成処理につ
いては、2-20ページの「Net8構
成の理解」を参照してくださ
い。

Apache Web Server 
Configuration Assistant

製品選択画面で Oracle HTTP 
Serverを選択した場合に起動
されます。

ポート 7777で非 SSLモードで
HTTPリスナーを起動します。

Oracle Database 
Configuration Assistant

次の場合に起動されます。

� Oracle8iデータベースを
インストールするプロン
プトで「Yes」を選択した
場合

� 手順 1で、アップグレー
ドまたは移行を選択しな
かった場合

自動的に Oracle8i リリース 8.1.7
のデータベースを作成します。
詳細は、2-24ページの「データ
ベース環境の識別」を参照して
ください。

Oracle Database 
Migration Assistant

プロンプトでアップグレード
または移行を選択した場合に
起動されます。

選択したデータベースを、
Oracle8i リリース 8.1.7にアップ
グレードまたは移行します。

参照参照参照参照 : インストール・セッションのログ・ファイルの要約については、
「インストール・セッションのログの確認」を参照してください。
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Oracle8i Enterprise Editionのののの Customインストールインストールインストールインストール
「Available Products」ウィンドウが表示されます。 インストール可能なすべての製品が表示
されます。 通常の Cutomインストール構成がデフォルトで表示されます。

1. インストールする製品を選択（またはインストールしない製品の選択を解除）し、
「Next」をクリックします。

2. プロンプトが表示された場合は応答します。

「Summary」ウィンドウが表示されます。 

選択した製品をインストールするためのディスク領域が十分でない場合は、Installerに
よって通知されます。 必要に応じて、製品の選択を解除し、システムに適した構成を選
択します。 必要ない場合は、「Install」をクリックします。 

3. 「Install」ウィンドウが表示されます。 プロンプトが表示されたら、root.shスクリプ
トを実行します。 

Installerは、ORACLE_HOMEディレクトリに root.shスクリプトを作成し、Oracle
製品のインストールの終了時にスクリプトを実行するように求めるプロンプトを表示し
ます。 rootユーザーとしてログインしてそのスクリプトを実行すると、Oracle製品に
必要なファイル権限が設定され、他の root関連の構成アクティビティが実行されま
す。 

# cd $ORACLE_HOME
# ./root.sh

Oracle Parallel Serverをインストールした場合、クラスタ内のすべてのノードで
root.shスクリプトを実行する必要があります。

root.shスクリプトは、アクションを実行する前に環境を確認するプロンプトを表示
します。 環境をリセットする場合は、root.shスクリプトを終了してください。Oracle 
Universal Installerを再起動する必要はありません。root.shが正常に実行された後、
警告ウィンドウで「OK」ボタンをクリックし、インストールを続行します。 

インストールした製品に応じて、root.shの進行状況を知らせるメッセージが表示さ
れます。また、ユーザー名を入力するプロンプトおよびその他の指示を示すプロンプト
が表示される場合もあります。 

root.shスクリプトによって、ローカル binディレクトリを指定するように要求され
ます。このディレクトリが存在していない場合は、root.shがディレクトリを作成し
ます。

4. これまでの選択に基づいて、インストールの終わりに「Configuration Tools」ウィンド
ウが表示されます。

Configuration Assistantによって、データベースおよびネットワーク環境の作成および
構成が簡単になります。
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表表表表 3-3 Configuration Assistant

Assistant 起動起動起動起動 操作操作操作操作

Net8 Configuration 
Assistant

ネットワーク構成を必要とす
る製品を選択した場合に起動
されます。

自動的に Net8 Serverのネット
ワーク・ソフトウェアを構成し
ます。 実行される構成処理につ
いては、2-20ページの「Net8構
成の理解」を参照してくださ
い。

Apache Web Server 
Configuration Assistant

製品選択画面で Oracle HTTP 
Serverを選択した場合に起動
されます。

ポート 7777で非 SSLモードで
HTTPリスナーを起動します。

Oracle Database 
Configuration Assistant

次のすべての条件を満たす場
合に起動されます。

� 製品選択画面で Oracle8i 
Serverを選択した場合

� プロンプトでアップグ
レードまたは移行を選択
しなかった場合

� Oracle8iデータベースを
インストールするプロン
プトで「Yes」を選択した
場合

自動的に Oracle8i リリース 8.1.7
のデータベースを作成します。
詳細は、2-24ページの「データ
ベース環境の識別」を参照して
ください。

Oracle Database 
Migration Assistant

プロンプトでアップグレード
または移行を選択した場合に
起動されます。

選択したデータベースを、
Oracle8i リリース 8.1.7にアップ
グレードまたは移行します。

Oracle Enterprise 
Manager Configuration 
Assistant

製品選択画面で、Oracle 
Management Serverのインス
トールを選択した場合に起動
されます。

既存のリリース 2.2のリポジト
リの使用を許可するか、または
新しい Enterprise Managerリポ
ジトリを構成します。 
Configuration Assistantの使用
方法については、3-18ページの
「Oracle Management Serverの
インストール」または『Oracle 
Enterprise Manager構成ガイ
ド』を参照してください。
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選択した製品のインストールを Configuration Assistantが正常に行わなかった場合は、
「Configuration Tools」ウィンドウに Configuration Assistantの実行結果が表示されま
す。 インストールが正常に行われた場合は、「End of Installation」ウィンドウが表示さ
れます。 正常に行われなかった原因を修正した後、「Retry」をクリックして、再度イン
ストールを行うか、「Next」をクリックしてインストールを続行します。

5. 「Exit」をクリックして Oracle Universal Installerを終了するか、「Next Install」をク
リックして追加製品をインストールします。 「Next Install」を選択すると Oracle 
Universal Installerの「File Locations」ウィンドウが表示されます。

Oracle8i Clientのインストールのインストールのインストールのインストール

「Available Products」ウィンドウから Oracle8i Clientを選択すると、「Installation Types」
ウィンドウが表示されます。

1. Oracle Clientのインストール・タイプを選択し、「Next」ボタンをクリックします。 

2. 手順 1での選択に基づいて、次のいずれかの項に進んでください。

注意注意注意注意 : Oracle8i Enterprise Editionがすでにインストールされている既存
の ORACLE_HOMEに Oracle Advanced Securityを Customインストー
ルする場合は、Oracle Partitioningなどの他の製品オプションとは別に
Oracle Advanced Securityをインストールする必要があります。 Oracle 
Advanced Securityをその他の製品と別にインストールしなかった場合、
インストールは正常に行われません。

参照参照参照参照 : インストール・セッションのログ・ファイルの要約については、
「インストール・セッションのログの確認」を参照してください。

注意注意注意注意 :  各インストール・タイプでインストールされる製品については、
付録 A「Oracle8i 製品」の対応する項を参照してください。

選択したインストール・タイプ選択したインストール・タイプ選択したインストール・タイプ選択したインストール・タイプ 参照する項参照する項参照する項参照する項

Administrator、Programmerまたは
Application User

3-15ページの「Oracle8i Clientの 
Administrator、Programmerまたは
Application Userインストール」

Custom 3-16ページの「Oracle8i Clientの Customイン
ストール」
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Oracle8i Clientのののの Administrator、、、、Programmerまたはまたはまたはまたは Application Userインインインイン
ストールストールストールストール
1. 「Administrator」、「Programmer」または「Application User」を選択し、「Next」をク

リックします。 

「Summary」ウィンドウが表示されます。

2. 情報を参照して、十分なディスク領域があることを確認します。インストールが始まる
と、製品または領域割当ての変更はできなくなります。

3. 「Install」をクリックします。選択した製品がインストールされるまで待ちます。 

4. 「Install」ウィンドウが表示されます。 プロンプトが表示されたら、root.shスクリプ
トを実行します。 

Installerは、ORACLE_HOMEディレクトリに root.shスクリプトを作成し、Oracle
製品のインストールの終了時にスクリプトを実行するように求めるプロンプトを表示し
ます。 rootユーザーとしてログインしてそのスクリプトを実行すると、Oracle製品に
必要なファイル権限が設定され、他の root関連の構成アクティビティが実行されま
す。 

# cd $ORACLE_HOME
# ./root.sh

root.shスクリプトは、アクションを実行する前に環境を確認するプロンプトを表示
します。 環境をリセットする場合は、root.shスクリプトを終了してください。Oracle 
Universal Installerを再起動する必要はありません。root.shが正常に実行された後、
警告ウィンドウで「OK」ボタンをクリックし、インストールを続行します。 

インストールした製品に応じて、root.shの進行状況を知らせるメッセージが表示さ
れます。また、ユーザー名を入力するプロンプトおよびその他の指示を示すプロンプト
が表示される場合もあります。 

root.shスクリプトによって、ローカル binディレクトリを指定するように要求され
ます。このディレクトリが存在していない場合は、root.shがディレクトリを作成し
ます。

5. これまでの選択に基づいて、インストールの終わりに「Configuration Tools」ウィンド
ウが表示されます。
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6. 「End of Installation」ウィンドウが表示されます。 

7. 「Exit」をクリックして Oracle Universal Installerを終了するか、「Next Install」をク
リックして追加製品をインストールします。 「Next Install」を選択すると、Oracle 
Universal Installerの「File Locations」ウィンドウが表示されます。

Oracle8i Clientのののの Custom インストールインストールインストールインストール
1. 「Client Custom」を選択し、「Next」をクリックします。

2. 「Available Products」ウィンドウに、インストール可能なすべての製品が表示されま
す。

3. インストールする製品を選択（またはインストールしない製品の選択を解除）し、
「Next」をクリックします。

4. プロンプトが表示された場合は応答します。

「Summary」ウィンドウが表示されます。

5. 情報を参照して、十分なディスク領域があることを確認したうえで、「Install」をクリッ
クします。 

6. 「Install」ウィンドウが表示されます。 プロンプトが表示されたら、root.shスクリプ
トを実行します。

Installerは、ORACLE_HOMEディレクトリに root.shスクリプトを作成し、Oracle
製品のインストールの終了時にスクリプトを実行するように求めるプロンプトを表示し
ます。 rootユーザーとしてログインしてそのスクリプトを実行すると、Oracle製品に
必要なファイル権限が設定され、他の root関連の構成アクティビティが実行されま
す。 

# cd $ORACLE_HOME
# ./root.sh

表表表表 3-4 Configuration Assistant

Assistant 起動起動起動起動 操作操作操作操作

Net8 Configuration 
Assistant

ネットワーク構成を必要とす
る製品を選択した場合に起動
されます。

自動的に Net8 Serverのネット
ワーク・ソフトウェアを構成し
ます。 実行される構成処理につ
いては、2-20ページの「Net8構
成の理解」を参照してくださ
い。

参照参照参照参照 : インストール・セッションのログ・ファイルの要約については、
「インストール・セッションのログの確認」を参照してください。
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root.shスクリプトは、アクションを実行する前に環境を確認するプロンプトを表示
します。 環境をリセットする場合は、root.shスクリプトを終了してください。Oracle 
Universal Installerを再起動する必要はありません。root.shが正常に実行された後、
警告ウィンドウで「OK」ボタンをクリックし、インストールを続行します。 

インストールした製品に応じて、root.shの進行状況を知らせるメッセージが表示さ
れます。また、ユーザー名を入力するプロンプトおよびその他の指示を示すプロンプト
が表示される場合もあります。 

7. root.shスクリプトによって、ローカル binディレクトリを指定するように要求され
ます。このディレクトリが存在していない場合は、root.shがディレクトリを作成し
ます。

8. これまでの選択に基づいて、インストールの終わりに「Configuration Tools」ウィンド
ウが表示されます。

9. 「End of Installation」ウィンドウが表示されます。 

10.「Exit」をクリックして Oracle Universal Installerを終了するか、「Next Install」をク
リックして追加製品をインストールします。 「Next Install」を選択すると、Oracle 
Universal Installerの「File Locations」ウィンドウが表示されます。

表表表表 3-5 Configuration Assistant

Assistant 起動起動起動起動 操作操作操作操作

Net8 Configuration 
Assistant

ネットワーク構成を必要とす
る製品を選択した場合に起動
されます。

自動的に Net8 Serverのネット
ワーク・ソフトウェアを構成し
ます。 実行される構成処理につ
いては、2-20ページの「Net8構
成の理解」を参照してくださ
い。

参照参照参照参照 : インストール・セッションのログ・ファイルの要約については、
「インストール・セッションのログの確認」を参照してください。
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Oracle8i Management and Integrationのインストールのインストールのインストールのインストール

「Installation Types」ウィンドウが表示されます。

1. インストール・タイプを選択し、「Next」をクリックします。 

2. 手順 1での選択に基づいて、次のいずれかの項に進んでください。

Oracle Management Serverのインストールのインストールのインストールのインストール
「Oracle Management Server Repository」ウィンドウが表示されます。

1. Oracle Management Serverで使用するリポジトリを選択します。

「Summary」ウィンドウが表示されます。

2. 情報を参照して、十分なディスク領域があることを確認します。 インストールが始まる
と、製品または領域割当ての変更はできなくなります。

注意注意注意注意 :  各インストール・タイプでインストールされる製品については、
付録 A「Oracle8i 製品」を参照してください。

選択したインストール・タイプ選択したインストール・タイプ選択したインストール・タイプ選択したインストール・タイプ 参照する項参照する項参照する項参照する項

Oracle Management Server 3-18ページの「Oracle Management Serverのインス
トール」

Oracle Internet Directory 3-21ページの「Oracle Internet Directoryのインス
トール」

Oracle Integration Server 3-25ページの「Oracle Integration Serverのインス
トール」

Custom 3-29ページの「Oracle8i Management and Integration
の Customインストール」

タイプタイプタイプタイプ 適用される状況適用される状況適用される状況適用される状況

Existing Repository 管理する環境にすでにリリース 2.2のリポジトリが作成および
構成されていて、管理サーバーを既存のリリース 2.2のリポジ
トリと共有する場合、または既存のリポジトリを以前のリリー
ス 2.xからアップグレードまたは移行する場合に選択します。

New Repository 管理する環境にリリース 2.2のリポジトリが作成および構成さ
れていないか、既存のリリース 1.xのリポジトリを移行する場
合に選択します。
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3. 「Install」ウィンドウが表示されます。 root.sh スクリプトを実行します。

Installerは、ORACLE_HOMEディレクトリに root.shスクリプトを作成し、Oracle
製品のインストールの終了時にスクリプトを実行するように求めるプロンプトを表示し
ます。 rootユーザーとしてログインしてそのスクリプトを実行すると、Oracle製品に
必要なファイル権限が設定され、他の root関連の構成アクティビティが実行されま
す。 

# cd $ORACLE_HOME
# ./root.sh

root.shスクリプトは、アクションを実行する前に環境を確認するプロンプトを表示
します。 環境をリセットする場合は、root.shスクリプトを終了してください。Oracle 
Universal Installerを再起動する必要はありません。root.shが正常に実行された後、
警告ウィンドウで「OK」ボタンをクリックし、インストールを続行します。 

インストールした製品に応じて、root.shの進行状況を知らせるメッセージが表示さ
れます。また、ユーザー名を入力するプロンプトおよびその他の指示を示すプロンプト
が表示される場合もあります。 

root.shスクリプトによって、ローカル binディレクトリを指定するように要求され
ます。このディレクトリが存在していない場合は、root.shがディレクトリを作成し
ます。

4. 「Install」をクリックします。選択した製品がインストールされるまで待ちます。 

インストールの最後に Oracle Enterprise Manager Configuration Assistantが起動されま
す。

5. 選択に基づいて、Oracle Enterprise Manager Configuration Assistant（EMCA）に応答
します。
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6. Enterprise Manager Configuration Assistantを使用する場合は、「Close」をクリックし
て終了します。 それ以外の場合は、手順 7に進んでください。

選択したインストール・選択したインストール・選択したインストール・選択したインストール・
タイプタイプタイプタイプ

 指定する事項指定する事項指定する事項指定する事項

Existing Repository 次のリポジトリ接続情報を指定します。

� 既存のリポジトリのデータベース・ユーザー名およびパスワー
ドを指定します。

� 既存のリポジトリを含むデータベース・サービスを、次のよう
に指定します。

hostname:port_number:SID

� 新規リポジトリの接続情報を確認します。

既存のリポジトリがリリース 1.xの場合、リリース 2.2のリポジトリ
が存在しないと移行できません。 次の操作を行ってください。

1. EMCAを終了します。

2. Installerを終了します。

3. スタンドアロンの EMCAを起動します。

4. 新しいリリース 2.2のリポジトリを作成します。

5. EMCAを起動します。

6. 「new repository」を選択して新しいリポジトリを作成した後、
終了します。

これで、EMCAを使用してリリース 1.xのリポジトリを新しいリ
リース 2.2のリポジトリに移行できます。 リポジトリの移行について
は、『Oracle Enterprise Manager構成ガイド』を参照してください。

New Repository 新規リポジトリを作成するデータベースに関する次の情報を入力し
ます。

� （DBA権限のある）ユーザー名およびパスワード

� 新しいリポジトリを含むデータベース・サービスを、次のよう
に指定します。

hostname:port_number:SID

別のウィンドウが表示されて、選択したデータベースにリポジトリ
を作成できます。詳細は、『Oracle Enterprise Manager構成ガイド』
を参照してください。

注意注意注意注意 : 通常、データベースが使用するポート番号のデフォルトは 1521で
す。
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7. 「End of Installation」ウィンドウが表示されます。 

8. 「Exit」をクリックして Oracle Universal Installerを終了するか、「Next Install」をク
リックして追加製品をインストールします。 「Next Install」を選択すると、Oracle 
Universal Installerの「File Locations」ウィンドウが表示されます。

Oracle Internet Directoryのインストールのインストールのインストールのインストール
Oracle8iリリース 8.1.7のデータベースがまだインストールされていない場合、Oracle 
Universal Installerは自動的に Oracle Internet Directoryがインストールされている
ORACLE_HOMEにデータベースをインストールします。 

Oracle Universal Installerが、Oracle Internet Directoryがインストールされている
ORACLE_HOMEで既存の Oracle8iを検出した場合には、データベースのインストールは行
いません。 ただし、最適化のため、まだ Oracle8iデータベースが存在しないシステムに
Oracle Internet Directoryをインストールすることをお薦めします。

すでにインストールされている Oracle Internet Directoryおよび Oracle8i Enterprise Edition
をアップグレードする場合、Oracle Internet Directoryがすでに別にインストールされてい
ると、Oracle Internet Directoryのすべてのコンポーネントが確実にアップグレードされる
ように、各プログラムを別々にアップグレードする必要があります。

Oracle Internet Directoryをアップグレードする前に、次のプロセスを終了してください。

� Oracleリスナー・サーバー

� Oracleデータベース・サーバー

� Oracle Internet Directory Server

3-18ページの「Oracle8i Management and Integrationのインストール」の手順 1で Oracle 
Internet Directoryを選択した場合、次のウィンドウが表示されます。

1. 表示されるウィンドウによって、それぞれ次の処理が行われます。

参照参照参照参照 : インストール・セッションのログ・ファイルの要約については、
「インストール・セッションのログの確認」を参照してください。

注意注意注意注意 : すでに Oracle8i リリース 8.1.7のデータベースがインストールされ
ている場合は、このデータベースおよびリスナーが実行中で、パスワード
入力が不要な internalユーザー・アカウントで接続可能なことを確認し
てください。

$ sqlplus internal

パスワード入力のプロンプトが表示される場合は、パスワードなしでログ
インするための internalアカウントの構成方法について、『Oracle8i管
理者ガイド』を参照してください。
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Oracle Internet Directoryの初回インストールの初回インストールの初回インストールの初回インストール
1. インストールしたデータベースを Oracle Internet Directoryで使用する場合は、「Yes」
を選択し「Next」をクリックします。 別のデータベースを Oracle Internet Directoryで
使用する場合は、「No」を選択して「Next」をクリックし、手順 4に進みます。

「Oracle SID」ウィンドウが表示されます。

2. インストールしたデータベースの SIDを入力します。

3. 「Next」をクリックします。 手順 5に進みます。

「Database Identification」ウィンドウが表示されます。

4. 「Global Database Name」フィールドおよび「SID」フィールドに、次のように入力しま
す。

Oracle8iデータベースの状態データベースの状態データベースの状態データベースの状態 処理処理処理処理 参照先参照先参照先参照先

リリース 8.1.7がすでにインス
トールされているが、Oracle 
Internet Directory リリース 2.1
はインストールされていない場
合

「Using an existing instance」ウィ
ンドウが表示され、使用する SID
を入力するプロンプトが表示され
ます。他の Oracle8iデータベース
はインストールされません。

3-22ページの「Oracle 
Internet Directoryの初回
インストール」の手順 1

リリース 8.1.5、8.1.6、8.1.7、
および Oracle Internet 
Directoryリリース 2.0.4、
2.0.6、2.1がインストールされ
ていない場合

「Database Identification」ウィン
ドウが表示され、Oracle Internet 
Directoryリリース 2.1と同じホー
ム・ディレクトリに Oracle8iリ
リース 8.1.7のデータベースが自動
的にインストールされます。

3-22ページの「Oracle 
Internet Directoryの初回
インストール」の手順 3

リリース 8.1.5または 8.1.6およ
び Oracle Internet Directoryリ
リース 2.0.4または 2.0.6がすで
にインストールされている場合

「Upgrade OID」ウィンドウが表
示され、Oracle8iリリース 8.1.7の
データベースおよび Oracle 
Internet Directoryリリース 2.1に
アップグレードするように求める
プロンプトが表示されます。

3-25ページの「Oracle 
Internet Directoryのアッ
プグレード」 

フィールドフィールドフィールドフィールド 入力内容入力内容入力内容入力内容

Global Database Name ご使用のネットワーク・ドメインで、一意に他のデータベースと区
別できるデータベース名を、フルネームで入力します。たとえば、
次のように入力します。

sales.us.acme.com

salesはデータベースの名前、us.acme.comはそのデータベース
が位置するネットワーク・ドメインです。
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「Oracle Internet Directory Database File Location」ウィンドウが表示されます。

5. Oracle Internet Directoryのデータベース・ファイルをインストールするディレクトリの
位置を入力します。データベース・ファイルと Oracleソフトウェアは、別々のドライ
ブにインストールすることをお薦めします。このデータベース・ファイルには、構成中
に Oracle Internet Directory固有の表およびスキーマが作成されます。

6. 「Next」をクリックします。

「Summary」ウィンドウが表示されます。

7. 情報を参照して、十分なディスク領域があることを確認してください。インストールが
始まると、製品または領域割当ての変更はできなくなります。

8. 「Install」をクリックします。選択した製品がインストールされるまで待ちます。 

次の情報は、インストール中に自動的に設定されます。

9. 「Install」ウィンドウが表示されます。 プロンプトが表示されたら、root.shスクリプ
トを実行します。

Installerは、ORACLE_HOMEディレクトリに root.shスクリプトを作成し、Oracle
製品のインストールの終了時にスクリプトを実行するように求めるプロンプトを表示し
ます。 rootユーザーとしてログインしてそのスクリプトを実行すると、Oracle製品に
必要なファイル権限が設定され、他の root関連の構成アクティビティが実行されま
す。 

# cd $ORACLE_HOME
# ./root.sh

SID ご使用のコンピュータで、一意に他のデータベースと区別できる
データベース・インスタンス名を入力します。「SID」フィールドの
デフォルトは、自動的に、「Global Database Name」で指定した名
前のデータベース名の先頭 8文字またはピリオドまでの部分（前述
の例では sales）になります。 デフォルトを受け入れるか、または値
を変更します。

項目項目項目項目 自動設定される内容自動設定される内容自動設定される内容自動設定される内容

OID User Password Encryption Yes

Encryption Schema MD4

OID Size Configuration <10,000 entries

OID Administrator Password welcome

フィールドフィールドフィールドフィールド 入力内容入力内容入力内容入力内容
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root.shスクリプトは、アクションを実行する前に環境を確認するプロンプトを表示
します。 環境をリセットする場合は、root.shスクリプトを終了してください。Oracle 
Universal Installerを再起動する必要はありません。root.shが正常に実行された後、
警告ウィンドウで「OK」ボタンをクリックし、インストールを続行します。 

インストールした製品に応じて、root.shの進行状況を知らせるメッセージが表示さ
れます。また、ユーザー名を入力するプロンプトおよびその他の指示を示すプロンプト
が表示される場合もあります。 

root.shスクリプトによって、ローカル binディレクトリを指定するように要求され
ます。このディレクトリが存在していない場合は、root.shがディレクトリを作成し
ます。

10. インストールの終わりに「Configuration Tools」ウィンドウが表示されます。また、自
動的に次の Assistantが起動され、ネットワークおよび Oracle Internet Directory環境が
作成および構成されます。

11.「End of Installation」ウィンドウが表示されます。 

12.「Exit」をクリックして Oracle Universal Installerを終了するか、「Next Install」をク
リックして追加製品をインストールします。 「Next Install」を選択すると、Oracle 
Universal Installerの「File Locations」ウィンドウが表示されます。

Assistant 起動起動起動起動 構成内容構成内容構成内容構成内容

Net8 Configuration 
Assistant

インストールされて
いない場合に起動さ
れます。

Net8 Serverネットワーク・ソフトウェアを構成
するプロンプトが表示されます。 「Perform 
typical configuration」を選択し、表示される各
ウィンドウで「Next」を選択してすべてのデ
フォルト設定を受け入れます。

参照参照参照参照 :  実行される構成処理については、2-20
ページの「サーバーのネットワーク構成」を参
照してください。

OID Configuration 
Assistant

すべての場合に起動
されます。

Oracle8iデータベースに Oracle Internet 
Directory表領域およびスキーマを作成し、
Oracle Internet Directoryディレクトリ・サー
バーを起動します。

注意注意注意注意 : データベースをインストールする必要があ
る場合は、OID Configuration Assistantで
Oracle Database Configuration Assistantが自動
的に起動され、UTF8キャラクタ・セットを使用
するデータベースが作成されます。
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Oracle Internet Directoryのアップグレードのアップグレードのアップグレードのアップグレード
ご使用のシステムに Oracle Internet Directoryがすでにインストールされている場合は、
「Upgrade OID」ウィンドウが表示されます。

1. 「Yes」を選択すると、Oracle Internet Directoryで使用するために構成された既存の
Oracle8iデータベースがアップグレードされます。

2. 「Next」をクリックします。

「Oracle SID」ウィンドウが表示されます。

3. アップグレードする Oracle8iデータベースのシステム識別子（SID）を入力します。

「OID Password」ウィンドウが表示されます。

4. Oracle Directory Serverユーザーのパスワード（デフォルトは ODS）および Oracle 
Internet Directory管理者のパスワード（デフォルトはWELCOME）を入力します。

5. 「Configuration Tools」ウィンドウが表示されます。また、自動的に次の Assistantが起
動され、Oracle8iデータベースおよび Oracle Internet Directory環境がアップグレード
されます。

Oracle Integration Serverのインストールのインストールのインストールのインストール
通常、Oracle Integration Serverは次のコンポーネントで構成されます。

� Advanced Queueing

� Advanced Replication

� Advanced Security

� Oracle8i JVM（CORBA/ORBをサポート）

� Oracle Message Broker

� Oracle Workflow

� Oracle8i Server 

参照参照参照参照 : インストール・セッションのログ・ファイルの要約については、
「インストール・セッションのログの確認」を参照してください。

Assistant アップグレードする製品アップグレードする製品アップグレードする製品アップグレードする製品

Oracle Data Migration 
Assistant

Oracle8iデータベース・リリース 8.1.5または 8.1.6を 8.1.7にアッ
プグレードします。

OID Upgrade Assistant Oracle Internet Directoryリリース 2.0.4または 2.0.6をリリース 2.1
にアップグレードします。
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� Partitioning 

1. 「Suffix Information」ウィンドウが表示されます。 Oracle Message Brokerがディレクト
リ・エントリで使用する Lightweight Directory Access Protocol（LDAP）のベース・
ネーミング・コンテキストおよび接尾辞情報を入力します。

「LDAP Information」ウィンドウが表示されます。

2. ディレクトリ・サーバー用に選択する LDAPポートおよび LDAPサーバーを入力しま
す。 Oracle Message Brokerをインストールするシステムで、LDAPサーバーが実行また
は常駐している必要はありません。

3. Oracleユーザーが 2-6ページの「データベース管理者用の UNIXグループを作成する」
で作成した dba グループのメンバーでない場合、または OSDBAグループとして dba
以外の名前の UNIXグループがある場合は、「Privileged Operating System Groups」
ウィンドウが表示されます。 OSDBAグループになる UNIXグループ名を入力します。
別の UNIXグループが OSOPERグループになっている場合も、同様にこのウィンドウ
上で指定します。

入力項目入力項目入力項目入力項目 内容内容内容内容

Directory Suffix ディレクトリの完全な接尾辞を入力します。 ディレクトリの
接尾辞を入力する場合は、Oracle Message Brokerが使用し
ている LDAPディレクトリに関するすべての情報を含める
必要があります。 ディレクトリの接尾辞は、Oracle Message 
Brokerが LDAPディレクトリに接続するときに使用する初
期コンテキストの一部として付けられます。 このフィールド
はオプションです。

Country Code Country Codeは、ディレクトリのベース・ネーミング・コ
ンテキストで使用されます。 Country Codeで入力された値
は、初期コンテキストで「c=」を付けて使用されます。 この
フィールドはオプションです。 

Organization Organizationは、ディレクトリのベース・ネーミング・コン
テキストで使用されます。 Organizationで入力された値は、
初期コンテキストで「o=」を付けて使用されます。 この
フィールドはオプションです。

Organizational Unit Name Organization Unitは、ディレクトリのベース・ネーミング・
コンテキストで使用されます。 Organization Unitで入力され
た値は、初期コンテキストで「ou=」を付けて使用されま
す。 このフィールドはオプションです。

注意注意注意注意 : 入力する値は、LDAPディレクトリの編成によって異なります。 
LDAPディレクトリの編成はインストール時に決定します。
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4. 「Next」をクリックします。 

5. Oracle Universal Installerが初期のバージョンの Oracleデータベースを検出したとき
に、データベースをインストールする場合は、Oracle Data Migration Assistantを使用
してデータベースのアップグレードを行うかどうかを確認するプロンプトが表示されま
す。 「Upgrade or Migrate an Existing Database」チェック・ボックスをチェックする
と、インストールの終了後すぐに Oracle Data Migration Assistantが起動され、ご使用
のデータベースが Oracle8i リリース 8.1.7データベースに移行されます。 データベース
を移行する場合は、手順 8に進んでください。

6. 「Next」をクリックします。

Oracle8iデータベースが指定された Oracleホーム・ディレクトリにインストールされて
いない場合は、「Database Identification」ウィンドウが表示されます。

7. 「Global Database Name」フィールドおよび「SID」フィールドに、次のように入力しま
す。

この情報は、インストール後に Oracle Database Configuration Assistantがデータベースを
作成するときに使用されます。

「Database File Location」ウィンドウが表示されます。

注意注意注意注意 : このインストール・タイプで、このインストール・タイプで、このインストール・タイプで、このインストール・タイプで、Oracle Internet Directoryとともにとともにとともにとともに
使用するために構成された使用するために構成された使用するために構成された使用するために構成された Oracle8iデータベースはアップグレードしないデータベースはアップグレードしないデータベースはアップグレードしないデータベースはアップグレードしない
でください。でください。でください。でください。Oracle8iデータベースおよびデータベースおよびデータベースおよびデータベースおよび Oracle Internet Directoryのののの
アップグレードは、アップグレードは、アップグレードは、アップグレードは、3-21ページページページページのののの「「「「Oracle Internet Directoryのインスのインスのインスのインス
トール」トール」トール」トール」にある手順で行ってください。にある手順で行ってください。にある手順で行ってください。にある手順で行ってください。

フィールドフィールドフィールドフィールド 入力内容入力内容入力内容入力内容

Global Database Name ご使用のネットワーク・ドメインで、一意に他のデータベースと区
別できるデータベース名を、フルネームで入力します。たとえば、
次のように入力します。

sales.us.acme.com

salesはデータベースの名前、us.acme.comはそのデータベース
が位置するネットワーク・ドメインです。

SID ご使用のコンピュータで、一意に他のデータベースと区別できる
データベース・インスタンス名を入力します。 SIDフィールドのデ
フォルトは、自動的に、「Global Database Name」で指定した名前の
データベース名の先頭 8文字またはピリオドまでの部分（前述の例
では sales）になります。デフォルトを受け入れるか、または値を変
更します。
インストール 3-27



Oracle Universal Installer
8. 「Directory for Database Files」フィールドに、データベース・ファイルのマウント・ポ
イントのパスを入力します。 「Browse...」ボタンを使用して、マウント・ポイントのパ
スを参照することもできます。

「Next」をクリックします。

「Summary」ウィンドウが表示されます。

9. 情報を参照して、十分なディスク領域があることを確認したうえで、「Install」をクリッ
クします。 

10.「Install」ウィンドウが表示されます。 プロンプトが表示されたら、root.shスクリプ
トを実行します。

Installerは、ORACLE_HOMEディレクトリに root.shスクリプトを作成し、Oracle
製品のインストールの終了時にスクリプトを実行するように求めるプロンプトを表示し
ます。 rootユーザーとしてログインしてそのスクリプトを実行すると、Oracle製品に
必要なファイル権限が設定され、他の root関連の構成アクティビティが実行されま
す。 

# cd $ORACLE_HOME
# ./root.sh

root.shスクリプトは、アクションを実行する前に環境を確認するプロンプトを表示
します。 環境をリセットする場合は、root.shスクリプトを終了してください。Oracle 
Universal Installerを再起動する必要はありません。root.shが正常に実行された後、
警告ウィンドウで「OK」ボタンをクリックし、インストールを続行します。 

インストールした製品に応じて、root.shの進行状況を知らせるメッセージが表示さ
れます。また、ユーザー名を入力するプロンプトおよびその他の指示を示すプロンプト
が表示される場合もあります。 

root.shスクリプトによって、ローカル binディレクトリを指定するように要求され
ます。このディレクトリが存在していない場合は、root.shがディレクトリを作成し
ます。

11. これまでの選択に基づいて、インストールの終わりに「Configuration Tools」ウィンド
ウが表示されます。 また、次の Assistantによって、データベースの作成およびネット
ワーク環境の構成が行われます。 

注意注意注意注意 : データベース・ファイルおよび Oracleソフトウェア・ファイル
は、別々のディスクにインストールすることをお薦めします。
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12.「End of Installation」ウィンドウが表示されます。 

13.「Exit」をクリックして Oracle Universal Installerを終了するか、「Next Install」をク
リックして追加製品をインストールします。 「Next Install」を選択すると、Oracle 
Universal Installerの「File Locations」ウィンドウが表示されます。

Oracle8i Management and Integrationのののの Custom インストールインストールインストールインストール
1. インストールする製品を選択（またはインストールしない製品の選択を解除）し、
「Next」をクリックします。

2. プロンプトが表示された場合は応答します。

「Summary」ウィンドウが表示されます。 

選択した製品をインストールするためのディスク領域が十分でない場合は、Installerに
よって通知されます。 必要に応じて、製品の選択を解除し、システムに適した構成を選
択をします。 必要ない場合は、「Install」をクリックします。 

3. 「Install」ウィンドウが表示されます。 プロンプトが表示されたら、root.shスクリプ
トを実行します。 

Installerは、ORACLE_HOMEディレクトリに root.shスクリプトを作成し、Oracle
製品のインストールの終了時にスクリプトを実行するように求めるプロンプトを表示し
ます。 rootユーザーとしてログインしてそのスクリプトを実行すると、Oracle製品に

Assistant 起動起動起動起動 操作操作操作操作

Net8 Configuration 
Assistant

すべての場合に起動されます。 自動的に Net8 Serverのネット
ワーク・ソフトウェアを構成しま
す。 実行される構成処理について
は、2-20ページの「Net8構成の
理解」を参照してください。

Oracle Database 
Configuration Assistant

手順 5で、既存のインスタンス
のアップグレードを選択しな
かった場合に起動されます。

自動的に Oracle8i リリース 8.1.7
のデータベースを作成します。

Oracle Database 
Migration Assistant

手順 5で、既存のデータベース
のアップグレードまたは移行を
選択しなかった場合に起動され
ます。

選択したデータベースをOracle8i  
リリース 8.1.7にアップグレード
または移行します。

Oracke Workflow Install 手順 5で、既存のデータベース
のアップグレードまたは移行を
選択しなかった場合に起動され
ます。

Oracle8iで Oracle Workflowス
キーマをインストールおよび構成
します。

参照参照参照参照 : インストール・セッションのログ・ファイルの要約については、
「インストール・セッションのログの確認」を参照してください。
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必要なファイル権限が設定され、他の root関連の構成アクティビティが実行されま
す。 

# cd $ORACLE_HOME
# ./root.sh

Oracle Parallel Serverをインストールした場合、クラスタ内のすべてのノードで
root.shスクリプトを実行する必要があります。

root.shスクリプトは、アクションを実行する前に環境を確認するプロンプトを表示
します。 環境をリセットする場合は、root.shスクリプトを終了してください。Oracle 
Universal Installerを再起動する必要はありません。root.shが正常に実行された後、
警告ウィンドウで「OK」ボタンをクリックし、インストールを続行します。 

インストールした製品に応じて、root.shの進行状況を知らせるメッセージが表示さ
れます。また、ユーザー名を入力するプロンプトおよびその他の指示を示すプロンプト
が表示される場合もあります。 

root.shスクリプトによって、ローカル binディレクトリを指定するように要求され
ます。このディレクトリが存在していない場合は、root.shがディレクトリを作成し
ます。

4. これまでの選択に基づいて、インストールの終わりに「Configuration Tools」ウィンド
ウが表示されます。

Configuration Assistantによって、データベースおよびネットワーク環境の作成および
構成が簡単になります。 

表表表表 3-6 Configuration Assistant

Assistant 起動起動起動起動 操作操作操作操作

Net8 Configuration 
Assistant

ネットワーク構成を必要とす
る製品を選択した場合に起動
されます。

自動的に Net8 Serverのネット
ワーク・ソフトウェアを構成し
ます。 実行される構成処理につ
いては、2-20ページの「Net8構
成の理解」を参照してくださ
い。

Apache Web Server 
Configuration Assistant

製品選択画面で Oracle HTTP 
Serverを選択した場合に起動
されます。

ポート 7777で非 SSLモードで
HTTPリスナーを起動します。
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選択した製品のインストールを、Configuration Assistantが正常に行わなかった場合は、
「Configuration Tools」ウィンドウに Configuration Assistantの実行結果が表示されま
す。 インストールが正常に行われた場合は、「End of Installation」ウィンドウが表示さ
れます。 正常に行われなかった原因を修正した後、「Retry」をクリックして、再度イン
ストールを行うか、「Next」をクリックしてインストールを続行します。

Oracle Database 
Configuration Assistant

次のすべての条件を満たす場
合に起動されます。

� 製品選択画面で Oracle8i 
Serverを選択した場合

� プロンプトでアップグ
レードまたは移行を選択
しなかった場合

� Oracle8iデータベースを
インストールするプロン
プトで「Yes」を選択した
場合

自動的に Oracle8i リリース 8.1.7
のデータベースを作成します。
詳細は、2-24ページの「データ
ベース環境の識別」を参照して
ください。

Oracle Database 
Migration Assistant

プロンプトでアップグレード
または移行を選択した場合に
起動されます。

選択したデータベースを、
Oracle8i リリース 8.1.7にアップ
グレードまたは移行します。

Oracle Enterprise 
Manager Configuration 
Assistant

製品選択画面で、Oracle 
Management Serverのインス
トールを選択した場合に起動
されます。

既存のリリース 2.2のリポジト
リまたは構成を新しい
Enterprise Managerリポジトリ
で使用することを許可します。 
Oracle Management Server手順
4を参照してください。また、
Oracle Enterprise Manager 
Configuration Assistantの使用
方法については、『Oracle 
Enterprise Manager構成ガイ
ド』を参照してください。

注意注意注意注意 : Oracle8i Enterprise Editionがすでにインストールされている既存
の ORACLE_HOMEに Oracle Advanced Securityを Customインストー
ルする場合は、Oracle Partitioningなどの他の製品オプションとは別に
Oracle Advanced Securityをインストールする必要があります。 Oracle 
Advanced Securityをその他の製品と別にインストールしなかった場合、
インストールは正常に行われません。

表表表表 3-6 Configuration Assistant

Assistant 起動起動起動起動 操作操作操作操作
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5. プロンプトが表示された場合は応答します。 表示されるプロンプトは、インストールす
るコンポーネントによって異なります。 

「Summary」ウィンドウが表示されます。

6. 情報を参照して、十分なディスク領域があることを確認したうえで、「Install」をクリッ
クします。 

7. 「Install」ウィンドウが表示されます。 プロンプトが表示されたら、root.shスクリプ
トを実行します。

Installerは、ORACLE_HOMEディレクトリに root.shスクリプトを作成し、Oracle
製品のインストールの終了時にスクリプトを実行するように求めるプロンプトを表示し
ます。 rootユーザーとしてログインしてそのスクリプトを実行すると、Oracle製品に
必要なファイル権限が設定され、他の root関連の構成アクティビティが実行されま
す。 

# cd $ORACLE_HOME
# ./root.sh

root.shスクリプトは、アクションを実行する前に環境を確認するプロンプトを表示
します。 環境をリセットする場合は、root.shスクリプトを終了してください。Oracle 
Universal Installerを再起動する必要はありません。root.shが正常に実行された後、
警告ウィンドウで「OK」ボタンをクリックし、インストールを続行します。 

インストールした製品に応じて、root.shの進行状況を知らせるメッセージが表示さ
れます。また、ユーザー名を入力するプロンプトおよびその他の指示を示すプロンプト
が表示される場合もあります。 

root.shスクリプトによって、ローカル binディレクトリを指定するように要求され
ます。このディレクトリが存在していない場合は、root.shがディレクトリを作成し
ます。

8. インストールの終わりに「Configuration Tools」ウィンドウが表示されます。また、自
動的に次の Assistantが起動され、ネットワークおよび Oracle Internet Directory環境が
作成および構成されます。
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表表表表 3-7 Configuration Assistant

Assistant 起動起動起動起動 操作操作操作操作

Net8 Configuration 
Assistant

Oracle8iデータベースをインス
トールするプロンプトで「Yes」
を選択した場合に起動されます。

自動的に Net8 Serverのネット
ワーク・ソフトウェアを構成しま
す。 実行される構成処理について
は、2-20ページの「Net8構成の
理解」を参照してください。

Oracle Database 
Configuration Assistant

Oracle8iデータベースをインス
トールするプロンプトで「Yes」
を選択した場合に起動されます。

自動的に Oracle8i リリース 8.1.7
のデータベースを作成します。詳
細は、2-24ページの「データ
ベース環境の識別」を参照してく
ださい。

Oracle Database 
Migration Assistant

プロンプトでアップグレードまた
は移行を選択した場合に起動され
ます。

選択したデータベースを、
Oracle8i リリース 8.1.7にアップ
グレードまたは移行します。

OID Configuration 
Assistant

インストールするコンポーネント
を選択するときに Oracle Internet 
Directoryを選択した場合に起動
されます。

Oracle8iデータベースに Oracle 
Internet Directory表領域および
スキーマを作成し、Oracle 
Internet Directoryディレクトリ・
サーバーを起動します。

注意注意注意注意 : データベースをインストー
ルする必要がある場合は、OID 
Configuration AssistantでOracle 
Database Configuration Assistant
が自動的に起動され、UTF8キャ
ラクタ・セットを使用するデータ
ベースが作成されます。

Oracke Workflow Install 次のすべての条件を満たす場合に
起動されます。

� 手順 1でインストールするコ
ンポーネントを選択するとき
に Oracle Workflowを選択
した場合

� Oracle8iデータベースをイン
ストールするプロンプトで
「Yes」を選択した場合

� 手順 1でインストールするコ
ンポーネントを選択するとき
に OIDを選択しなかった場
合

Oracle8iで Oracle Workflowス
キーマをインストールおよび構成
します。
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9. 「End of Installation」ウィンドウが表示されます。 

10.「Exit」をクリックして Oracle Universal Installerを終了するか、「Next Install」をク
リックして追加製品をインストールします。 「Next Install」を選択すると、Oracle 
Universal Installerの「File Locations」ウィンドウが表示されます。

Oracle Parallel Serverのインストール時の注意事項のインストール時の注意事項のインストール時の注意事項のインストール時の注意事項

RAWデバイスの作成デバイスの作成デバイスの作成デバイスの作成
SYSTEM表領域に作成する RAWデバイスのサイズは、275MB以上である必要があります。 
このファイル・サイズの要件は、『Oracle8i Parallel Serverセットアップおよび構成ガイド』
で示した要件にかわるものです。 Sun SPARC Solarisシステムでの RAWデバイスの作成に
ついては、『Oracle8i for Sun SPARC Solaris管理者リファレンス』を参照してください。

Oracle Parallel Serverソフトウェアのインストール位置ソフトウェアのインストール位置ソフトウェアのインストール位置ソフトウェアのインストール位置
インストール中に、ソフトウェア製品は、Oracle Universal Installerを実行するノードにイ
ンストールされ、クラスタにある選択された他のノードに展開されます。 

Oracle Parallel Serverの再インストールの再インストールの再インストールの再インストール
インストールが完了する前に失敗し、再インストールする必要がある場合は、「Do you want 
to re-install <name of a product>?」と尋ねるすべての Installerダイアログ・ボックスに対し
て、「Yes」をクリックします。 そうしないと、他のノードに対してリモート・コピーを行う
場合、再インストールしないことを指定した製品が無視されてしまいます。

インストール・セッションのログの確認インストール・セッションのログの確認インストール・セッションのログの確認インストール・セッションのログの確認
Installerは、初めて実行されたときに oraInventoryディレクトリを作成し、ご使用のシ
ステムにインストールされる製品の Inventoryを他のインストール情報とともに保存しま
す。 この情報は、特にインストール時の問題の診断および解決に有効です。 

oraInventoryの位置は、/var/opt/oracle/oraInst.locファイルに定義されます。

最新のログ・ファイルは、oraInventory_location/logs/installActions.logで
す。以前のインストール・セッションのログ・ファイル名は、
installActionsdatetime.logという形式です。

参照参照参照参照 : インストール・セッションのログ・ファイルの要約については、
「インストール・セッションのログの確認」を参照してください。

参照参照参照参照 : 『Oracle8i Parallel Serverセットアップおよび構成ガイド』および
『Oracle8i Parallel Server管理、配置およびパフォーマンス』を参照してく
ださい。
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たとえば、installActions1999-07-14_09-00-56-am.logです。

インストール失敗後のクリーン・アップインストール失敗後のクリーン・アップインストール失敗後のクリーン・アップインストール失敗後のクリーン・アップ
インストールが失敗した場合、インストール中に、Installerが作成したファイルを削除する
必要があります。

インストールに失敗した後は、次の手順でクリーン・アップします。

1. Oracle Universal Installerを起動します。

2. 「De-install Products」ボタンをクリックし、インストールが失敗した後に残された製品
を選択します。

3. 「Remove」ボタンをクリックします。

インストール中に失敗した場合、Installerがシステムにコピーしたファイルを登録しなかっ
た場合にクリーン・アップを完了するには、ORACLE_HOMEディレクトリを手動で削除す
る必要があります。この手順は、削除によって ORACLE_HOMEをクリーン・アップした場
合、または削除後に不要なファイルのみが残った場合は必要ありません。

非問合せモード（サイレント・モード）でのインストールおよ非問合せモード（サイレント・モード）でのインストールおよ非問合せモード（サイレント・モード）でのインストールおよ非問合せモード（サイレント・モード）でのインストールおよ
び構成び構成び構成び構成

Oracle Universal Installerにレスポンス・ファイルを使用することにより、Oracle8i製品の
非問合せ（サイレント）インストールが実行できます。Installerは、このテキスト・ファイ
ルに記述された変数と値を、Installerのユーザー・プロンプトの一部またはすべてに対する
応答として使用します。 このレスポンス・ファイルに Installerのプロンプトのすべてに対す
る応答を含めると、グラフィカルな画面を表示しないサイレント・インストールを実行でき
ます。また、レスポンス・ファイルを使用して、Oracle Data Migration Assistant、Net8 
Configuration Assistant、Oracle Database Configuration Assistantおよび Oracle Enterprise 
Manager Configuration Assistantを非問合せで実行することもできます。

注意注意注意注意 : oraInventoryディレクトリまたはその内容は、削除または手動
で変更しないでください。Installerが、ご使用のシステムにインストール
された製品を検索できなくなります。

ORACLE_HOME/installにある make.logファイルは、インストール・
プロセスで呼び出されたすべての makeアクションのログを含んでいま
す。 インストール時にリンク・エラーがあった場合は、ここに書き込まれ
ます。 make.logファイルは、削除および変更しないでください。 
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レスポンス・ファイルの準備レスポンス・ファイルの準備レスポンス・ファイルの準備レスポンス・ファイルの準備
Oracle Universal Installerのレスポンス・ファイル（各インストール・カテゴリとタイプに 1
つずつと、Configuration Toolのレスポンス・ファイルが 4つ）は、Oracle8i リリース 8.1.7 
CD-ROMに含まれています。レスポンス・ファイルは、ご使用の環境に合わせて編集する
必要があります。特に、Customタイプ用のレスポンス・ファイルは、非問合せセッション
に使用する前に大幅に編集する必要があります。

レスポンス・ファイルを使用するには、Oracle8i CD-ROMからご使用のシステムにマウン
トされたドライブへ、レスポンス・ファイルをコピーします。次に例を示します。

$ cd cdrom_mount_point_directory/response
$ cp svrtypical.rsp local_directory

ご使用のシステムに固有の情報を含めるには、レスポンス・ファイルをテキスト・エディタ
で編集します。 各ファイルには、レスポンス・ファイルを適切に構成するための情報が含ま
れています。表 3-8に、Oracle8i CD-ROMに含まれるレスポンス・ファイルを示します。

表表表表 3-8 レスポンス・ファイルレスポンス・ファイルレスポンス・ファイルレスポンス・ファイル

ファイル名ファイル名ファイル名ファイル名 適用対象適用対象適用対象適用対象

svrtypical.rsp Oracle8i Enterprise Editionの Typicalインストール

svrminimal.rsp Oracle8i Enterprise EditionのMinimalインストール

svrcustom.rsp Oracle8i Enterprise Editionの Customインストール

omioms.rsp Oracle8i Management and Integrationの Oracle Management Server
インストール

omioid.rsp Oracle8i Management and Integrationの Oracle Internet Directoryイ
ンストール

omiois.rsp Oracle8i Management and Integrationの Oracle Integration Serverイ
ンストール・タイプ

omicustom.rsp Oracle8i Management and Integrationの Customインストール

clientadmin.rsp Oracle8i Clientの Administratorインストール

clientprogmr.rsp Oracle8i Clientの Programmerインストール

clientappuser.rsp Oracle8i Clientの Application Userインストール

clientcustom.rsp Oracle8i Clientの Customインストール

dbca.rsp Oracle Database Configuration Assistant

net8ca.rsp Net8 Configuration Assistant

emca.rsp Oracle Enterprise Manager Configuration Assistant
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レスポンス・ファイルの指定レスポンス・ファイルの指定レスポンス・ファイルの指定レスポンス・ファイルの指定
インストール時に Installerにレスポンス・ファイルを使用させるには、3-3ページの
「Oracle Universal Installer（OUI）を起動する」に説明されている手順に従います。ただし、

Installerの実行時にパラメータとして、使用するレスポンス・ファイルの位置を次のように
指定します。 

$ ./runInstaller [-silent] -responseFile filename

インストール・セッションの外部で、Configuration Assistantをサイレント・モードで使用
するには、Configuration Assistantにレスポンス・ファイルを使用させる必要があります。 
Installerに、サイレント・モードの Configuration Assistantを起動させるか、スタンドアロ
ン・モードで Configuration Assistantを実行してください。 同じモードおよびレスポンス・
ファイル・パラメータを使用して、コマンドラインで Configuration Assistantを起動しま
す。

完全にサイレントなインストールまたは構成セッションを行うには、-silentパラメータ
を使用します。 サイレント・モードでも、環境変数 DISPLAYは 2-10ページの「DISPLAY」
に示すように設定されている必要があります。 

Oracle Enterprise Manger Configuration Assistantを非問合せモードで実行するには、
-silentおよび -responseFileの両方のパラメータを使用する必要があります。

インストールが成功したかどうかは、silentInstall.logファイルに記録されます。ご
使用のシステムに Oracle Inventoryが存在する場合は、そこに silentInstall.logファ
イルが作成されます。それ以外の場合は、oraInventory_location/logs/ディレクト
リに作成されます。非問合せインストール・セッションの詳細な結果は、
oraInventory_location/logs/installActions.logファイルで確認できます。

サイレント・モードでの初回インストールサイレント・モードでの初回インストールサイレント・モードでの初回インストールサイレント・モードでの初回インストール
Oracle Universal Installerをサイレント・モードで実行して、システムに Oracle製品を初め
てインストールする場合は、oraInst.locファイルを手動で作成する必要があります。こ
のファイルは、Installerが、システムにインストールされる Oracle製品の Inventoryを作成
するディレクトリを指定します。 このファイルを作成する前に、第 1章および第 2章で説明
するタスクを完了してください。

注意注意注意注意 : レスポンス・ファイルを適切に構成せずに非問合せセッションを
行うと、Installerまたは Configuration Assistantが失敗します。
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次の手順で、oraInst.locファイルを作成します。

1. rootユーザーでログインします。

$ su

2. システムに /var/opt/oracleディレクトリが存在しない場合は、作成します。

# mkdir /var/opt/oracle

3. /var/opt/oracleディレクトリに移動します。

# cd /var/opt/oracle

4. テキスト・エディタを使用して、次の 2行の内容の oraInst.locというファイルを作
成します。

inventory_loc-inventory_directory.
inst_group=

inventory_locに ORACLE_BASE/oraInventoryを設定します。 たとえば、
ORACLE_BASEが /uo1/app/oracleの場合は、inventory_directoryは
/uo1/app/oracle/oraInventoryである必要があります。

2行目には、inst_group=を含めますが、何も設定しません。

サイレント・モードでのサイレント・モードでのサイレント・モードでのサイレント・モードでの Oracle Enterprise Manager Configuration Assistant
（（（（EMCA）の実行）の実行）の実行）の実行

次のいずれかの方法で、Enterprise Manager Configuration Assistantをサイレント・モード
で実行できます。

� スタンドアロンでの実行

� サイレント・インストール・セッションの一部としての実行  

いずれの場合も新しいリポジトリの作成のみが可能です。EMCAをサイレント・モードで使
用して、リポジトリを削除、アップグレードまたは編集することはできません。 

次の項では、この 2通りの場合に EMCAをサイレント・モードで使用する方法について説
明します。 
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スタンドアロンのスタンドアロンのスタンドアロンのスタンドアロンの EMCAの実行の実行の実行の実行 
1. 2-9ページの「Oracleユーザーで行う設定タスク」のインストール前の手順を完了しま
す。 

2. EMCAをサイレント・モードで実行するノードに、Oracle Management Serverがイン
ストールされていることを確認します。

3. レスポンス・ファイル emca.rspをローカル・ディレクトリにコピーします。 コピーし
たレスポンス・ファイルをテキスト・ビューアで開き、レスポンス・ファイルの指示に
従って編集します。 

4. ORACLE_HOME/binディレクトリに移動し、コマンド・プロンプトで次のように入力し
て emca.rspを実行します。

% emca  -responseFile <path>/emca.rsp -silent 

<path>には、レスポンス・ファイルのパスが入ります。  たとえば、次のように入力し
ます。

% temp

サイレント・インストール・セッションの一部としての実行サイレント・インストール・セッションの一部としての実行サイレント・インストール・セッションの一部としての実行サイレント・インストール・セッションの一部としての実行 
1. 親であるインストール・レスポンス・ファイルをローカル・ディレクトリにコピーし
て、親であるレスポンス・ファイルの指示に従って編集します。  Oracle Management 
Serverが、親であるサイレント・インストールの一部としてインストールされることを
確認します。 

次の親であるレスポンス・ファイルでは、Oracle Management Serverはインストールの
み可能です。

svrtypical.rsp
svrcustom.rsp
omioms.rsp
omicustom.rsp. 

重要重要重要重要 : emca.rspファイルで指定するリポジトリ・ユーザーのファイルで指定するリポジトリ・ユーザーのファイルで指定するリポジトリ・ユーザーのファイルで指定するリポジトリ・ユーザーの
USERNAME変数は、ご使用のネットワークにおいて一意である必要があ変数は、ご使用のネットワークにおいて一意である必要があ変数は、ご使用のネットワークにおいて一意である必要があ変数は、ご使用のネットワークにおいて一意である必要があ
ります。ります。ります。ります。

注意注意注意注意 : すべてのレスポンス・ファイルは、Oracle8i CD-ROMのルートの
response/ディレクトリにあります。
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2. EMCAが確実にサイレント・モードで適切に起動するには、親であるレスポンス・ファ
イルの oracle.sysman.oms_2.2.0.0.0セクションで次の変数を編集します。

emca
ServerRepository_index 
EMCARspFileLocation 

詳細は、親であるレスポンス・ファイルを参照してください。 

3. レスポンス・ファイル emca.rspをローカル・ディレクトリにコピーします。 コピーし
たレスポンス・ファイルをテキスト・ビューアで開き、レスポンス・ファイルの指示に
従って編集します。

4. Oracle Universal Installerがインストールされるディレクトリに移動します。 サイレン
ト・インストール完了後、親であるレスポンス・ファイルは自動的に EMCAレスポン
ス・ファイルを起動します。 次のコマンドで、親であるレスポンス・ファイルを実行し
ます。

% setup.exe -responseFile <path>\<parent response file name> -silent

次に、親であるレスポンス・ファイルにある oracle.sysman.oms_2.2.0.0.0の例を示
します。

#-------------------------------------------------------------- 
# Name          : emca
# Datatype      : StringList 
# Description   : List of Optional Config tools to launch.  Following are 
# possible values 
# emca.bat: Enterprise Manager Configuration Assistant 
# Example value     : {"emca.bat"} 
# Default value : {"emca.bat"} 
#------------------------------------------------------------ 

OPTIONAL_CONFIG_TOOLS={"emca.bat"} 

#------------------------------------------------------------ 
# Name          : EMCARspFileLocation 
# Datatype      : String 
# Description   : Path to a customized copy of a response file for EMCA based on # 
the emca.rsp provided with the release 
# Valid values  : Full path to any valied EMCA response file 

重要重要重要重要 : emca.rspファイルで指定するリポジトリ・ユーザーのファイルで指定するリポジトリ・ユーザーのファイルで指定するリポジトリ・ユーザーのファイルで指定するリポジトリ・ユーザーの
USERNAME変数は、ご使用のネットワークにおいて一意である必要があ変数は、ご使用のネットワークにおいて一意である必要があ変数は、ご使用のネットワークにおいて一意である必要があ変数は、ご使用のネットワークにおいて一意である必要があ
ります。ります。ります。ります。
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# Example value      :"/TEMP/EMCA.RSP" 
# Default value : None 
# Mandatory   : Yes 
#----------------------------------------------------------- 

EMCARspFileLocation="/TEMP/EMCA.RSP" 

#----------------------------------------------------------- 
# Name          : ServerRepository_index 
# Datatype      : Number 
# Description   : Set to "1" to create a new repository 
# Valid value    : "1" 
# Example  value   : "1" 
# Default value  : "1" 
# Mandatory     : Yes 
#----------------------------------------------------------- 

ServerRepository_index=1 

エラー処理エラー処理エラー処理エラー処理
コンテキスト、フォーマットまたはタイプ値の変数の値が不適当であると、値の指定がない
ものとして処理されます。余分な変数は、無視されます。

レスポンス・ファイルが指定されていないか、不適切または不完全なレスポンス・ファイル
を指定してサイレント・インストールを行った場合、非問合せインストールは失敗します。
サイレント・インストールを実行して、Installerでディスク領域不足などのエラーが発生し
た場合、インストールは失敗します。非問合せインストールの結果は、インストール・セッ
ションのログ・ファイルに記録されます。 

レスポンス・ファイルの値の妥当性チェックレスポンス・ファイルの値の妥当性チェックレスポンス・ファイルの値の妥当性チェックレスポンス・ファイルの値の妥当性チェック
Installerまたは Configuration Assistantは、実行時に、レスポンス・ファイルの計算および
妥当性チェックを行います。妥当性チェックの処理が失敗すると、インストールまたは構成
は終了します。

参照参照参照参照 : インストール・セッションのログ・ファイルの要約については、
「インストール・セッションのログの確認」を参照してください。
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サイレント・インストールおよびサイレント・インストールおよびサイレント・インストールおよびサイレント・インストールおよび Net8 Configuration Assistant
Oracle8i Enterprise EditionのMinimalインストール・タイプをサイレント・モードで実行
すると、Net8 Configuration Assistantは、インストールの終わりにシステムの構成に失敗し
ます。 インストール後は、ORACLE_HOMEから netcaを実行して、Net8 Configuration 
Assistantによる Net8構成を完了します。 

注意注意注意注意 : インストール後に netcaコマンドを入力すると、Net8 
Configuration Assistantを起動できます。 Net8を詳細に構成するには、
netasstコマンドを入力して Net8 Assistantを使用して行います。 Net8
の構成については、『Oracle8i Net8 管理者ガイド』を参照してください。
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インストール後の作業インストール後の作業インストール後の作業インストール後の作業

Oracle Universal Installerセッションの終了後、特定のインストール後のタスクを実行し、
Oracle8iを構成する必要があります。この章では、必須のタスクに加え、オプションのタス
クも説明します。 

� ユーザー・パスワード

� rootユーザーで行う構成タスク

� Oracleユーザーで行う構成タスク

� Oracle製品のインストール後のタスク

� インストールした初期データベースの内容の確認

� Oracleソフトウェアの削除

注意注意注意注意 : この章では、基本構成のみを説明します。高度な構成および本番
システムで通常必要なチューニングの詳細は、『Oracle8i for Sun SPARC 
Solaris 管理者リファレンス』、その製品固有の管理ガイドおよびチューニ
ング・ガイドを参照してください。
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ユーザー・パスワードユーザー・パスワードユーザー・パスワードユーザー・パスワード
インストール後は、すぐにパスワードを変更することをお薦めします。

次のようにして、パスワードを変更します。

1. SQL*Plusを起動します。

$ sqlplus

2. ユーザー名および変更前のパスワードで接続します。

Enter user-name: username/password

3. パスワードを変更します。

SQL> ALTER USER USERNAME IDENTIFIED BY PASSWORD;

rootユーザーで行う構成タスクユーザーで行う構成タスクユーザーで行う構成タスクユーザーで行う構成タスク
rootユーザーでログインして、次のタスクを行います。 

❏ 追加の UNIXアカウントを作成する

❏ データベース・ファイルのセキュリティを検証する

❏ データベースの起動および停止を自動化する（オプション）

❏ Apacheアカウントのグループ・メンバーシップを変更する

追加の追加の追加の追加の UNIXアカウントを作成するアカウントを作成するアカウントを作成するアカウントを作成する
必要に応じて、システム管理ユーティリティ（admintoolまたは useraddなど）を使用
して、追加の UNIXアカウントを作成します。システム上のそれぞれの DBAは、OSDBA
グループのメンバーである必要があります。

データベース・ファイルのセキュリティを検証するデータベース・ファイルのセキュリティを検証するデータベース・ファイルのセキュリティを検証するデータベース・ファイルのセキュリティを検証する
アメリカの NCSC C2またはヨーロッパの ITSEC E3と同等のセキュリティ構成を持つ
Oracle8iを構成する場合は、Oracleソフトウェアのインストールの整合性を確立するため
に、データベース・ファイルのセキュリティを検証する必要があります。セキュリティが問
題でない場合、このタスクは任意です。

多くのファイルは、データへの不当なアクセスから保護する必要があります。 ファイル権限
および推奨する所有権は、次のとおりです。

参照参照参照参照 : Oracle Security Managerまたは Oracle DBA Studioを使用してパ
スワードを変更する方法は、『Oracle Enterprise Manager管理者ガイド』
を参照してください。
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� Oracleアカウントは、すべてのOracleインストールのファイルおよびディレクトリに対
する読取り、書込みおよび実行権限を持つ必要があります。

� oinstallグループは、oraInventoryディレクトリに対する読取り、書込みおよび実
行権限を持つ必要がありますが、これ以外に対する書込み権限を持つ必要はありませ
ん。

� Oracleアカウントまたは oinstallグループ以外のユーザーには、Oracleインストール
のファイルまたはディレクトリへの書込み権限を付与しません。 

� 適切にインストールするために、Apacheサーバーには、インストール前のタスクで
oinstallグループ権限が付与されています。 この権限は削除する必要があります。詳
細は、「Apacheアカウントのグループ・メンバーシップを変更する」を参照してくださ
い。 

表 4-1「Oracleディレクトリおよびファイルへのアクセス権限」に、ファイル・タイプ別の
ディレクトリおよびファイルへのアクセス権限を示します。

注意注意注意注意 : これらの権限は、デフォルトで付与されており、変更する必要は
ありません。

表表表表 4-1 Oracleディレクトリおよびファイルへのアクセス権限ディレクトリおよびファイルへのアクセス権限ディレクトリおよびファイルへのアクセス権限ディレクトリおよびファイルへのアクセス権限

ディレクトリディレクトリディレクトリディレクトリ /ファイルファイルファイルファイル 権限権限権限権限 コメントコメントコメントコメント

すべてのデータ・ファイル、REDO
ログ・ファイルおよび制御ファイル
（これらのファイルの拡張子は、通
常 .dbf、.logおよび .ctl）

640

rw-r----

データに対する任意のアクセスを保護する
ために、すべてのデータ・ファイル、
REDOログ・ファイルおよび制御ファイル
は、Oracleアカウントおよび oinstallグ
ループのみが読取りできる必要があります。

$ORACLE_HOME/bin/ 751

rwxr-x--x

Oracleソフトウェア所有者が書込みでき、
すべてのユーザーが実行できる必要があり
ます。

Oracle実行ファイルおよび次のネッ
トワーク実行ファイル :  
$ORACLE_HOME/bin/oracle、
$ORACLE_HOME/bin/dbsnmp

6751

rws-r-s--x

実行したユーザーに関係なく、Oracleユー
ザーおよび DBAグループとして実行ファイ
ルが実行されるように、「6」によって
setuidビットおよび setgidビットを設定し
ます。

その他すべての実行ファイル 751

rwxr-x--x

Oracleアカウントが書込みでき、すべての
ユーザーが実行できる必要があります。

$ORACLE_HOME/lib/ 755

rwxr-xr-x

Oracleソフトウェア所有者が読取り、書込
みおよび実行でき、他のすべてのユーザー
が読取りおよび実行できるディレクトリで
す。
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データベースの起動および停止を自動化する（オプション）データベースの起動および停止を自動化する（オプション）データベースの起動および停止を自動化する（オプション）データベースの起動および停止を自動化する（オプション）
システム起動時に自動的に Oracleデータベースを起動し、システム停止時に自動的に
Oracleデータベースを停止するように、システムを構成することができます。データベース
の起動および停止の自動化はオプションです。ただし、停止を自動化するとデータベースが
異常終了しないように保護されるため、停止を自動化することをお薦めします。

dbstartおよび dbshutスクリプトは $ORACLE_HOME/binディレクトリにあり、データ
ベースの起動および停止を自動化する場合に使用します。

dbstartおよび dbshutスクリプトは、oratabファイルの同一エントリを参照します。
そのため、このスクリプトは同一のデータベース・セットに適用されるようにする必要があ
ります。たとえば、dbstartを使用してデータベース sid1、sid2および sid3を起動し、
dbshutを使用して sid1および sid2のみを停止することはできません。ただし、
dbstartを使用せずに、dbshutでデータベース・セットを停止するように指定することは
できます。そのように指定するには、停止ファイルに dbshutエントリを追加し、システム
起動ファイルから dbstartエントリを削除してください。

$ORACLE_HOME/lib/内の
すべてのファイル

644

rw-r--r--

Oracleソフトウェア所有者が読取りおよび
書込みでき、他のすべてのユーザーが読取
りできるファイルです。

$ORACLE_HOME/rdbms/log 751

rwxr-x--x

このディレクトリ内のファイルへのアクセ
スは、Oracleアカウントおよび oinstall
グループに制限します。

$ORACLE_HOME/sqlplusや
$ORACLE_HOME/rdbmsなどの製品
サブディレクトリ

751

rwxr-x--x

ログ・ファイルへのアクセスを Oracleアカ
ウントおよび oinstallグループに制限し
ます。

$ORACLE_HOME/sqlplus 
または $ORACLE_HOME/rdbms
内のすべてのファイル

644

rw-r--r--

Oracleソフトウェア所有者が読取りおよび
書込みでき、他のすべてのユーザーが読取
りできるファイルです。

$ORACLE_HOME/network/trace 777

rwxrwxrwx

または

730

rwx-wx---

開発時にトレース・ファイルを表示して作
成する場合に、広範囲のアクセスができる
ように「777」に設定します。 本番環境では、
確実に Oracleアカウントおよび oinstall
グループのメンバーのみがトレース・ファ
イルへのアクセス権を持つように「730」に
設定します。

製品 adminディレクトリ
（$ORACLE_HOME/rdbms/adminや
$ORACLE_HOME/sqlplus/admin
など）内のすべてのファイル

644

rw-r--r--

通常、SQLスクリプトは SYSユーザーで実
行する必要があります。

表表表表 4-1 Oracleディレクトリおよびファイルへのアクセス権限ディレクトリおよびファイルへのアクセス権限ディレクトリおよびファイルへのアクセス権限ディレクトリおよびファイルへのアクセス権限

ディレクトリディレクトリディレクトリディレクトリ /ファイルファイルファイルファイル 権限権限権限権限 コメントコメントコメントコメント
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この処理は、自動的に起動および停止させる新しいデータベースごとに完了しておく必要が
あります。システム起動時に dbstartおよび dbshutスクリプトを実行する手順は、次の
とおりです。

1. /var/opt/oracle/oratabファイルを編集します。

oratabファイルのデータベース・エントリは、次の形式で表示されます。

ORACLE_SID:ORACLE_HOME:{Y|N}

この場合、Yまたは Nは、dbstartおよび dbshutスクリプトを使用してデータベー
スを起動および停止するかどうかを示します。起動するすべてのデータベースのエント
リを検索します。これらのエントリは、最初のフィールドの sidで識別されます。それ
ぞれの最後のフィールドを Yに変更します。

2. /etc/init.dディレクトリに、dboraという名前のファイルを作成します（まだ存在
していない場合）。

3. dboraファイルの終わりに、次のように入力します（まだ存在していない場合）。必ず、
dbstartユーティリティのフルパスを指定してください。

#!/bin/sh
# Set ORA_HOME to be equivalent to the ORACLE_HOME 
# from which you wish to execute dbstart and
# dbshut
# set ORA_OWNER to the user id of the owner of the 
# Oracle database in ORA_HOME
ORA_HOME=/u01/app/oracle/product/8.1.7
ORA_OWNER=oracle
if [! -f $ORA_HOME/bin/dbstart]
then
echo "Oracle startup: cannot start"
exit
fi
case "$1" in
'start')

# Start the Oracle databases:
# The following command assumes that the oracle login will not prompt the
# user for any values

su - $ORA_OWNER -c $ORA_HOME/bin/dbstart &
;;
'stop')

参照参照参照参照 : システムの起動および停止の手順の詳細は、Sun SPARC Solarisの
ドキュメントの initコマンドについての説明を参照してください。
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# Stop the Oracle databases:
# The following command assumes that the oracle login will not prompt the
# user for any values

su - $ORA_OWNER -c $ORA_HOME/bin/dbshut &
;;
esac

4. 次のように入力して、dboraをリンクします。 

# ln -s /etc/init.d/dbora /etc/rc0.d/K10dbora
# ln -s /etc/init.d/dbora /etc/rc2.d/S99dbora

Apacheアカウントのグループ・メンバーシップを変更するアカウントのグループ・メンバーシップを変更するアカウントのグループ・メンバーシップを変更するアカウントのグループ・メンバーシップを変更する
Oracle8iのインストール後、oraInventoryに対する Apacheアカウント・アクセスは、
データベースのセキュリティを保護するために削除する必要があります。 次のタスクを行い
ます。

1. 他のグループまたはユーザーがアクセスしないグループを新しく作成します。 

2. このグループの所有権を Apacheに割り当てます。

3. Apacheアカウントのプライマリ GIDグループを、oraInventoryの所有権を持つグ
ループ（通常は oinstall）から新しいグループ名に変更します。

Oracleユーザーで行う構成タスクユーザーで行う構成タスクユーザーで行う構成タスクユーザーで行う構成タスク
Oracleユーザーでログインして、次のタスクを行います。

❏ UNIXアカウント起動ファイルを更新する

❏ 環境変数を設定する

❏ 必要な Oracleパッチを適用する

❏ 初期化パラメータを設定する

UNIXアカウント起動ファイルを更新するアカウント起動ファイルを更新するアカウント起動ファイルを更新するアカウント起動ファイルを更新する
Oracleアカウントおよび Oracleユーザーの UNIXアカウントの起動ファイルを更新します。

環境変数を設定する環境変数を設定する環境変数を設定する環境変数を設定する
Oracle8i製品を使用する前に、Oracleアカウントの .profileまたは .loginファイルに
次の環境変数を設定します。表 4-2「環境変数の設定」に推奨する設定を示します。 ここで使
用する設定は、2-9ページの「環境変数を設定する」で説明したインストール中の設定に対
応しています。環境変数を設定する構文は次のとおりです。
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Bourneまたは Kornシェルの場合は、次のように入力します。

variable_name=value; export variable_name

Cシェルの場合は、次のように入力します。

setenv variable_name value 

 

注意注意注意注意 : 環境変数に、Oracleプロセスで使用される名前（たとえば、
CKPT、PMON、DBWRなど）と同じ名前は設定しないでください。

表表表表 4-2 環境変数の設定環境変数の設定環境変数の設定環境変数の設定

環境変数環境変数環境変数環境変数 推奨する設定推奨する設定推奨する設定推奨する設定

LD_LIBRARY_PATH $ORACLE_HOME/libを含めて設定します。

ORACLE_BASE software_mount_point/app/oracle

ORACLE_HOME $ORACLE_BASE/product/8.1.7

ORACLE_SID Oracle Universal Installerのプロンプトで入力した値を覚えていな
い場合は、
oraInventory_location/logs/installActions.logにある
Installerのログ・ファイルの一覧から検索できます。

oraInventory_locationは、
/var/opt/oracle/oraInst.locに定義されます。

PATH PATH設定には、新しい $ORACLE_HOME/binディレクトリを含め
てください。PATHの他の要件については、第 2章「インストール
前の作業」を参照してください。

CLASSPATH CLASSPATHには、次のものを含めてください。 

JRE_Location/lib, $ORACLE_HOME/JRE/lib/rt.jar: 
$ORACLE_HOME/jlib/<product jar 
file>:$ORACLE_HOME/product/jlib/<product jar file>

注意注意注意注意 : JRE_Locationは、$ORACLE_HOME/JREとして定義されま
す。

TNS_ADMIN Net8構成ファイルの位置に設定します。この環境変数は、Net8構
成ファイルがデフォルト位置のいずれかにない場合にのみ必要で
す。

TWO_TASK TWO_TASKには、tnsnames.oraに定義された Net8接続文字列
の別名を設定します。これは、クライアント・ソフトウェアがデ
フォルトでサーバーに接続するために使用します。
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LD_LIBRARY_PATH
共有ライブラリを使用する Oracle製品の使用時に必要です。 
LD_LIBRARY_PATH には、$ORACLE_HOME/libを含めて設定します。

ORACLE_BASE 
Oracleソフトウェアおよび管理ファイル構造の最上位にあるディレクトリを指定します。
OFA推奨値は次のとおりです。

software_mount_point/app/oracle

次に例を示します。 

/u01/app/oracle

ORACLE_HOME
特定リリースの Oracleソフトウェアをインストールするディレクトリを指定します。OFA
推奨値は次のとおりです。

$ORACLE_BASE/product/release

次に例を示します。

/u01/app/oracle/product/8.1.7

ORACLE_SID
Oracleシステム識別子（SID）を指定します。これは、Oracleサーバー・インスタンスの名
前です。 sidは多くのファイル名に組み込まれるので、他のオペレーティング・システムで
ファイル名の問題が発生することを回避するために、4文字以内で設定してください。

PATH
Oracleソフトウェアのインストール後、検索パスに次のすべてが含まれていることを確認し
てください。

� $ORACLE_HOME/bin、/bin、/usr/binおよび /usr/ccs/bin

� root.shスクリプトの実行時に設定されたローカル binディレクトリ（通常は
/usr/local/bin）

CLASSPATH
環境変数 CLASSPATHは、Javaの機能で使用されます。CLASSPATHは、製品によって異
なります。詳細は、製品のドキュメントを参照してください。既存の設定に加えて、
CLASSPATHには次の JREの位置を含める必要があります。

$ORACLE_HOME/JRE/lib:$ORACLE_HOME/jlib:$ORACLE_HOME/product/jlib

注意注意注意注意 : 検索パスに /usr/ucbを含める場合は、/usr/ccs/binの後に指
定してください。
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product変数には、ORACLE_HOMEの中の、JREまたは Javaの機能に必要なファイルが
存在する製品ディレクトリ（rdbms、networkなど）を指定します。

TNS_ADMIN
Net8構成ファイルをデフォルト（/var/opt/oracleまたは
$ORACLE_HOME/network/admin）以外の位置に置くには、環境変数 TNS_ADMINに
Net8構成ファイルが存在するディレクトリを設定します。 たとえば、tnsnames.oraを
/tns ディレクトリに置く場合は、TNS_ADMINに /tnsを設定します。

Oracle製品は、次の順序で tnsnames.oraファイルを検索します。

1. カレント・ユーザーのホーム・ディレクトリの .tnsnames.oraファイル（ファイル名
の前にドットが付く）

2. $TNS_ADMIN/tnsnames.ora

3. /var/opt/oracle/

4. $ORACLE_HOME/network/admin/

これらの位置のいずれかに tnsnames.oraファイルが存在することを確認してください。
存在しない場合は、Net8でローカル名を使用してデータベースに接続することはできませ
ん。

TWO_TASK
クライアント /サーバー構成の場合は、TWO_TASKにクライアントがデフォルトで接続す
るデータベースのネット・サービス名を設定します。TWO_TASKが設定されていると、
Oracleクライアント・ソフトウェアを使用してデータベースに接続するときネット・サービ
ス名を指定する必要がありません。 サービス名の詳細については、『Oracle8i Net8管理者ガ
イド』または『Oracle8i for Sun SPARC Solaris管理者リファレンス』を参照してください。

oraenvスクリプトの初期化スクリプトの初期化スクリプトの初期化スクリプトの初期化
oraenvスクリプトを使用するオプションで、Oracleユーザーの共通環境を設定できます。 
oraenvスクリプトの単一インスタンスまたは複数のインスタンスの構成は次のように行い
ます。

単一インスタンスのマシン単一インスタンスのマシン単一インスタンスのマシン単一インスタンスのマシン  

単一インスタンスのマシンでは、Oracleアカウントの .profileまたは .loginファイル
の環境変数 ORACLE_SIDに次のコマンドを続けて設定し、ログイン時に oraenvを初期化
します。

注意注意注意注意 : Cシェルでは、oraenvコマンドではなく coraenvコマンドを使
用します。
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Bourneまたは Kornシェルの場合は、次のように入力します。

ORAENV_ASK=NO
. /usr/local/bin/oraenv

Cシェルの場合は、次のように入力します。

set ORAENV_ASK = NO
source /usr/local/bin/coraenv
unset ORAENV_ASK

複数インスタンスのマシン複数インスタンスのマシン複数インスタンスのマシン複数インスタンスのマシン  

複数インスタンスのマシンでは、oraenv ファイルを初期化するために、Oracleアカウント
の起動ファイルの最後にインスタンス名およびコマンドの一覧を含めます。

Bourneまたは Kornシェルの場合は、次のように入力します。

#!/usr/bin/sh
echo "The SIDs on this machine are:"
cat /var/opt/oracle/oratab | awk -F: '{print $1}' | grep -v "#"
ORAENV_ASK="YES"
. /usr/local/bin/oraenv

Cシェルの場合は、次のように入力します。

#!/usr/bin/csh
echo "The SIDs on this machine are:"
cat /var/opt/oracle/oratab | awk -F: '{print $1}' | grep -v "#"
set ORAENV_ASK="YES"
source /usr/local/bin/coraenv

他の他の他の他の Oracleユーザー起動ファイルの更新ユーザー起動ファイルの更新ユーザー起動ファイルの更新ユーザー起動ファイルの更新  

すべての Oracleアカウントに対して同一の環境を作成するため、各ユーザー起動ファイル
の末尾に次の行を加えます。

� Bourneまたは Kornシェルが使用する .profileファイルには、次の行を加えます。

. /usr/local/bin/oraenv 

Cシェルが使用する .loginファイルには、次の行を加えます。

source /usr/local/bin/coraenv

� 環境変数 ORACLE_BASE、ORACLE_HOMEおよび PATHの設定については、4-6ペー
ジの「環境変数を設定する」を参照してください。
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oratabファイルファイルファイルファイルのののの更新更新更新更新  

Oracle Database Configuration Assistantを使用するかわりに手動でデータベースを作成した
場合は、システム構成が /var/opt/oracle/oratabファイルに反映されていることを確
認する必要があります。

システム上の Serverインスタンスごとに、次の形式でエントリを追加します。 

ORACLE_SID:ORACLE_HOME:{Y|N}

この場合、Yまたは Nは、dbstartおよび dbshutスクリプトを実行するかどうかを示し
ます。Oracle Database Configuration Assistantは、作成したそれぞれのデータベースに対し
てエントリを自動的に追加します。

必要な必要な必要な必要な Oracleパッチを適用するパッチを適用するパッチを適用するパッチを適用する
このマニュアルが添付されている Oracle8iリリースには、Oracle8iまたは他の製品に適用す
る必要のあるパッチが提供されている場合があります。パッチは、Oracle8i リリース 8.1.7 
CD-ROMの cd_rom_mount_point/patchディレクトリにあります。 インストールの説明
は、それぞれのパッチに提供されている READMEファイルを参照してください。

初期化パラメータを設定する初期化パラメータを設定する初期化パラメータを設定する初期化パラメータを設定する
初期化パラメータを変更することによって、ご使用のシステムを構成またはチューニングし
て、パフォーマンスを最適化できます。デフォルトの initsid.oraファイルは、配布から
$ORACLE_BASE/admin/sid/pfileディレクトリにコピーされています。テンプレートの
init.oraファイルは、$ORACLE_HOME/dbsにも含まれています。そのファイルには、
小、中、大規模のデータベースの設定、および中、大規模のデータベースについてのコメン
トが含まれています。サイズの設定には相互関係がありますが、データベースの実際のサイ
ズを示しているものではありません。

initsid.oraファイルのパラメータの変更ファイルのパラメータの変更ファイルのパラメータの変更ファイルのパラメータの変更
Oracle Database Configuration Assistantを使用して、通常の初期データベースを作成する
と、initsid.oraファイルのパラメータは自動的に設定されます。initsid.oraファイ
ルの初期化パラメータは、UNIXテキスト・エディタで変更できます。変更した
initsid.oraファイルは、データベースを停止して再起動するとアクティブになります。 

起動時にエラーが発生する場合があるため、パラメータ・ファイルの ORACLE_HOMEに
は、疑問符（?）などの記号文字を使用しないでください。 

データベース起動時に、ロールバック・セグメントを自動的にオンラインにするには、
initsid.oraファイルの rollback_segmentsコメントを解除する必要があります。

次に変更例を示します。

#rollback_segments = (r0, r1, r2, r3)
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この行を次のように変更します。

rollback_segments = (r0, r1, r2, r3)

Oracle製品のインストール後のタスク製品のインストール後のタスク製品のインストール後のタスク製品のインストール後のタスク
必要に応じて、インストールに対して製品固有のタスクを行います。すべての製品にインス
トール後の設定が必要なわけではありません。

Oracle製品を構成する前にオンライン・ドキュメントを参照する方法については、4-29ペー
ジの「Oracleソフトウェアの削除」を参照してください。このマニュアルで説明している構
成タスクを完了するために、製品ドキュメントを読む必要はありません。ただし、高度な
チューニングを実行する場合は、製品ドキュメントの情報が必要になります。

次の製品には、インストール後のタスクを行います。

� マルチスレッド・サーバー

� Net8

� Oracle Configuration Assistant

� Oracle Enterprise Manager

� Oracle Internet Directory

� Oracleオプション

� Oracle Parallel Server Management

� Oracleプリコンパイラ

� Oracle Supported Protocol

� Recovery Manager

マルチスレッド・サーバーマルチスレッド・サーバーマルチスレッド・サーバーマルチスレッド・サーバー
マルチスレッド・サーバーで構成された Oracle Serverでは、初期化パラメータ
SHARED_POOL_SIZEの設定を大きくするか、または LARGE_POOL_SIZEを使用するカス
タム構成にする必要があります。Oracle Universal Installerを使用してサーバーをインス
トールした場合、SHARED_POOL_SIZEの値は Oracle Database Configuration Assistantに
よって自動的に設定されます。 ただし、手動でデータベースを作成した場合は、
initsid.oraファイルの SHARED_POOL_SIZEを大きくする必要があります。通常、予
想される同時ユーザーごとに 1KBずつ追加してください。 

参照参照参照参照 : initsid.oraパラメータ、チューニングおよび初期化パラメー
タの構成については、『Oracle8i for Sun SPARC Solaris管理者リファレン
ス』を参照してください。
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Net8
Net8の基本的な構成は、Net8のインストール中に Oracle Universal Installerが起動する
Net8 Configuration Assistantによって行われます。 インストールで Net8 Configuration 
Assistantが行う構成については、2-20ページの「Net8構成の理解」を参照してください。 
スタンドアロンのツールとして Net8 Configuration Assistantを実行する方法については、
4-14ページの「Net8 Configuration Assistant」を参照してください。

次の手順で、初期構成を検証し完了します。 

1. rootとしてログインし、/etc/servicesファイルに次のように入力して、Net8リス
ナーのポートを予約します。

listener_name 1521/tcp             #Net8 listener

2. 次のコマンドを使用して、インストール後のリスナーの状態を確認します。

$ lsnrctl status [listener_name]

リスナーがデフォルト（listener）以外の名前である場合は、listener_name
フィールドの指定が必要です。

リスナーが停止している場合は、次のコマンドでリスナーを起動します。

$ lsnrctl start listener_name

3. 必要な場合は、リモート・システムに Oracleクライアント・ソフトウェアのインス
トールおよび構成を行い、サーバーへの接続をテストするために SQL*Plusを起動しま
す。

$ sqlplus username/password@net_service_name

SQL*Plusでサーバーに正常に接続できれば、TCP/IPを介したネットワーク接続が確立でき
ました。 

参照参照参照参照 : マルチスレッド・サーバー構成の詳細は、『Oracle8iパフォーマン
スのための設計およびチューニング』を参照してください。

注意注意注意注意 : 1521はデフォルトのポートです。Net8リスナーの構成で別のポー
トを選択した場合は、/etc/servicesファイルにそのポートを指定して
ください。

参照参照参照参照 : Oracleネットワークの構成の詳細は、『Oracle8i Net8管理者ガイ
ド』を参照してください。
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Oracle Configuration Assistant
この項では、次の Oracle Configuration Assistantについて説明します。

� Net8 Configuration Assistant

� Oracle Data Migration Assistant

� Oracle Database Configuration Assistant

� Oracle Enterprise Manager Configuration Assistant

これらの Configuration Assistantは、通常インストール・セッション中に実行されますが、
スタンドアロン・モードで実行することもできます。Oracle Universal Installerと同様に、
これらの Assistantもレスポンス・ファイルを使用して非問合せの実行ができます。 
Configuration Assistantでレスポンス・ファイルを使用する方法については、3-35ページの
「非問合せモード（サイレント・モード）でのインストールおよび構成」を参照してくださ
い。

Net8 Configuration Assistant
Net8 Serverまたは Net8 Clientがインストールされている場合、Net8 Configuration 
Assistantは Oracle Universal Installerから自動的に起動されます。 

インストール中またはインストール後に、Oracle Database Configuration Assistantを使用し
てデータベースを作成する場合、この AssistantはNet8構成を自動的に更新し、新しいデー
タベースに必要な構成情報を設定します。Oracle Database Configuration Assistantは、この
データベースをサポートされているディレクトリ・サービスに登録してクライアントがその
ディレクトリをデータベースの接続で使用できるようにするか、または、ローカル・ネーミ
ング・ファイル（tnsnames.ora）にエントリを作成してデータベースに接続するクライア
ント・マシンに配布できるようにします。

Oracle8i Clientインストールを別に行った場合、Net8 Configuration Assistantは、インス
トール中に選択した項目に一致するプロファイルを自動的に作成します。 InstallerはNet8 
Configuration Assistantを自動的に実行して、クライアント・インストールの
$ORACLE_HOME/network/adminディレクトリにあるローカル・ネーミング・ファイルに、
ネット・サービス名を設定します。

インストール終了後に、Net8 Configuration Assistantで次のコマンドを使用して、より詳細
に構成することができます。

$ netasst

参照参照参照参照 : インストールでNet8 Configuration Assistantが行う構成について
は、2-20ページの「Net8構成の理解」を参照してください。 

Net8の使用および構成の詳細は、『Oracle8i Net8 管理者ガイド』を参照し
てください。
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Oracle Data Migration Assistant
以前のソフトウェア・リリースで作成した既存のデータベースを使用するために Oracle8iを
インストールし、インストール中にアップグレードまたは移行を行っていない場合は、マウ
ントする前にデータベースをアップグレードまたは移行する必要があります。

Oracle Database Configuration Assistant
Oracle Database Configuration Assistantは、デフォルトまたはカスタマイズされたデータ
ベースの作成、または Oracleオプションを使用するための既存データベースの構成に使用
できます。 この Assistantは、データベースを作成できます。また、調査および修正可能な
シェル・スクリプトおよび SQLスクリプトを出力し、後で実行することもできます。 Oracle 
Database Configuration Assistantを使用してインストールできるデータベースのタイプにつ
いては、2-24ページの「データベース環境の識別」を参照してください。

次のコマンドで Oracle Database Configuration Assistantを起動します。

$ dbassist

Oracle Database Configuration Assistantのヘルプを見るには、dbassistのコマンドライ
ン・パラメータ -helpまたは -hを指定します。

$ dbassist -help

データベースの作成、アップグレードまたは移行後、UTLRP.SQLスクリプトを実行するこ
とをお薦めします。 このスクリプトはパッケージ、プロシージャ、タイプなどを含む
INVALID状態のすべての PL/SQLモジュールを再コンパイルします。 この手順はオプショ
ンですが、行うことをお薦めします。この手順を実行すると、再コンパイルはインストール
後ではなくインストール中に行われます。

1. SQL*Plusを起動します。

$ SQLPLUS

2. SYSアカウントでデータベースに接続します。

SQL> CONNECT SYS/PASSWORD AS SYSDBA

インストール後に変更されていない場合、PASSWORDはデフォルトで
CHANGE_ON_INSTALLです。

参照参照参照参照 : データベースを移行する手順についての詳細は、『Oracle8i移行ガ
イド』を参照してください。

注意注意注意注意 : UTLRP.SQLスクリプトの実行中は、データベース上で他のデータ
DDL文を実行しないでください。また、STANDARDおよび
DBMS_STANDARDパッケージは、有効になっている必要があります。
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Oracle製品のインストール後のタスク
3. 必要に応じて、データベースを起動します。

SQL> STARTUP

UTLRP.SQLスクリプトを実行します。

SQL> @ORACLE_BASE\ORACLE_HOME\RDBMS\ADMIN\UTLRP.SQL

Oracle Enterprise Manager Configuration Assistant
Oracle Enterprise Manager Configuration Assistantは、Oracle Enterprise Managerリポジト
リを作成、構成、削除またはアップグレードするためのツールです。

Oracle Enterprise Manager
インストール時に Oracle8i Management and Integrationを選択した場合、もしくは Custom
インストールまたは Custom Management Infrastructure タイプを使用して Oracle 
Management Serverをインストールした場合、インストールの最後に Oracle Enterprise 
Manager Configuration Assistantが自動的に起動されるので、リポジトリを構成してくださ
い。 それ以外のインストール・タイプで Oracle Enterprise Managerをインストールした場合
は、インストールの最後に Oracle Enterprise Manager Configuration Assistantは起動されま
せん。 

リポジトリの作成、構成、アップグレードまたは削除が必要な場合は、インストール後に、
Oracle Enterprise Manager Configuration Assistantを手動で起動します。Oracle Enterprise 
Manager Configuration Assistantをスタンドアロンのツールとして実行する場合は、4-16
ページの「Oracle Enterprise Manager Configuration Assistant」を参照してください。

Oracle Internet Directory
インストール後に、次のタスクを実行します。

1. インストール後、すぐに cryptupgrd.shを実行します。 このスクリプトは
$ORACLE_HOME/ldap/binにあります。

参照参照参照参照 : Oracle Enterprise Manager Configuration Assistantの詳細につい
ては、『Oracle Enterprise Manager構成ガイド』を参照してください。

参照参照参照参照 : Oracle Enterprise Managerのインストール後の手順の詳細は、
『Oracle Enterprise Manager構成ガイド』を参照してください。

参照参照参照参照 : 詳細は、『Oracle Internet Directory管理者ガイド』を参照してく
ださい。 
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Oracleオプションオプションオプションオプション

Oracleオプション用のデータベースの構成オプション用のデータベースの構成オプション用のデータベースの構成オプション用のデータベースの構成
初回のインストール後に Oracleオプションを追加インストールする場合は、Oracle 
Database Configuration Assistantを使用して、インストールするオプション用のデータベー
スを構成します。

1. 次の位置にある dbassistを実行して、Oracle Database Configuration Assistantを起
動します。

$ORACLE_HOME/bin/dbassist

2. 「Modify Database」を選択します。

3. Oracle Database Configuration Assistantによって検出された一覧から適切なデータベー
スの SIDを選択します。変更するデータベースは、すでに起動されている必要がありま
す。

4. 一覧から使用するオプションを選択し、「Finish」ボタンをクリックします。

すべてのオプションおよびパッケージの実行権限は、PUBLICに与えられます。

Oracle interMedia
Oracle interMedia Textをインストールする場合は、データ・ディクショナリとして使用で
きるディスク領域が 10MB以上あることを確認します。

interMedia Text用に、環境変数 LD_LIBRARY_PATHには、$ORACLE_HOME/ctx/libを
含めて設定します。

データベースには、interMedia Textデータ固有の表領域を含める必要があります。Oracle 
interMedia Textのデフォルトおよび一時表領域として使用できる表領域があることを確認し
ます。Oracle interMedia Textは、デフォルトおよび一時表領域として DRSYS表領域を使用
します。Oracle interMedia Textとして使用できる表領域がない場合、または DRSYS表領域
を使用しない場合は、作業を進める前にその他の表領域を作成します。

注意注意注意注意 : 以前のリリースの ConText Cartridgeから Oracle interMedia Text 
8.1へのアップグレードはありません。ただし、手動で移行することはで
きます。手動で移行する手順の詳細は、『Oracle8i interMedia Text 移行ガ
イド』を参照してください。
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Oracle Parallel Server Management
1. マシンを再起動する際に Oracle Parallel Server Communication Daemonを自動的に起
動するには、rootユーザーでログインし、/etc/init.d/dboraシステム起動ファイ
ルに次の行を追加します。

su - oracle -c "opsd log=/tmp/opsd.log"

このエントリはオプションです。デフォルト・エントリは次のとおりです。

/tmp/opsdlog

2. 次のように入力して、クラスタ内にあるすべてのノードのノード番号を決めます。

$ORACLE_HOME/bin/lsnodes -n

3. Oracle Parallel Serverの構成ファイル $ORACLE_HOME/ops/opsname.confを作成し
て、各ノードにインストールします。

このファイルには、Oracle Parallel Serverインスタンスの構成および関連サービスを記
述するパラメータが含まれています。 

Oracleプリコンパイラプリコンパイラプリコンパイラプリコンパイラ

プリコンパイラ構成ファイルの位置プリコンパイラ構成ファイルの位置プリコンパイラ構成ファイルの位置プリコンパイラ構成ファイルの位置
すべてのプリコンパイラ構成ファイルは次の位置にあります。

$ORACLE_HOME/precomp/admin

参照参照参照参照 : 表領域作成の詳細は、『Oracle8i SQL リファレンス』を参照してく
ださい。

注意注意注意注意 : 次の 2つの手順は、Oracle Database Configuration Assistantを使
用してデータベースを作成する場合には必要ありません。

参照参照参照参照 : 詳細は、『Oracle8i Parallel Serverセットアップおよび構成ガイド』
を参照してください。

注意注意注意注意 : 埋込み PL/SQLを変換するために、Oracle8iとは関係なく Oracle
プリコンパイラを使用しないでください。
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Pro*C/C++
構成ファイル pcscfg.cfgは、Pro*C/C++を使用する前にご使用の環境に合わせてカスタ
マイズする必要があります。空のファイルとしてインストールされ、ご使用のサイト固有の
要件に応じてテキスト・エディタを使用して構成できます。

Pro*COBOL
構成ファイル pcbcfg.cfgは、空のファイルとしてインストールされ、ご使用のサイト固
有の要件に応じてテキスト・エディタを使用して構成できます。

Pro*FORTRAN
構成ファイル pccfor.cfgは、空のファイルとしてインストールされ、ご使用のサイト固
有の要件に応じてテキスト・エディタを使用して構成できます。

SQL*Module Ada
構成ファイル pmscfg.cfgは、空のファイルとしてインストールされ、ご使用のサイト固
有の要件に応じてテキスト・エディタを使用して構成できます。 

Oracle Supported Protocol
プロコトルをインストールした後、次のタスクを行います。

参照参照参照参照 : pcscfg.cfgファイルの構成方法については、『Oracle8i 
Pro*C/C++プリコンパイラ・プログラマーズ・ガイド』を参照してくだ
さい。

参照参照参照参照 : pcbcfg.cfgファイルの構成方法については、『Oracle8i 
Pro*COBOLプリコンパイラ・プログラマーズ・ガイド』を参照してくだ
さい。

参照参照参照参照 : pccfor.cfgファイルの構成方法については、FORTRAN77のド
キュメントを参照してください。

参照参照参照参照 : pmscfg.cfgファイルの構成方法については、『Programmer's 
Guide to SQL*Module for Ada』を参照してください。

注意注意注意注意 : 環境変数 TNS_ADMINが設定されていない場合、または
listener.oraがデフォルト位置（/var/opt/oracleまたは
$ORACLE_HOME/network/admin）にない場合、この操作はできません。
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1. ネットワークに必要な構成ファイルを作成およびインストールしたことを確認します。

2. マシンを再起動する際にリスナーを自動的に起動するには、rootユーザーでログイン
し、/etc/init.d/dboraシステム起動ファイルに次の行を追加します。

su - oracle -c "lsnrctl start"

3. クライアント /サーバー構成の場合は、クライアント・マシンの環境変数 TWO_TASK
をサーバーのサービス名に設定してください（tnsnames.oraファイルで設定できま
す）。 環境変数の設定については、4-6ページの「環境変数を設定する」を参照してくだ
さい。

4. 次のように入力して、サーバーのリスナーを起動します。

$ lsnrctl start

5. 次のように入力して、リスナー・プロセスを確認します。

$ lsnrctl status

6. 接続をテストするには、Oracleユーザーとしてログインし、次のように入力して
SQL*Plusを起動します。

$ sqlplus username/password@service_name

Recovery Manager
Recovery Managerは、Oracle8iの一部としてインストールされる、自動化されたリカバリ・
ユーティリティです。このユーティリティでは、別の Oracle8iデータベースのリカバリ・カ
タログに情報を格納します。最大フォルト・レジスタンスを提供するために、この 2番目の
Oracle8iを別のマシンにインストールしてください。

リカバリ・カタログは、次の手順で作成します。

1. すでに Oracle8iがインストールされているシステムは別のマシンに Oracle8iをインス
トールし、リカバリ・カタログのデータベースを作成します。

カスタム・スクリプトを書き込まずにデータベースを作成する場合は、Oracle Database 
Configuration Assistantで標準の構成済データベースを作成します。このデフォルトの
データベースは、リカバリ・カタログに適しています。

2. リカバリ・カタログ・データベースに、RECOVERY_CATALOG_OWNERになるユーザー
を作成します。

注意注意注意注意 : 2番目の Oracle8iデータベースをインストールおよび管理できな
い場合は、Recovery Managerをリカバリ・カタログなしの制限モードで
も使用できます。
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インストールした初期データベースの内容の確認
3. RECOVERY_CATALOG_OWNERとして、Oracle Recovery Managerのプロンプトで
createCatalogコマンドを実行します。

Secure Socket Layer
Secure Socket Layerがすでにインストールされている場合、Net8 Configuration Assistantを
実行して、ご使用のシステム用に構成する必要があります。

インストールした初期データベースの内容の確認インストールした初期データベースの内容の確認インストールした初期データベースの内容の確認インストールした初期データベースの内容の確認

ユーザー名およびパスワードユーザー名およびパスワードユーザー名およびパスワードユーザー名およびパスワード
この項では、初期データベースに含まれるユーザー名およびパスワードについて説明しま
す。 次の表にあるユーザー名 SYS、SYSTEMおよび DBSNMPおよび別名パスワード
INTERNALは、Oracle Database Configuration Assistantによって作成されたすべてのデー
タベースに自動的に含まれます。 

参照参照参照参照 : Recovery Managerの詳細は、『Oracle8i バックアップおよびリカ
バリ・ガイド』を参照してください。

参照参照参照参照 : Secure Socket Layerの詳細は、Oracle8i関連マニュアル・セット
の『Oracle8i Advanced Security管理者ガイド』の「Secure Socket Layer
認証の構成」を参照してください。

ユーザー名ユーザー名ユーザー名ユーザー名 パスワードパスワードパスワードパスワード 説明説明説明説明 参照参照参照参照

CTXSYS   CTXSYS CTXSYSは、CONNECT、DBAおよび RESOURCE
データベース・ロールを持つ Oracle interMedia Text
のユーザー名です。 

『Oracle8i interMedia Text
リファレンス』

DBSNMP DBSNMP DBSNMPには、CONNECT、RESOURCEおよび
SNMPAGENTデータベース・ロールが含まれます。 
このロールおよびユーザーを削除する場合は、
catnsnmp.sqlを実行してください。 

『Oracle Intelligent Agent
ユーザーズ・ガイド』
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INTERNAL ORACLE INTERNALは、データベースの起動および停止を含
むデータベース管理タスクを行うときに使用します。

注意注意注意注意 : INTERNALはユーザー名ではなく、SYSの
ユーザー名（後述の SYSを参照）および SYSDBA権
限の別名です。

Oracle8iデータベースをインストールしていないユー
ザーに対してのみパスワードが必要です。 Oracle8i
データベースをインストールしているユーザーには、
INTERNALとして接続するときにパスワードを入力
するプロンプトは表示されません。

『Oracle8i管理者ガイド』

MDSYS MDSYS MDSYSは、Oracle Spatialおよび interMedia Audio、
Video、Locatorおよび Imageの管理者のユーザー名
です。

『Oracle8i Spatialユーザー
ズ・ガイドおよびリファ
レンス』 

『Oracle8i interMedia 
Locatorユーザーズ・ガイ
ドおよびリファレンス』 

MTSSYS MTSSYS MTSSYSは、Oracle Service for MTSを実行する場合
のユーザー名です。

『Using Microsoft 
Transaction Server With 
Oracle8』

ORDPLUGINS ORDPLUGINS ORDPLUGINSは、CONNECTおよび RESOURCE
ロールを持つ Oracle interMedia Audioおよび Video
のユーザー名です。 ORDPLUGINSは、あるセッショ
ンに対してシステム固有でないプラグイン形式を許
可します。

『Oracle8i interMedia 
Audio,Image,Videoユー
ザーズ・ガイドおよびリ
ファレンス』

ORDSYS ORDSYS ORDSYSは、CONNECT、JAVAUSERPRIVおよび
RESOURCEデータベース・ロールを持つ Oracle 
interMedia Audio、Video、Locatorおよび Imageの
ユーザー名であり、Oracle Time Seriesおよび Oracle 
Visual Information Retrievalの管理者のユーザー名で
もあります。 

『Oracle8i Time Seriesユー
ザーズ・ガイド』

『Oracle8i Visual 
Information Retrieval 
User's Guide and 
Reference』

『Oracle8i interMedia 
Audio,Image,Videoユー
ザーズ・ガイドおよびリ
ファレンス』

ユーザー名ユーザー名ユーザー名ユーザー名 パスワードパスワードパスワードパスワード 説明説明説明説明 参照参照参照参照
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OUTLN OUTLN OUTINには CONNECTおよび RESOURCEデータ
ベース・ロールが含まれ、プラン・スタビリティを
サポートしています。 プラン・スタビリティを使用す
ると、同じ SQL文に対する同じ実行計画をメンテナ
ンスできるようになります。 OUTINは、ストアド・
アウトラインに対応付けられたメタデータを集中管
理する場所として動作します。

『Oracle8i概要』 

『Oracle8iパフォーマンス
のための設計および
チューニング』

SYS CHANGE_ON_
INSTALL

SYSはデータベース管理タスクを行うときに使用しま
す。 SYSには、次のデータベース・ロールが含まれま
す。

AQ_ADMINISTRATOR_ROLE 
AQ_USER_ROLE 
CONNECT
CTXAPP
DBA 
DELETE_CATALOG_ROLE
EXECUTE_CATALOG_ROLE
EXP_FULL_DATABASE
HS_ADMIN_ROLE
IMP_FULL_DATABASE
JAVA_ADMIN
JAVADEBUGPRIV
JAVAIDPRIV
JAVAUSERPRIV
OEM_MONITOR
RECOVERY_CATALOG_OWNER
RESOURCE
SELECT_CATALOG_ROLE
SNMPAGENT
TIMESERIES_DBA
TIMESERIES_DEVELOPER

『Oracle8i管理者ガイド』

SYSTEM MANAGER SYSTEMはデータベース管理タスクを行うときに使
用します。 SYSTEMには、
AQ_ADMINISTRATOR_ROLEおよび DBAデータ
ベース・ロールが含まれます。

『Oracle8i管理者ガイド』

SCOTT TIGER SCOTTには、CONNECTおよび RESOURCEデータ
ベース・ロールが含まれます。

『Oracle8i管理者ガイド』

ユーザー名ユーザー名ユーザー名ユーザー名 パスワードパスワードパスワードパスワード 説明説明説明説明 参照参照参照参照
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データベースの識別データベースの識別データベースの識別データベースの識別
Oracle8iデータベースは、データベース名およびデータベースがあるネットワーク・ドメイ
ンで構成されるグローバル・データベース名によって識別されます。 グローバル・データ
ベース名は、あるデータベースを同じネットワーク・ドメインにある他のデータベースと一
意に区別します。 Oracle8iデータベースのインストール時に表示される「Database 
Identification」ウィンドウでグローバル・データベース名を作成します。 グローバル・デー
タベース名の形式は次のとおりです。 

database_name.database_domain

次に例を示します。 

sales.us.acme.com 

DB_NAMEパラメータ（値は sales）および DB_DOMAINパラメータ（値は us.acme.com）
を組み合せて、init.oraファイルの SERVICE_NAMESパラメータ（値は 
sales.us.acme.com）に割り当てられるグローバル・データベース名の値を作成します。

システム識別子（SID）は、データベースを参照する特定の Oracle8iインスタンスを識別し
ます。 SIDは、あるデータベースを同じコンピュータ上にある他のデータベースと一意に識
別します。 複数の Oracleホームによって、単一コンピュータ上で複数のアクティブな Oracle
データベースを持つことが可能になります。 各データベースには一意の SIDおよびデータ
ベース名が必要です。 

SID名は、「Database Identification」ウィンドウでデータベース名に入力した値です。これ
は変更可能です。 SID名は、64文字以下のアルファベットで表します。 

たとえば、Oracleデータベースの SIDおよびデータベース名が ORCLの場合、各データ
ベース・ファイルは $ORACLE_BASE/oradata/ORCL ディレクトリにあり、初期化パラ
メータ・ファイルは $ORACLE_BASE/admin/ORCL/pfile ディレクトリにあります。 
ORCLディレクトリは DB_NAMEパラメータの値を継承します。

要素要素要素要素 説明説明説明説明

sales データベース名です。 データベース名は 8文字以下で設定し、アルファベッ
ト、数字およびその他の文字を含めることができます。 また、データベース名
は、init.oraファイルの DB_NAMEパラメータにも割り当てられます。

us.acme.com データベースがあるネットワーク・ドメインです。グローバル・データベース
名を一意にします。 ドメインは 128文字以下で設定し、アルファベット、数
字、ピリオド（.）およびその他の文字を含めることができます。 また、ドメイ
ン名は、init.oraファイルの DB_DOMAINパラメータにも割り当てられま
す。
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表領域およびデータ・ファイル表領域およびデータ・ファイル表領域およびデータ・ファイル表領域およびデータ・ファイル
Oracle8iデータベースは、表領域と呼ばれる小さい論理領域に分割されています。 各表領域
は、1つ以上の物理データ・ファイルに対応しています。 データ・ファイルは、表や索引な
どの論理データベース構造で構成されています。 データ・ファイルに関連付けられる表領域
およびデータベースは 1つのみです。

Oracle8iデータベースの表領域は、次のデータ・ファイルを含みます。これらのデータ・
ファイルは、$ORACLE_BASE/oradata/<db_name> ディレクトリにあります。

注意注意注意注意 : Oracle Database Configuration Assistantで別の名前を指定しな
かった場合は、次の表で説明する表領域およびデータ・ファイルも自動的
に Customデータベースに含まれます。

表領域表領域表領域表領域 データ・ファイルデータ・ファイルデータ・ファイルデータ・ファイル 説明説明説明説明

SYSTEM system01.dbf Oracleデータベースが必要とする表、ビューおよびストア
ド・プロシージャの定義を含むデータ・ディクショナリを
含みます。 この領域にある情報は自動的にメンテナンスされ
ます。 SYSTEM表領域は、すべての Oracleデータベースに
存在します。

USERS users01.dbf アプリケーション・データを含みます。 データを作成し表に
挿入する場合は、この領域にデータを入力してください。

TEMP temp01.dbf SQL文の処理で作成された一時表または索引（あるいはそ
の両方）を含みます。 非常に大規模な表に対する
ANALYZE COMPUTE STATISTICSや構造体 GROUP BY、
ORDER BYまたは DISTINCTなど、多数のソートを行う
SQL文を実行する場合は、この表領域は拡張する必要があ
る場合があります。

RBS rbs01.dbf 正常に終了しなかったロールバック・トランザクションを
含みます。 長時間の実行または高いデータ・ボリュームのト
ランザクションを実行する場合、この表領域を拡張する必
要がある場合があります。

INDX indx01.dbf USERS表領域にあるデータに関連付けられた索引を含みま
す。

DRSYS dr01.dbf Oracle interMedia Textに関連するスキーマ・オブジェクト
を含みます。

TOOLS tools01.dbf 何も含みません。 このデータ・ファイルは、ユーザーがサー
ド・パーティまたは Oracleのツールまたは製品のインス
トール時に使用するために作成されます。
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インストールした初期データベースの内容の確認
初期化パラメータ・ファイル初期化パラメータ・ファイル初期化パラメータ・ファイル初期化パラメータ・ファイル
初期データベースは $ORACLE_BASE/admin/<db_name>/pfileディレクトリにある 1つ
のデータベース初期化パラメータ・ファイルを含みます。

REDOログ・ファイルログ・ファイルログ・ファイルログ・ファイル
初期データベースには、次の表に示す 3つの REDOログ・ファイルが含まれます。これら
は、$ORACLE_BASE/oradata/<db_name>ディレクトリにあります。

注意注意注意注意 : Oracle Enterprise Manager Configuration Assistantの実行中に新
しいリポジトリを作成し、デフォルトの設定を受け入れると、
OEM_REPOSITORYという表領域および oem_repository.ora という
データ・ファイルも作成されます。

参照参照参照参照 :

� 『Oracle8i概要』の「表領域とデータ・ファイル」の章を参照してくだ
さい。 

� 『Oracle8i管理者ガイド』の「表領域の管理」および「データ・ファイ
ルの管理」の章を参照してください。

初期化パラメータ・ファイル初期化パラメータ・ファイル初期化パラメータ・ファイル初期化パラメータ・ファイル 説明説明説明説明

init.ora 起動するインスタンスにパラメータ・ファイル
init.oraが存在する必要があります。 パラメータ・
ファイルは、インスタンス構成パラメータのリストを含
むテキスト・ファイルです。 初期データベース
init.oraファイルには、構成済パラメータが含まれて
います。 初期データベースを使用する場合に、このファ
イルを編集する必要はありません。

参照参照参照参照 : Oracle8iデータベース固有の初期化パラメータおよびそれらのデ
フォルト値については、『Oracle8i管理者ガイド』および『Oracle8iリ
ファレンス・マニュアル』を参照してください。

注意注意注意注意 : REDOログ redo01.log、redo02.logおよび redo03.logも
自動的に Customデータベースに含まれます。
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インストールした初期データベースの内容の確認
制御ファイル制御ファイル制御ファイル制御ファイル
初期データベースには、次の表に示す 3つの制御ファイルが含まれます。これらは、
$ORACLE_BASE/oradata/<db_name> ディレクトリにあります。 

REDOログ・ファイルログ・ファイルログ・ファイルログ・ファイル ディスク・サイズディスク・サイズディスク・サイズディスク・サイズ 説明説明説明説明

redo01.log

redo02.log

redo03.log

1MB

1MB

1MB

REDOログ・ファイルは、データベース・
バッファ・キャッシュのデータに対して行わ
れたすべての変更についての記録を保持しま
す。 インスタンス障害が発生した場合は、
REDOログ・ファイルを使用して、メモリー
にある変更データをリカバリします。

REDOログ・ファイルは循環方式で使用され
ます。 たとえば、オンライン REDOログが 3
つのファイルで構成されている場合は、1番目
のファイル、2番目のファイル、3番目のファ
イルの順に記録されます。 その後、1番目の
ファイルが再使用され、次に 2番目のファイ
ルというように続きます。 

参照参照参照参照 : 『Oracle8i バックアップおよびリカバリ・ガイド』を参照してくだ
さい。

制御ファイル制御ファイル制御ファイル制御ファイル 説明説明説明説明

control01.ctl

control02.ctl

control03.ctl

制御ファイルは、データベースの起動および実行に必要な管
理ファイルです。 制御ファイルは、データベースの物理構造
を記録します。 たとえば、制御ファイルは、データベース名、
およびデータベースのデータ・ファイルおよび REDOログ・
ファイルの名前および位置を含みます。

注意注意注意注意 : control01.ctl、control02.ctlおよび control03.ctl
ファイルも自動的に Customデータベースに含まれます。 各データベース
について、（別々の物理ドライブに）3つ以上の制御ファイルを持つことを
お薦めします。また、各制御ファイルをリストするように
CONTROL_FILES初期化パラメータを設定することをお薦めします。 

参照参照参照参照 : この初期化パラメータの値の設定については、『Oracle8i管理者ガ
イド』を参照してください。
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インストールした初期データベースの内容の確認
ロールバック・セグメントロールバック・セグメントロールバック・セグメントロールバック・セグメント 
ロールバック・セグメントは、（コミットが実行されたかどうかにかかわらず）各トランザ
クションで変更されたデータの変更前の値を記録します。 すべてのデータベースは、1つ以
上のロールバック・セグメントを含みます。これは、トランザクションがロールバックされ
るときに、トランザクションの動作を記録するデータベースの一部です。 ロールバック・セ
グメントを使用することによって、読取り一貫性が提供され、トランザクションのロール
バックおよびデータベースのリカバリが行われます。

初期データベースには、次の表に示すロールバック・セグメントが含まれます。

データ・ディクショナリデータ・ディクショナリデータ・ディクショナリデータ・ディクショナリ
データ・ディクショナリは、データベース、データベース構造およびそのユーザーに関する
参照情報を含む表およびビューの保護付きコレクションです。 ディクショナリには、次の
データが格納されます。

� Oracleデータベースのユーザー名

� 各ユーザーに付与された権限およびロール

� スキーマ・オブジェクト（表、ビュー、スナップショット、索引、クラスタ、シノニ
ム、順序、プロシージャ、ファンクション、パッケージなど）の名前および定義

� 整合性制約

� データベース・オブジェクトの領域割当て

� 誰がオブジェクトへのアクセスまたは更新を行ったかなどの監査情報

ロールバック・ロールバック・ロールバック・ロールバック・
セグメントセグメントセグメントセグメント

含まれる表領域含まれる表領域含まれる表領域含まれる表領域 使用するユーザー使用するユーザー使用するユーザー使用するユーザー

SYSTEM SYSTEM SYS

RB_TEMP SYSTEM（プライベート） SYS

RB1～ RB16 RBS PUBLIC（ロールバック・セグメント
を必要とするすべてのインスタンス
が使用できるロールバック・セグメ
ントのプール）

参照参照参照参照 : データ・ディクショナリについては、『Oracle8i概要』および
『Oracle8iリファレンス・マニュアル』を参照してください。
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Oracleソフトウェアの削除
Oracleソフトウェアの削除ソフトウェアの削除ソフトウェアの削除ソフトウェアの削除
Oracleソフトウェアを完全に削除するには、インストールしたすべてのデータベースを
Oracle Database Configuration Assistantを使用して削除し、Net8 Configuration Assistant
を使用して Net8をすべて削除する必要があります。 いずれの Assistantも、Installerで
Oracleソフトウェアを完全に削除する前に実行する必要があります。 Oracle Internet 
Directoryを削除する前に、Oracle Internet Directory Control Utilityおよび Oracle Internet 
Directory Monitorを停止する必要があります。 また、削除を行う前に、Apacheアカウント
のプライマリ GIDは oraInventoryを所有するグループに変更する必要があります。
Oracleソフトウェアを部分削除する場合は、Oracle Database Configuration Assistantまた
は Net8 Configuration Assistantを実行する必要はありません。

削除前の削除前の削除前の削除前の Apacheアカウントアカウントアカウントアカウント GIDの変更の変更の変更の変更
1. rootユーザーとしてログインします。

2. Apacheアカウントのプライマリ GIDグループを Apacheアカウント・グループから
oraInventoryの所有権を持つグループ（通常、oinstall）に変更します。

3. rootユーザーをログオフします。

Oracle Database Configuration Assistantを使用したを使用したを使用したを使用した Oracleデータベースの削除データベースの削除データベースの削除データベースの削除
1. Oracle Database Configuration Assistantを起動します。

$ dbassist

2. 初期画面で「Delete a Database」を選択します。

3. 「Next」をクリックします。

4. 削除するデータベースのインスタンスを選択します。

5. 「Finish」をクリックします。表示されるウィンドウで、データベースを削除することを
確認します。

一度に削除できるデータベースは 1つのみです。そのため、各データベースに対してこれら
の手順を繰り返して削除する必要があります。

Oracle Database Configuration Assistantの実行後、削除するノード上で、コマンドラインに
/deinstパラメータを指定して Net8 Configuration Assistantを起動します。

$ netca /deinst
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Oracleソフトウェアの削除
Oracle Internet Directoryの削除の削除の削除の削除
次のようにして、Oracle Internet Directory Servicesを削除します。

1. 次のコマンドで、Oracle Internet Directory Serverを停止します。

$ oidctl connect=<net_service_name> server=oidldapd 
instance=<server_instance_number> stop

<net_service_name> は、Oracle Internet Directory Serverへのネットワーク接続で
す。また、<server_instance_number>は、インスタンス番号です。この番号は、
Oracle Directory Managerの「Server List」タブに表示されます。

2. 次のコマンドで、Oracle Internet Directory Monitorを停止します。

$ oidmon stop

� Oracle Internet Directoryを使用して構成したOracle8iデータベースの削除について
は、「Oracle Database Configuration Assistantを使用した Oracleデータベースの削
除」の手順に従ってください。

Oracle Universal Installerを使用したを使用したを使用したを使用した Oracle Softwareの削除の削除の削除の削除
1. 3-2ページの「Oracle Universal Installer」の手順に従って、Installerを起動します。

2. 「Welcome」ダイアログ・ボックスで「De-install Products」ボタンをクリックするか、
Installer 画面で「Installed Products...」ボタンをクリックします。「Inventory」ダイア
ログ・ボックスが表示され、インストールされている製品が一覧表示されます。

3. 「Inventory」ダイアログ・ボックスで削除する製品を選択し、「Remove」ボタンをク
リックします。

参照参照参照参照 : 詳細は、『Oracle Internet Directory管理者ガイド』を参照してく
ださい。 
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                                                            Oracle8
A

Oracle8i 製品製品製品製品

この付録では、Oracle8i リリース 8.1.7に含まれる次の製品について説明します。

� Oracle8i Enterprise Editionまたは Oracle8i Workgroup Serverコンポーネント

� Oracle8i Clientのコンポーネント

� Oracle8i Management and Integrationのコンポーネント

� 製品説明

注意注意注意注意 : Customインストール・タイプでは、現行の最上位コンポーネン
ト・カテゴリにあるすべてのコンポーネントがインストール可能なため、
この付録では、前述のどの最上位コンポーネントでも、Customインス
トール・タイプについては記載していません。一部のコンポーネントは、
Customインストールでのみインストールできます。このようなコンポー
ネントは、この付録の表の Custom以外のインストール・タイプに「不
可」と示されています。
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Oracle8i Enterprise Editionまたは Oracle8i Workgroup Serverコンポーネント
Oracle8i Enterprise Editionまたはまたはまたはまたは Oracle8i Workgroup Serverコンコンコンコン
ポーネントポーネントポーネントポーネント 

この表では、Oracle8i Enterprise Editionまたは Oracle8i Workgroup Serverの最上位コン
ポーネントの各インストール・タイプで使用可能なコンポーネントをアルファベット順に示
します。

コンポーネントコンポーネントコンポーネントコンポーネント Oracle8i Enterprise 
Edition またはまたはまたはまたは

Oracle8i Workgroup 
Server

Typical Minimal

Advanced Queueing 可能 可能

Advanced Replication 可能 可能

Apache Configuration for Oracle Java Server Pages 可能 可能

Apache JServ 可能 可能

Apache WebServer Files 可能 可能

Generic Connectivity 可能 可能

Net8 Client（次のコンポーネントを含む） 可能 可能

� Net8 Assistant 可能 可能

� Net8 Configuration Assistant 可能 可能

� Oracle Protocol Support 可能 可能

注意注意注意注意 : Net8 Clientの TypicalまたはMinimalタイプのインストールでは、検出さ
れたネットワーク・プロトコルに対応する Oracle Protocol Supportが自動的にイ
ンストールされます。 Net8 Clientが Customタイプでインストールされると、サ
ポートするネットワーク・プロトコル（LU6.2）を選択するプロンプトが表示され
ます。 Named Pipesおよび TCP/IPプロトコルのサポートは自動的にインストー
ルされ、削除することはできません。

Net8 Server 可能 可能

Object Type Translator（次のコンポーネントを含む） 可能 可能

�  Oracle INTYPE File Assistant 可能 可能

Oracle Advanced Security（次のコンポーネントを含む）1 可能 不可

1. Encryption and Integrity Support（次のコンポーネントを含む） 可能 不可

�     DES40 Encryption 可能 不可
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Oracle8i Enterprise Editionまたは Oracle8i Workgroup Serverコンポーネント
�     DES56 Encryption 可能 不可

�     3DES_112 Encryption（2-keyオプション） 可能 不可

�     3DES_168 Integrity（3-keyオプション） 可能 不可

�     RC4_40 Encryption 可能 不可

�     RC4_56 Encryption 可能 不可

�     RC4_128 Encryption 可能 不可

�     RC4_256 Integrity 可能 不可

�     SHA-1 Integrity 可能 不可

�     MD5 Integrity 可能 不可

2. Thin JDBC Java-based Encryption Support（次のコンポーネントを含む） 可能 不可

�     DES40 Encryption 可能 不可

�     DES56 Encryption 可能 不可

�     RC4_40 Encryption 可能 不可

�     RC4_56 Encryption 可能 不可

�     RC4_128 Encryption 可能 不可

�     RC4_256 Integrity 可能 不可

�     SHA-1 Integrity 可能 不可

�     MD5 Integrity 可能 不可

3. Authentication Support（次のコンポーネントを含む） 可能 不可

�    CyberSafe（SSOをサポート） 可能 不可

�    DCE（SSOをサポート） 可能 不可

�    Entrust 可能 不可

�    Identix（Biometrics用） 可能 不可

�    Kerberos（SSOをサポート） 可能 不可

�    RADIUS（Smart Cards、Token Cardsおよび Biometrics用） 可能 不可

コンポーネントコンポーネントコンポーネントコンポーネント Oracle8i Enterprise 
Edition またはまたはまたはまたは

Oracle8i Workgroup 
Server

Typical Minimal
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Oracle8i Enterprise Editionまたは Oracle8i Workgroup Serverコンポーネント
�    SecurID（Token Cards用） 可能 不可

�    SSL（X.509バージョン 3）（SSOをサポート） 可能 不可

注意注意注意注意 :  Kerberos、SecurIDおよび Radiusは、Customインストールの
「Authentication Methods」ウィンドウからインストール可能です。 Identix、

CyberSafeおよび Entrustは、適切なサード・パーティ製ソフトウェアがインス
トールされている場合のみ、このウィンドウからインストールできます。 Custom
インストールの「Available Product Components」ウィンドウからインストール
できるのは DCEのみです。

4. Enterprise User Security（次のコンポーネントを含む） 可能 可能

� Oracle Enterprise Login Assistant 可能 可能

� Oracle Wallet Manager

注意注意注意注意 : Oracle Enterprise Login Assistantおよび Oracle Wallet Managerは Oracle 
Advanced Securityの機能で、Oracle Advanced Securityのライセンスを購入した場合
にのみ使用できます。

可能 可能

Oracle Call Interface 可能 可能

Oracle Connection Manager 不可 不可

Oracle Data Migration Assistant 可能 可能

Oracle Database Configuration Assistant 可能 可能

Oracle Enterprise Java Beansおよび CORBA Tools 可能 可能

Oracle Enterprise Manager（次の 3つのコンポーネントを含む） 可能 可能

1. Oracle Enterprise Manager Client（次のコンポーネントを含む） 可能 可能

�    Oracle Enterprise Manager Console 可能 可能

�    Oracle DBA Management Pack（次のコンポーネントを含む） 可能 可能

Oracle DBA Studio 可能 可能

Oracle Instance Manager 可能 可能

Oracle Schema Manager 可能 可能

Oracle Security Manager 可能 可能

Oracle Storage Manager 可能 可能

SQL*Plus Worksheet 可能 可能

� Oracle Enterprise Manager Quick Tours 可能 不可

コンポーネントコンポーネントコンポーネントコンポーネント Oracle8i Enterprise 
Edition またはまたはまたはまたは

Oracle8i Workgroup 
Server

Typical Minimal
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Oracle8i Enterprise Editionまたは Oracle8i Workgroup Serverコンポーネント
� Oracle Enterprise Manager Web Site 不可 不可

注意注意注意注意 : Oracle Enterprise Manager Web Siteは、Webリスナーとして Oracle HTTP 
Serverを使用します。

2. Oracle Intelligent Agent（次のコンポーネントを含む） 可能 可能

�    Data Collection Services 可能 可能

    Oracle HTTP Server（次のコンポーネントを含む） 可能 可能

� Apache Configuration for Oracle Java Server Pages 可能 可能

� Apache Configuration for XML Developer's Kit 可能 可能

� Apache JServ 可能 可能

� Apache WebServer Files 可能 可能

� Business Components for Java 可能 可能

� mod_ose 可能 可能

� mod_perl 可能 可能

� mod_plsql 可能 可能

� Perl Interpreter 可能 可能

3. Oracle Management Server（次のコンポーネントを含む） 可能 不可

�    Oracle Enterprise Manager Configuration Assistant 可能 不可

�    Oracle Enterprise Manager Migration Assistant 可能 不可

Oracle interMedia（次のコンポーネントを含む） 可能 不可

� Oracle interMedia Audio 可能 不可

� Oracle interMedia Client Option 可能 不可

� Oracle interMedia Image 可能 不可

� Oracle interMedia Locator 可能 不可

� Oracle interMedia Text 可能 不可

� Oracle interMedia Video 可能 不可

Oracle Internet Directory Client 可能 可能

コンポーネントコンポーネントコンポーネントコンポーネント Oracle8i Enterprise 
Edition またはまたはまたはまたは

Oracle8i Workgroup 
Server

Typical Minimal
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Oracle8i Enterprise Editionまたは Oracle8i Workgroup Serverコンポーネント
Oracle JDBC Driver（次のコンポーネントを含む） 可能 可能

� Oracle JDBC Thin Driver for JDK 1.1 可能 可能

� Oracle JDBC Thin Driver for JDK 1.2 可能 可能

� Oracle JDBC/OCI Driver for JDK 1.1 可能 可能

� Oracle JDBC/OCI Driver for JDK 1.2 可能 可能

Oracle8i JVM（次のコンポーネントを含む） 可能 可能

� Java Virtual Machine 可能 不可

� Oracle8i JVM Accelerator 可能 不可

� Oracle Servlet Engine 可能 不可

Oracle Names 不可 不可

Oracle Parallel Server（次のコンポーネントを含む） 2 可能 不可

� Oracle Parallel Server Management 可能 不可

注意注意注意注意 : Oracle Parallel Serverは、クラスタが検出された場合にのみインストールさ
れます。

Oracle Partitioning1 可能 可能

Oracle SNMP Agent 不可 不可

Oracle Spatial1 可能 不可

Oracle SQLJ（次のコンポーネントを含む） 可能 可能

� SQLJ Runtime 可能 可能

� SQLJ Translator 可能 可能

Oracle Trace 可能 可能

Oracle Time Series1 可能 不可

Oracle Universal Installer（次のコンポーネントを含む） 可能 可能

� Java Runtime Environment（Oracle8iとともに出荷される製品） 可能 可能

Oracle Utilities（次のコンポーネントを含む） 可能 可能

コンポーネントコンポーネントコンポーネントコンポーネント Oracle8i Enterprise 
Edition またはまたはまたはまたは

Oracle8i Workgroup 
Server

Typical Minimal
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Oracle8i Enterprise Editionまたは Oracle8i Workgroup Serverコンポーネント
� Database Verify Utility 可能 可能

� Export 可能 可能

� Import 可能 可能

� Migration Utility 可能 可能

� Recovery Manager 可能 可能

� SQL*Loader 可能 可能

� Server Manager

注意注意注意注意 :  Server Managerは、8.1.7より後では使用できなくなります。 

可能 可能

Oracle Visual Information Retrieval1 可能 不可

Oracle Visual Information Retrieval Client1 可能 不可

Oracle XML Developer's Kit 可能 可能

Oracle XML SQL Utility 可能 可能

Oracle8i Server3（Oracle8iデータベース）（次のコンポーネントを含む） 可能 可能

� Oracle Database Demos 可能 可能

� PL/SQL 可能 可能

� PL/SQL Embedded Gateway 可能 可能

SQL*Plus 可能 可能

1 Oracle Advanced Security、Oracle Partitioning、Oracle Spatial、Oracle Time Series、Oracle Visual Information Retrieval
および Oracle Visual Information Retrieval Clientは、Oracle8i Enterprise Editionでは使用可能ですが、Oracle8i 
Workgroup Serverでは使用不可能です。

2 Oracle Parallel Serverは、Oracle8i Enterprise Editionでは使用可能ですが、Oracle8i Workgroup Serverでは使用不可能で
す。

3 Oracle8i Serverのタイプ（Oracle8i Enterprise Editionまたは Oracle8i Workgroup Server）は、購入したデータベースに
よって異なります。 

コンポーネントコンポーネントコンポーネントコンポーネント Oracle8i Enterprise 
Edition またはまたはまたはまたは

Oracle8i Workgroup 
Server

Typical Minimal
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Oracle8i Clientのコンポーネント
Oracle8i Clientのコンポーネントのコンポーネントのコンポーネントのコンポーネント
この表では、Oracle8i Clientの最上位コンポーネントの各インストール・タイプで使用可能
なコンポーネントをアルファベット順に示します。

コンポーネントコンポーネントコンポーネントコンポーネント Oracle8i Client

Administrator Programmer Application User

Advanced Queueing 可能 可能 可能

Documentation for Sun SPARC Solaris（オンライン） 可能 可能 可能

Net8 Client（次のコンポーネントを含む） 可能 可能 可能

� Net8 Assistant 可能 可能 可能

� Net8 Configuration Assistant 可能 可能 可能

� Oracle Protocol Support 可能 可能 可能

注意注意注意注意 : Net8 Clientの TypicalまたはMinimalタイプのイ
ンストールでは、検出されたネットワーク・プロトコルに
対応する Oracle Protocol Supportが自動的にインストー
ルされます。Net8 Clientが Customタイプでインストー
ルされると、サポートするネットワーク・プロトコル
（LU6.2）を選択するプロンプトが表示されます。 TCP/IP
プロトコルのサポートは自動的にインストールされ、削除
することはできません。

Object Type Translator（次のコンポーネントを含む） 可能 可能 不可

� Oracle INTYPE File Assistant 可能 可能 不可

Oracle Advanced Security（次のコンポーネントを含む）1 可能 可能 可能

1. Encryption and Integrity Support（次のコンポーネントを
含む）

可能 可能 可能

�     DES40 Encryption 可能 可能 可能

�     DES56 Encryption 可能 可能 可能

�     3DES_112 Encryption（2-keyオプション） 可能 可能 可能

�     3DES_168 Integrity（3-keyオプション） 可能 可能 可能

�     RC4_40 Encryption 可能 可能 可能

�     RC4_56 Encryption 可能 可能 可能
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Oracle8i Clientのコンポーネント
�     RC4_128 Encryption 可能 可能 可能

�     RC4_256 Integrity 可能 可能 可能

�     SHA-1 Integrity 可能 可能 可能

�     MD5 Integrity 可能 可能 可能

2. Thin JDBC Java-based Encryption Support（次のコンポー
ネントを含む）

可能 可能 可能

�     DES40 Encryption 可能 可能 可能

�     DES56 Encryption 可能 可能 可能

�     RC4_40 Encryption 可能 可能 可能

�     RC4_56 Encryption 可能 可能 可能

�     RC4_128 Encryption 可能 可能 可能

�     RC4_256 Integrity 可能 可能 可能

�     SHA-1 Integrity 可能 可能 可能

�     MD5 Integrity 可能 可能 可能

3. Authentication Support（次のコンポーネントを含む） 可能 可能 可能

�    CyberSafe（SSOをサポート） 不可 不可 不可

�    DCE（SSOをサポート） 不可 不可 不可

�    Entrust 不可 不可 不可

�    Identix（Biometrics用） 可能 可能 可能

�    Kerberos（SSOをサポート） 可能 可能 可能

�    RADIUS（Smart Cards、Token Cardsおよび Biometrics
用）

可能 可能 可能

�    SecurID（Token Cards用） 可能 可能 可能

�    SSL（X.509バージョン 3）（SSOをサポート） 可能 可能 可能

注意注意注意注意 :  Kerberos、SecurIDおよび Radiusは、Customイ
ンストールの「Authentication Methods」ウィンドウから
インストール可能です。 Identix、CyberSafeおよび
Entrustは、適切なサード・パーティ製ソフトウェアがイ
ンストールされている場合のみ、このウィンドウからイン
ストールできます。 Customインストールの「Available 
Product Components」ウィンドウからインストールでき
るのは DCEのみです。

コンポーネントコンポーネントコンポーネントコンポーネント Oracle8i Client

Administrator Programmer Application User
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Oracle8i Clientのコンポーネント
4. Enterprise User Security（次のコンポーネントを含む）

�  Oracle Enterprise Login Assistant 可能 不可 不可

� Oracle Wallet Manager

注意注意注意注意 : Oracle Enterprise Login Assistantおよび Oracle 
Wallet Managerは Oracle Advanced Securityの機能で、
Oracle Advanced Securityのライセンスを購入した場合に
のみ使用できます。

可能 可能 可能

Oracle Call Interface 可能 可能 可能

Oracle Java Toolsおよび CORBA Tools（次のコンポーネント
を含む）

可能 可能 可能

� Enterprise Java Beans 可能 可能 可能

Oracle Enterprise Manager（次のコンポーネントを含む） 可能 不可 不可

1. Oracle Enterprise Manager Client（次のコンポーネントを
含む）

可能 不可 不可

�    Oracle Enterprise Manager Console 可能 不可 不可

�    Oracle DBA Pack（次のコンポーネントを含む） 可能 不可 不可

      Oracle DBA Studio 可能 不可 不可

      Oracle Instance Manager 可能 不可 不可

      Oracle Schema Manager 可能 不可 不可

      Oracle Security Manager 可能 不可 不可

      Oracle Storage Manager 可能 不可 不可

      SQL*Plus Worksheet 可能 不可 不可

�    Oracle Enterprise Manager Quick Tours 可能 不可 不可

Oracle interMedia Client Option 可能 可能 不可

Oracle Internet Directory Client 可能 可能 可能

Oracle JDBC Driver（次のコンポーネントを含む） 可能 可能 可能

� Oracle JDBC Thin Driver for JDK 1.1 可能 可能 可能

� Oracle JDBC Thin Driver for JDK 1.2 可能 可能 可能

� Oracle JDBC/OCI Driver for JDK 1.1 可能 可能 可能

� Oracle JDBC/OCI Driver for JDK 1.2 可能 可能 不可

Oracle SQLJ 可能 可能 不可

コンポーネントコンポーネントコンポーネントコンポーネント Oracle8i Client

Administrator Programmer Application User
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Oracle8i Clientのコンポーネント
� SQLJ Runtime 可能 可能 不可

� SQLJ Translator 可能 可能 不可

Oracle Universal Installer（次のコンポーネントを含む） 可能 可能 可能

� Java Runtime Environment（Oracle8iとともに出荷される
製品）

可能 可能 可能

Oracle Utilities（次のコンポーネントを含む） 可能 可能 可能

� Export 可能 可能 可能

� Import 可能 可能 可能

� Recovery Manager 可能 可能 不可

� SQL*Loader 可能 可能 可能

� TKPROF 可能 可能 不可

Oracle Visual Information Retrieval Client 可能 可能 可能

Oracle Workflow Builder 不可 不可 不可

Oracle Workflow Mailer 不可 不可 不可

Oracle XML Developer's Kit 可能 可能 可能

Oracle XML SQL Utility 可能 可能 可能

PL/SQL 可能 可能 不可

Pro*C/C++ 不可 可能 不可

Pro*COBOL 不可 不可 不可

Pro*FORTRAN 不可 不可 不可

SQL*Module Ada 不可 不可 不可

SQLJ（次のコンポーネントを含む） 可能 可能 可能

� SQLJ Runtime 可能 可能 可能

� SQLJ Translator 可能 可能 可能

SQL*Plus 可能 可能 可能

1 Oracle Advanced Securityは、Oracle8i Enterprise Editionでは使用可能ですが、Oracle8i Workgroup Serverでは使用不可
能です。

コンポーネントコンポーネントコンポーネントコンポーネント Oracle8i Client

Administrator Programmer Application User
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Oracle8i Management and Integrationのコンポーネント
Oracle8i Management and Integrationのコンポーネントのコンポーネントのコンポーネントのコンポーネント
この表では、Oracle8i Management and Integrationの最上位コンポーネントの各インストー
ル・タイプで使用可能なコンポーネントをアルファベット順に示します。

O

注意注意注意注意 : この表では、Oracle8iデータベースがインストールされていない
場合に、Oracle Internet Directoryインストール・タイプでインストール
されるすべてのコンポーネントを示します。

コンポーネントコンポーネントコンポーネントコンポーネント Oracle8i Management and Integration

Oracle 
Management 

Server

Oracle 
Internet 

Directory

Oracle 
Integration 

Server

Advanced Queueing 可能 可能 可能

Advanced Replication 不可 可能 可能

Generic Connectivity 不可 可能 可能

Net8 Client（次のコンポーネントを含む） 可能 可能 可能

� Net8 Assistant 可能 可能 可能

� Net8 Configuration Assistant 可能 可能 可能

Net8 Server 可能 可能 可能

Object Type Translator（次のコンポーネントを含む） 不可 可能 可能

� Oracle INTYPE File Assistant 不可 可能 可能

Oracle Advanced Security（次のコンポーネントを含む）1  可能 不可 可能

1. Authentication Support（次のコンポーネントを含む） 可能 不可 可能

�    SSL（X.509バージョン 3）（SSOをサポート） 可能 可能 可能

2.    Oracle Wallet Manager 可能 可能 可能
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Oracle8i Management and Integrationのコンポーネント
3. Oracle Enterprise Login Assistant

注意注意注意注意 : Oracle Enterprise Login Assistantおよび Oracle Wallet 
Managerは Oracle Advanced Securityの機能で、Oracle 
Advanced Securityのライセンスを購入した場合にのみ使用で
きます。

可能 不可 不可

Oracle Application InterConnect（OAI） 不可 不可 不可

� OAI Adapter SDK 不可 不可 不可

� OAI CRM 11i Adapter 不可 不可 不可

� OAI Database Adapter 不可 不可 不可

� OAI Management Console 不可 不可 不可

� OAI Repository 不可 不可 不可

� OAI XML AQ Adapter（Oracle8iデータベース 8.1.5用） 不可 不可 不可

� OAI XML AQ Adapter（Oracle8iデータベース 8.1.6以上用） 不可 不可 不可

Oracle Call Interface 不可 可能 可能

Oracle Connection Manager 不可 不可 不可

Oracle Data Migration Assistant 不可 可能 可能

Oracle Database Configuration Assistant 不可 可能 可能

Oracle Enterprise Java Beansおよび CORBA Tools 不可 可能 可能

Oracle Enterprise Manager（次の 2つのコンポーネントを含む）  可能 不可 不可

1. Oracle Enterprise Manager Client（次のコンポーネントを含む） 可能 不可 不可

�  Oracle Enterprise Manager Console 可能 不可 不可

�  Oracle Enterprise Manager DBA Management Pack（次のコン
ポーネントを含む）

可能 可能 不可

Oracle DBA Studio 可能 不可 不可

Oracle Instance Manager 可能 不可 不可

Oracle Schema Manager 可能 不可 不可

Oracle Security Manager 可能 不可 不可

コンポーネントコンポーネントコンポーネントコンポーネント Oracle8i Management and Integration

Oracle 
Management 

Server

Oracle 
Internet 

Directory

Oracle 
Integration 

Server
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Oracle8i Management and Integrationのコンポーネント
Oracle Storage Manager 可能 不可 不可

SQL*Plus Worksheet 可能 不可 不可

� Oracle Enterprise Manager Quick Tours 可能 不可 不可

注意注意注意注意 : Oracle Enterprise Manager Web Siteは、Webリスナーと
して Oracle HTTP Serverを使用します。

不可

2. Oracle interMedia（次のコンポーネントを含む） 可能 不可 不可

interMedia Audio 不可 不可 不可

interMedia Common Files 不可 不可 不可

注意注意注意注意 : interMedia Text以外の、すべての interMediaとともにインス
トールされます。

interMedia Image 不可 不可 不可

interMedia Locator Service 不可 不可 不可

interMedia Text 不可 不可 不可

interMedia Video 不可 不可 不可

3. Oracle Management Server（次のコンポーネントを含む） 可能 不可 不可

Oracle Enterprise Manager Configuration Assistant 可能 不可 不可

Oracle Enterprise Manager Migration Assistant 可能 不可 不可

Oracle Internet Directory Client 不可 可能 可能

Oracle Internet Directory Client Toolset 不可 可能 可能

Oracle Internet Directory Configuration Assistant 不可 可能 不可

Oracle Internet Directory Server 不可 可能 不可

Oracle8i JVM（Oracle8i JVM Enterprise Editionまたは Oracle8i JVM
のいすれか）（次のコンポーネントを含む）  

不可 可能 可能

� Enterprise Java Beansおよび CORBA Tools 不可 可能 可能

� Java Virtual Machine 不可 可能 可能

� Oracle8i JVM Accelerator 不可 可能 可能

� Oracle Java Tools 不可 可能 可能

コンポーネントコンポーネントコンポーネントコンポーネント Oracle8i Management and Integration

Oracle 
Management 

Server

Oracle 
Internet 

Directory

Oracle 
Integration 

Server
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Oracle8i Management and Integrationのコンポーネント
� Oracle Servlet Engine 不可 可能 可能

Oracle Intelligent Agent 不可 可能 可能

Oracle JDBC Driver（次のコンポーネントを含む） 可能 可能 可能

� Oracle JDBC/OCI Driver for JDK 1.1 可能 可能 可能

� Oracle JDBC/OCI Driver for JDK 1.2 可能 可能 可能

� Oracle JDBC Thin Driver for JDK 1.1 可能 可能 可能

� Oracle JDBC Thin Driver for JDK 1.2 可能 可能 可能

Oracle Message Broker 不可 不可 可能

Oracle Names 不可 不可 不可

Oracle Partitioning1 不可 不可 可能

Oracle Trace 不可 可能 可能

Oracle Universal Installer（次のコンポーネントを含む） 可能 可能 可能

� Java Runtime Environment（Oracle8iとともに出荷される製品） 可能 可能 可能

Oracle Utilities（次のコンポーネントを含む） 可能 可能 可能

� Database Verify Utility 不可 可能 可能

� Export 可能 可能 可能

� Import 可能 可能 可能

� Migration Utility 不可 可能 可能

� Recovery Manager 可能 可能 可能

� SQL*Loader 可能 可能 可能

� Server Manager 可能 可能 可能

Oracle Visual Information Retrieval 不可 不可 不可

Oracle Workflow 不可 不可 可能

Oracle XML Developer's Kit 可能 可能 可能

Oracle XML SQL Utility 可能 可能 可能

コンポーネントコンポーネントコンポーネントコンポーネント Oracle8i Management and Integration

Oracle 
Management 

Server

Oracle 
Internet 

Directory

Oracle 
Integration 

Server
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Oracle8i Management and Integrationのコンポーネント
Oracle8i Server（Oracle8iデータベース）（次のコンポーネントを含
む）

不可 可能 可能

� Oracle Database Demos 不可 可能 可能

� PL/SQL 不可 可能 可能

� PL/SQL Embedded Gateway 不可 可能 可能

SQLJ（次のコンポーネントを含む）       可能 不可 不可

� SQLJ Runtime 可能 不可 不可

� SQLJ Translator 不可 不可 不可

SQL*Plus 可能 可能 可能

1 Oracle Advanced Securityは、Oracle8i Enterprise Editionでは使用可能ですが、Oracle8i Workgroup Serverでは使用不可
能です。

コンポーネントコンポーネントコンポーネントコンポーネント Oracle8i Management and Integration

Oracle 
Management 

Server

Oracle 
Internet 

Directory

Oracle 
Integration 

Server
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製品説明
製品説明製品説明製品説明製品説明
表 A-1「製品説明」に、インストールできる製品の説明およびリリース番号を示します。次
に示す製品の一部は、他の製品とともに自動的にインストールされます。

表表表表 A-1 製品説明製品説明製品説明製品説明

製品製品製品製品 リリースリリースリリースリリース
番号番号番号番号

説明説明説明説明 参照マニュアル参照マニュアル参照マニュアル参照マニュアル

Advanced Queueing 8.1.7 アドバンスト・キューイング APIをサポートする機能を提
供します。

『Oracle8iアプリ
ケーション開発者ガ
イド アドバンスト・
キューイング』

Advanced 
Replication

8.1.7 アドバンスト・レプリケーション APIをサポートする機能
を提供します。

『Oracle8iレプリ
ケーション・ガイ
ド』

Assistant Common 
Files

（Oracle Database 
Configuration 
Assistantや Net8 
Assistantなどの
Oracle Assistantとと
もにインストールさ
れる）

8.1.7 Oracle Assistantに必要な、自動的にインストールされる
ファイルの集合です。次のものが含まれます。

� BaliShare 1.0.8（圧縮形式）

� DBUI 1.1.2

� EWT 3.3.6（圧縮形式）

� ICE Browser 4.06.6（圧縮形式）

� Java Swing Components 1.1.1（圧縮形式）

� Kodiak 1.1.3

� Oracle Help for Java 3.1.8（圧縮形式）

� SMUI 1.0.8

なし

Data Collection 
Services

（Oracle Intelligent 
Agentとともにイン
ストールされる）

2.2 Oracle Intelligent Agentの拡張機能で、Oracle Diagnostics 
Packのデータ収集アプリケーションである Capacity 
Plannerおよび Performance Manager用に、システムのパ
フォーマンス・データ（ファイル I/O、CPU使用率データ
など）を収集します。

『Oracle Enterprise 
Manager管理者ガイ
ド』

『Oracle Enterprise 
Manager概説』

Enterprise JavaBeans 8.1.7 Javaのコンポーネントとして配布されるトランザクショ
ン・アプリケーションを開発するためのアーキテクチャで
す。 

『Oracle8i Enterprise 
JavaBeansと
CORBA開発者ガイ
ド』
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製品説明
Java Runtime 
Environment
（Oracle8iとともに出
荷される製品）

1.1.8_10 Oracle Universal Installerなどの Javaアプリケーションを
実行するために必要です。Sun Microsystems社の JRE バー
ジョン 1.1.8は、Javaプログラムを実行するために最低限必
要な標準 Javaプラットフォームです。

なし

Generic Connectivity 8.1.7 Heterogeneous Serviceともいいます。この機能は、Oracle
ではないシステムにアクセスするための拡張フレームワー
クを実装しています。 この機能は、Oracle SQLエンジンを
拡張することによって、Oracle以外のデータ・ストアに対
する SQLをリライトおよび最適化して、Oracle Gateway
テクノロジのコアを直接 Oracle8iデータベース・サーバー
に統合します。

Legato Storage 
Manager（（（（LSM））））

8.1.7 Oracleデータベースのバックアップで Recovery Manager
（RMAN）を使用している場合、テープを使用してバック
アップおよびリストアを行うには、LSMなどのメディア管
理製品が必要です。 Oracle8i CD-ROMから LSMをインス
トールするか、または Oracleの Backup Solutions Program
と互換性のあるサード・パーティのメディア管理製品を使
用できます。 LSMは、Legato NetWorkerの簡易版です。 

Oracle Universal Installerによって、LSMをインストール
するかどうかを確認するプロンプトが表示されます。イン
ストールを指定すると、LSMは自動的にインストールされ
ます。 Installerを使用せず、手動で LSMをインストールす
る方法については、B-4ページの「Legato Storage Manager
の手動インストール」を参照してください。

『Oracle8i Legato 
Storage Manager管
理者ガイド』

表表表表 A-1 製品説明製品説明製品説明製品説明（続き）（続き）（続き）（続き）

製品製品製品製品 リリースリリースリリースリリース
番号番号番号番号

説明説明説明説明 参照マニュアル参照マニュアル参照マニュアル参照マニュアル
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製品説明
Logical Unit Type 6.2
（（（（LU6.2））））Protocol 
Support

8.1.7 LU6.2 Protocol Supportを使用すると、PC上の Oracleアプ
リケーションから Oracleデータベースへの通信が可能にな
ります。このような通信は、APPCをサポートするホスト・
システム上の Oracleデータベースと SNAネットワークを
介することによって実現できます。

LU6.2および Physical Unit Type 2.1（PU2.1）プロトコルを
使用した SNAネットワークは、APPCを提供します。
LU6.2プロトコルは、2つのアプリケーション・プログラム
間のセッションを定義します。LU6.2は、製品に依存しな
い LUタイプです。

このアダプタは、IBM Advanced Program-to-Program 
Communication（APPC）アーキテクチャの一部です。 

APPCは、System Network Architecture（SNA）用の、
IBMの peer-to-peer（program-to-program）プロトコルで
す。SNAは International Standards Organization（ISO）
の Open Systems Interconnect（OSI）モデルと同等の、
IBMの参照モデルです。

APPCアーキテクチャを使用すると、クライアントが
（terminal-to-hostプロトコルのように）端末をエミュレー
トしなくても、クライアントとホストは SNAネットワーク
上で通信できます。APPCアーキテクチャの peer-to-peer
通信では、クライアントからサーバーへの通信を開始でき
ます。

『Oracle8i Net8管理
者ガイド』

Net8 Assistant

（Net8 Clientとともに
インストールされる）

8.1.7 Net8の構成を行うために、ネットワーク管理者または
DBAが使用します。

『Oracle8i Net8管理
者ガイド』

Net8 Client 8.1.7 クライアントからデータベースへ、ネットワークで通信す
るための製品を提供します。クライアント側アプリケー
ションは、ネットワークでサーバーへ移送する要求を Net8
に送ります。 

（Oracle Universal Installerではなく）Net8 Clientは、
TCP/IPおよび Named Pipesをインストールします。 

『Oracle8i Net8管理
者ガイド』

Net8 Configuration 
Assistant

（Net8 Clientとともに
インストールされる）

8.1.7 インストール中に自動的に起動されて、ディレクトリ・
サービス・アクセスおよび Net8 Clientと Serverのコン
ポーネントを構成します。 インストール後に、スタンドア
ロン・モードで Net8 Configuration Assistantを実行して
Net8を構成することもできます。

『Oracle8i Net8管理
者ガイド』

表表表表 A-1 製品説明製品説明製品説明製品説明（続き）（続き）（続き）（続き）
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Net8 Server 8.1.7 リスナーが、プロトコルを介して、ネットワーク上のクラ
イアント・アプリケーションからの接続を受け入れるため
の製品を提供します。

注意注意注意注意 : Net8 Serverは、Oracle8i Clientインストール・タイ
プではインストールできません。

Net8 Clientは、ネット・サービス名を使用して Oracle 
Serverと通信します。Net8は、次のネーミング方法を使用
してネット・サービス名を変換します。

� ホスト名

� ローカル名

� Oracle Names

� ディレクトリ名

『Oracle8i Net8管理
者ガイド』

Object Type 
Translator

8.1.7 Oracleデータベースに作成および格納されている抽象デー
タ型（ADT）の、C構造体表現を作成するために使用され
ます。オブジェクトを利用するため、データベースに対し
て Object Type Translatorを実行し、C構造体を含むヘッ
ダー・ファイルを作成します。

『Oracle8iコール・
インタフェース・プ
ログラマーズ・ガイ
ド』

Oracle Advanced 
Security

8.1.7 Oracle Advanced Securityは Oracle8iの総合的なセキュリ
ティ・サービスを提供します。

この複数コンポーネント製品には、個別のライセンスが必
要です。

『Oracle8i Advanced 
Security 管理者ガイ
ド』

1. Authentication 
Support

8.1.7 Oracle Advanced Securityは、様々な認証モジュールを使
用して厳密な認証サポートを提供します。 

『Oracle8i Advanced 
Security 管理者ガイ
ド』

2. Authorization 
Support

8.1.7 Oracle Advanced Securityでは、認可ソリューションが
DCEおよびエンタープライズ・ロール管理機能とともに提
供されます。

『Oracle8i Advanced 
Security 管理者ガイ
ド』

表表表表 A-1 製品説明製品説明製品説明製品説明（続き）（続き）（続き）（続き）
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製品説明
3. Encryption and 
Integrity Spport

8.1.7 Oracle Advanced Securityは、インストールできる製品の
表に示す暗号化およびデータの整合性タイプを使用して、
送信中のデータの機密性を保証します。 暗号化、Secure 
Sockets Layer（SSL）、X.509証明、パスワード、スマート
カードおよびバイオメトリックなどの様々な公開鍵ソ
リューションが使用可能です。

注意注意注意注意 : オラクル社は、以前のバージョンでは米国版、輸出
版の区別があった Oracle Advanced Securityをワールドワ
イドで共通の製品とすることが可能となり、高度の暗号化
を通常の Oracle Advanced Securityに実装し、米国外に提
供しています。Oracle Advanced Security機能には、米国
およびカナダの市場でのみ利用可能だったプロトコルの
Oracleデータベースへの強力な暗号化が含まれています。

『Oracle8i Advanced 
Security 管理者ガイ
ド』

4. Enterprise User 
Security Support

8.1.7 Oracle Advanced Securityによって、エンタープライズ・
ユーザーの集中管理、エンタープライズ・ロール管理およ
びシングル・サインオンと、Oracle Internet Directoryなど
の Lightweight Directory Access Protocol（LDAP）v3準拠
のディレクトリ・サービスが統合されています。 

『Oracle8i Advanced 
Security 管理者ガイ
ド』

5. Single Sign On 
Support

8.1.7 Oracle Advanced Securityは、複数のアカウントおよびア
プリケーションが 1つのパスワードを使用するシングル・
サインオンを提供します。 その後の接続では、透過的に厳
密な認証が行われます。 Kerberos、CyberSafe、DCEおよび
SSLベースのシングル・サインオンがサポートされていま
す。 

『Oracle8i Advanced 
Security 管理者ガイ
ド』

Oracle Application 
InterConnect（（（（OAI））））

3.1.3 Oracleアプリケーションとサード・パーティ・アプリケー
ションの両方と Oracleアプリケーションの out-of-the-box
統合をサポートします。 SAP R/3、Retekおよび Oracle 
Applicationsなどの ERPシステムと Customer 
Relationship Management（CRM）アプリケーションの相
互接続をサポートするフル機能統合プラットフォームを提
供します。 OAIは Oracle Messaging Stack上に構成され、
その機能を最大限に活用します。 このコンポーネントは、
Oracle CRMコンポーネントとサード・パーティの ERPソ
リューションの統合を対象としています。

『Oracle 
Applications 
InterConnectユー
ザーズ・ガイド』

表表表表 A-1 製品説明製品説明製品説明製品説明（続き）（続き）（続き）（続き）
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Oracle Applications 
Manager 

（Oracle Enterprise 
Manager Integrated 
Applicationの一部）

2.2 Administers Concurrent Managerは、Oracle Application
のバッチ・プロセス・スケジューリング・サブシステムで
す。管理者はこのツールを使用して、Oracle Applications 
Manager Consoleから複数の Oracle Applicationインスタ
ンス上のすべての Concurrent Managerを作成、構成およ
び監視することにより、システム・パフォーマンスを改善
できます。

『Oracle Enterprise 
Manager概説』

Oracle Call Interface 8.1.7 Cまたは C++のプログラムから Oracleデータベースにア
クセスするための、アプリケーション・プログラミング・
インタフェース（API）です。 

『Oracle8i コール・
インタフェース・プ
ログラマーズ・ガイ
ド』

Oracle Connection 
Manager

8.1.7 ルーターと同様の働きをします。これを介してクライアン
トの接続要求を、1段階送るか、または直接サーバーに送
ることができます。 クライアントは Connection Managerに
構成された接続の集中化、Net8アクセス制御または複数プ
ロトコル・サポート機能を有効に利用できます。

『Oracle8i Net8管理
者ガイド』

Oracle Data 
Migration Assistant

8.1.7 既存の Oracle7データベース（リリース 7.1.3.3.6以上）を
Oracle8iデータベースに移行します。また、Oracle8データ
ベースを現在のリリースのデータベースにアップグレード
します。

『Oracle8i移行ガイ
ド』

Oracle Database 
Configuration 
Assistant

8.1.7 Oracleデータベースの作成、変更または削除を行うプロセ
スを自動化します。

『Oracle8i管理者ガ
イド』

Oracle DBA 
Management Pack    

2.2 通常、データベース管理タスクを行い、すべてのバージョ
ンの Oracleデータベースをサポートする Oracle Enterprise 
Managerにバンドルされている一連のツールおよびユー
ティリティです。

『Oracle Enterprise 
Manager管理者ガイ
ド』

Oracle DBA Studio

（Oracle DBA 
Management Packの
一部）

2.2 スキーマ、セキュリティ、ストレージおよびインスタンス
管理の機能を 1つの管理ツールに統合したものです。 

『Oracle Enterprise 
Manager管理者ガイ
ド』

Oracle 
Documentation

8.1.7 オンラインの Oracle8iドキュメントは、HTMLおよび PDF
形式で提供されます。

viiページの「イン
ストールしたドキュ
メントの表示」

Oracle Enterprise 
Login Assistant

1.1 シングル・サインオンを使用可能にします。これは、ユー
ザーのWalletをオープンしてアプリケーションから使用可
能にするためのWallet Manager機能のサブセットを実現し
たものです。

『Oracle8i Advanced 
Security管理者ガイ
ド』

表表表表 A-1 製品説明製品説明製品説明製品説明（続き）（続き）（続き）（続き）
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Oracle Enterprise 
Manager

2.2 異機種間の環境を集中管理するための、統合ソリューショ
ンを提供します。Oracle Enterprise Managerは、グラフィ
カル・コンソール、Oracle Management Server、Oracle 
Intelligent Agent、共通サービスおよびツールを結合して、
Oracle製品を管理するための統合された包括的なシステム
管理プラットフォームを提供します。

『Oracle Enterprise 
Manager概説』

Oracle Enterprise 
Manager 
Configuration 
Assistant

（Oracle Management 
Serverの一部）

2.2 管理者が、Oracle Enterprise Managerリポジトリの作成、
削除、アップグレードおよび構成に使用します。

『Oracle Enterprise 
Manager構成ガイ
ド』

Oracle Enterprise 
Manager Console

2.2 Oracle Enterprise Managerの最上位層へのクライアント・
インタフェースです。次の機能があります。

� 複数データベースの集中管理、診断およびチューニン
グ

� 他の Oracle製品およびサービスの管理

� Oracleコンポーネントおよびサード・パーティ・サー
ビスの状態の 24時間監視および応答

� 様々な時間間隔による複数ノードのジョブのスケ
ジュール

� ネットワーク化されたサービスのイベントごとの監視

� データベースおよび他のサービスを論理的な管理グ
ループにまとめることによる、表示のカスタマイズ

『Oracle Enterprise 
Manager管理者ガイ
ド』

Oracle Enterprise 
Manager Integrated 
Applications

2.2 Oracle Enterprise Managerに統合およびインストールされ
たアプリケーションで、Oracle環境の管理に使用されます。
アプリケーションは、Oracle Enterprise Manager 
Navigator、コンソール・アプリケーションまたはご使用の
オペレーティング・システムからアクセス可能になります。

『Oracle Enterprise 
Manager概説』

Oracle Enterprise 
Manager Quick 
Tours

2.2 インストールしなくても、Oracle Enterprise Manager製品
について学習できる HTMLベースのトレーニング・ツール
です。次のコンポーネントのクイック・ツアーが提供され
ています。

� Oracle Enterprise Manager Console

� Oracle DBA Management Pack

『Oracle Enterprise 
Manager管理者ガイ
ド』

表表表表 A-1 製品説明製品説明製品説明製品説明（続き）（続き）（続き）（続き）
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Oracle Enterprise 
Manager Web Site 

2.2 これを使用すると、管理者はWebブラウザから Oracle 
Enterprise Manager Consoleにアクセス可能になります。

『Oracle Enterprise 
Manager構成ガイ
ド』

Oracle HTTP Server 1.3.12.0.1
a

構成済ですぐに使用可能な（Oracle Enterprise Manager 
Webサイトで使用する）リスナーを提供します。このリス
ナーによって、ブラウザ・ベースの Oracle Enterprise 
Manager Consoleが有効になります。

� Apache Configuration for Oracle Java Server Page
（JPS）

� Oracle8i JVM

� Apache Web Server Files（Apache 1.3.12）

注意注意注意注意 :  Oracle Application Server Listenerは、Oracle HTTP 
Serverに変換されました。

Apacheドキュメン
ト

Oracle Internet File 
System（（（（iFS））））

1.1 Oracle Internet File System（Oracle iFS）を使用すると、
Oracle8iデータベースはWindows、Web、FTPおよび電子
メール・クライアントからアクセス可能なファイル・シス
テムと同様の働きをします。 

また、Oracle iFSは、多くのコンテンツ管理アプリケー
ションのための優れた開発プラットフォームです。 Javaお
よび XMLを使用すると、ファイル・システムのすべての機
能を活用でき、必要に応じてその機能の外観および動作を
カスタマイズできます。

『Oracle Internet File 
System Setup and 
Administration 
Guide』

Oracle Instance 
Manager

（Oracle DBA Studio
の一部）

2.2 ご使用の Oracle環境のデータベース・インスタンスおよび
セッションを管理します。 

『Oracle Enterprise 
Manager管理者ガイ
ド』

表表表表 A-1 製品説明製品説明製品説明製品説明（続き）（続き）（続き）（続き）
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Oracle Integration 
Server

8.1.7 従来のビジネスを E-Businessに変換するように設計されて
いるインストール可能な一連のコンポーネントです。 Oracle 
Integration Serverは、E-Businessを構成する様々なアプリ
ケーション（CRM、ERP、B2Bインターネット・マーケッ
トプレイスおよびオークション・サイトを含む）間の通信
を統合し、容易にします。 Oracle Integration Serverは、次
のコンポーネントで構成されます。

� Oracle8iデータベース（Advanced Queuing、Oracle8i 
JVMおよび Oracle Enterprise Java Beans and CORBA 
Tools）

� Partitioning 

� Advanced Replication

� Oracle Advanced Security

� Oracle Workflow

� Oracle Message Broker

� Oracle Application InterConnect 

� Oracle Internet Directory

ドキュメントは、
Oracle Integration 
Serverでインストー
ルされる各コンポー
ネントの説明に示し
ます。

Oracle Intelligent 
Agent

8.1.7 コンソールから送られた登録済イベントおよびスケジュー
ル済ジョブ用の、管理ノード上のサービスを監視します。

『Oracle Intelligent 
Agentユーザーズ・
ガイド』

Oracle interMedia 8.1.7 interMediaの指定されたコンポーネントを介して、テキス
ト、オーディオおよびビデオを含む様々なメディアでの
ファイル管理を可能にします。

この複数コンポーネント製品には、個別にライセンスが必
要です。

『Oracle8i interMedia 
Textリファレンス』

Oracle interMedia 
Audio 

（Oracle Audio 
Cartridgeの後継製品
で、Oracle 
interMediaとともに
インストールされる）

8.1.7 Oracleデータベース内のデジタル・オーディオ・データの
保存、検索および管理を行います。

『Oracle8i interMedia 
Audio,Image,Video
ユーザーズ・ガイド
およびリファレン
ス』

表表表表 A-1 製品説明製品説明製品説明製品説明（続き）（続き）（続き）（続き）
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Oracle interMedia 
Client 

（Oracle interMediaの
一部）

8.1.7 Oracle8i interMedia Audio、 Imageおよび Videoの Javaイ
ンタフェースを提供します。これにより、クライアント側
アプリケーションを使用して、サーバー上のネットワー
ク・アクセス可能なデータベースに保存されたマルチメ
ディア・データの処理または修正（あるいはその両方）を
行うことができます。

『Oracle8i interMedia 
Audio, Image, Video
ユーザーズ・ガイド
およびリファレン
ス』

Oracle interMedia 
Common Files

（Oracle interMediaと
ともにインストール
される）

8.1.7 Oracle interMediaのコンポーネントが使用する一連のファ
イルです。

なし

Oracle interMedia 
Image 

（Oracle Image 
Cartridgeの後継製品
で、Oracle 
interMediaとともに
インストールされる）

8.1.7 二次元の静的なビットマップ・イメージの保存、検索およ
び処理を行います。イメージは、一般的な圧縮方法を使用
して業界標準のデスクトップ・パブリッシング・イメージ
交換形式で効率的に格納されます。 

『Oracle8i interMedia 
Audio,Image,Video
ユーザーズ・ガイド
およびリファレン
ス』

Oracle interMedia 
Locator Service

（Oracle interMediaと
ともにインストール
される）

8.1.7 Oracle8iで、ロケータ・アプリケーションおよび近似問合
せのための、オンライン・インターネット・ベースのジオ
コーディング機能をサポート可能にします。

『Oracle8i interMedia 
Locatorユーザー
ズ・ガイドおよびリ
ファレンス』

Oracle interMedia 
Text

（Oracle ConText 
Cartridgeの後継製品
で、Oracle 
interMediaとともに
インストールされる）

8.1.7 データベース内のテキストを、他のタイプのデータと同様
に、すばやく容易に管理および検索します。 また、Oracle 
interMedia Textは、Oracleデータベースがサポートする言
語のほとんどで、基本的な全文検索をサポートしています。

『Oracle8i interMedia 
Textリファレンス』

Oracle interMedia 
Text Manager

（Oracle Enterprise 
Manager Integrated 
Applicationの一部）

2.2 interMedia Text機能を管理するためのアプリケーションで
す。

『Oracle Enterprise 
Manager概説』

表表表表 A-1 製品説明製品説明製品説明製品説明（続き）（続き）（続き）（続き）
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Oracle interMedia 
Video 

（Oracle Video 
Cartridgeの後継製品
で、Oracle 
interMediaとともに
インストールされる）

8.1.7 Oracleデータベース内のデジタル・ビデオ・データの保存、
検索および管理を行います。 

『Oracle8i interMedia 
Audio,Image,Video
ユーザーズ・ガイド
およびリファレン
ス』

Oracle Internet 
Directory

2.1.1 データベース・ユーザー、Net8ネットワーク接続および
データベース・リスナー・パラメータを集中管理するため
の、Oracle8iデータベースをベースとする LDAP V3ディレ
クトリ・サービスです。 サーバーをインストールする前に
構成することができます。

Oracle8iデータベースを Customインストール・オプショ
ンでインストールすると、これらのエントリ属性を格納す
るために LDAPディレクトリ・サーバーを使用することを
指定できます。Oracle Internet Directoryは（特定の
Oracle8iデータベースのインストール対象とは別に）専用
サーバーにインストールするのが一般的です。 

『Oracle Internet 
Directory管理者ガ
イド』

Oracle Internet 
Directory 
Configuration 
Assistant 

2.1.1 Oracle Internet Directoryのインストール時に Oracle8iデー
タベースに Oracle Internet Directory表領域およびスキーマ
を作成するツールです。

『Oracle Internet 
Directory管理者ガ
イド』

Oracle Internet 
Directory Client 
Toolset

2.1.1 Oracle Internet Directory Clientは、OIDサーバー・コン
ポーネントにアクセスするためにWindowsプラット
フォームで使用可能です。

『Oracle Internet 
Directory管理者ガ
イド』

Oracle Internet 
Directory Manager 
(Oracle Directory 
Manager)

2.1.1 Oracle Internet Directoryおよび関連するプロセスを管理す
る Javaベースのツールです。

『Oracle Internet 
Directory管理者ガ
イド』

Oracle Java Database 
Connectivity (JDBC) 
Drivers

8.1.7 JavaSoftが指定する Javaクラスの標準セットで、Javaを介
してリレーショナル・データへのベンダーに依存しないア
クセスを提供します。

『Oracle8i JDBC開発
者ガイドおよびリ
ファレンス』

Oracle8i JVM 
Enterprise Edition

8.1.7 Java Virtual Machine、CORBA 2.0 Object Request Broker、
埋込み JDBCドライバ、SQLJトランスレータおよび
Enterprise JavaBeansトランザクション・サーバーを提供し
ます。

『Oracle8i Java開発
者ガイド』

表表表表 A-1 製品説明製品説明製品説明製品説明（続き）（続き）（続き）（続き）

製品製品製品製品 リリースリリースリリースリリース
番号番号番号番号
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製品説明
Oracle8i JVM  
Accelerator

8.1.7 標準 Javaクラス・ファイルを特殊な Cソース・ファイルに
変換することによって、インタプリタ・オーバーヘッドを
排除します。 その後、プラットフォーム依存の Cコンパイ
ラが Cソース・ファイルをネイティブ・ライブラリに変換
し、そのライブラリが動的にロードされます。 Oracle8i JVM 
Acceleratorは、すべてのオペレーティング・システムおよ
びハードウェア・プラットフォームに移植可能です。

『Oracle8i Javaスト
アド・プロシージャ
開発者ガイド』

『Oracle8i Java 開発
者ガイド』

Oracle8i JVM Servlet 
Container（（（（JSC））））

8.1.7 Oracle8i JVM Servlet Engineは、データベースで実行され
ているビルトインWebサーバーです。 これは、Apache
サーバーおよび Oracle8i JVMとともに動作し、JavaServer 
Pages（JSP）の配布を可能にし、サーブレットを直接デー
タベース上で実行することを可能にするサーブレット・ラ
ンナーです。 

『Oracle8i Oracle 
Servlet Engineユー
ザーズ・ガイド』

『Oracle8i Java開発
者ガイド』

Oracle Java Tools 8.1.7 Oracleの Java Virtual Machine上で動作する Javaストア
ド・プロシージャ、CORBAオブジェクトおよび Enterprise 
JavaBeansを作成し配布するための Javaツールを提供しま
す。

『Oracle8i 開発者ガ
イドおよびリファレ
ンス』

Oracle Management 
Server

2.2 Oracle Enterprise Managerの中間層で、コンソール・クラ
イアントと管理ノードの間で集中管理されたインテリジェ
ント機能および分散制御を提供します。

『Oracle Enterprise 
Manager管理者ガイ
ド』

Oracle Message 
Broker

2.0.1 このコンポーネントは様々なメッセージ機能システムにア
クセスする業界標準の APIである Java Message Services
（JMS）実装を提供し、Oracle Advanced Queueingを含み
ます。 このコンポーネントはパブリッシュ /サブスクライ
ブおよび Point-to-Point（PTP）メッセージ機能モデルの両
方をサポートしています。また、永続キューイングおよび
非永続キューイングもサポートしています。 

『Oracle Message 
Broker管理者ガイ
ド』

Oracle Names 8.1.7 Oracle環境のために開発された分散ネーミング・サービス
で、グローバルなクライアント /サーバー・コンピュー
ティング・ネットワークの設定および管理を容易にします。
これは、Oracle Namesがネーム・サーバーの統合システム
の構築と保守を行うことにより実現されます。Oracleネー
ム・サーバーは、ディレクトリ・サービスのように、ネッ
トワーク上のすべてのデータベース・サービスのアドレス
を保存し、接続を要求するクライアントから使用できるよ
うにします。 

『Oracle8i Net8管理
者ガイド』

Oracle Objects 
Functionality

8.1.7 オブジェクトの作成および変更を可能にします。また、標
準のリレーショナル機能にオブジェクトを統合します。 

表表表表 A-1 製品説明製品説明製品説明製品説明（続き）（続き）（続き）（続き）

製品製品製品製品 リリースリリースリリースリリース
番号番号番号番号
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製品説明
Oracle Parallel 
Server 

8.1.7 1つの Oracleデータベースを複数の Oracleインスタンスか
ら共有できるようにします。 

この製品には、個別のライセンスが必要です。

『Oracle8i Parallel 
Serverセットアップ
および構成ガイド』

Oracle Parallel 
Server Management

（Oracle Enterprise 
Managerとともにイ
ンストールされる）

8.1.7 Oracle Parallel Server Managerは、Oracle Enterprise 
Manager Consoleの拡張機能で、Oracle Parallel Serverを
使用するデータベースの管理を可能にします。Parallel 
Serverのデータベースが検出されると、Consoleのナビ
ゲータ・パネルの「Databases」フォルダに、単一インスタ
ンスのデータベースとともに「Parallel Server Databases」
が表示されるようになります。Parallel Serverは単一インス
タンス・データベースと同様になり、データベース管理者
は Parallel Serverの起動、停止またはステータスの確認を
行えます。 

『Oracle8i Parallel 
Serverセットアップ
および構成ガイド』

Oracle Parallel 
Server Manager

（Oracle Enterprise 
Manager Integrated 
Applicationの一部）

2.2 Oracle Parallel Serverを使用するデータベースの検出と管
理を行います。Oracle Enterprise Manager Consoleの拡張
機能で、Oracle Parallel Server Managementは検出した
Parallel Serverをすべて、単一インスタンスのデータベース
とともにナビゲータの「Databases」フォルダに表示しま
す。プロパティ・シートを使用することで、Parallel Server
を使用するデータベースの起動と停止を行うことができま
す。また、インスタンス、データ・ファイル、疑わしいト
ランザクション、プロファイル、REDOログ・グループ、
ロール、ロールバック・セグメント、スキーマ・オブジェ
クト、ユーザーおよび表領域の状態のチェックも行います。

『Oracle8i Parallel 
Serverセットアップ
および構成ガイド』

『Oracle Enterprise 
Manager概説』

Oracle Partitioning 8.1.7 すべてのメンテナンス機能を、表および索引名ではなく、
個々のパーティションに対して実行させることにより、表
および索引管理の制御を強化します。 

この製品には、個別のライセンスが必要です。

表表表表 A-1 製品説明製品説明製品説明製品説明（続き）（続き）（続き）（続き）

製品製品製品製品 リリースリリースリリースリリース
番号番号番号番号
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製品説明
Oracle PL/SQL 
Embedded Gateway

8.1.7 ユーザー・ロールを認証し、確実なアクセスを可能にする
ことで、PL/SQLプロシージャを構築および起動する Java
モジュール・ゲートウェイです。  これらのプロシージャは、
データベース表からのデータを取り出し、HTTPの応答を
生成します。 これは、次いずれかの方法で配置されます。 

� mod_plsql: このモジュールは HTTPサーバーの中間
層でサーブレットとして動作します。 これは
「stateless」セッションを作成します。これは要求につ
いての情報がクライアント・セッション間で保持され
ていないことを表します。 

� mod_ose:  このモジュールはデータベースでサーブ
レットとして動作します。 デフォルトの Database 
Activation Descriptor （DAD）を「stateless」から
「stateful」に再設定することによって、従来型のデー
タベース・ロック・スキーマが使用可能になり、セッ
ション状態が保持されます。

『Oracle Internet 
Application Server 
8i mod_PL/SQLの
使用』

『Oracle8i for Sun 
SPARC Solaris管理
者リファレンス』

Oracle Schema 
Manager

（Oracle DBA Studio
の一部）

2.2 クラスタ、索引、スナップショット、表およびビューなど
のスキーマ・オブジェクトの、作成、変更または削除が可
能になります。 

『Oracle Enterprise 
Manager管理者ガイ
ド』

Oracle Security 
Manager

（Oracle DBA Studio
の一部）

2.2 データベース・ユーザーを管理し、そのユーザーに対して
権限、プロファイルおよびロールを付与または取り消しま
す。

『Oracle Enterprise 
Manager管理者ガイ
ド』

Oracle Servlet 
Engine

8.1.7 Oracle8iデータベースに直接構築されたWebサーバーで
す。 Oracle Servlet Engineには、HTTPリスナーが含まれて
います。また、Java Server Pages（JSP）を配布し、データ
ベース上で直接サーブレットを実行する機能も含まれてい
ます。

『Oracle8i JVM 
Servlet Container』

Oracle Spatial

（Oracle Spatial Data 
Cartridgeの後継製
品）

8.1.7 Oracle Spatialは、空間データの保存、検索および操作を、
ユーザーが容易に行えるようにします。 

この製品には、個別のライセンスが必要です。

『Oracle8i Spatial
ユーザーズ・ガイド
およびリファレン
ス』

Oracle Spatial Index 
Advisor

（Oracle Enterprise 
Manager Integrated 
Applicationの一部）

2.2 データの空間索引の分析および調整を容易にします。分析
機能を使用して、問合せのパフォーマンスを最適化するよ
うに正しく索引が定義されているかどうかを確認できます。
また、この分析機能によりデータの配置が視覚的に理解で
きます。

『Oracle Enterprise 
Manager概説』

表表表表 A-1 製品説明製品説明製品説明製品説明（続き）（続き）（続き）（続き）

製品製品製品製品 リリースリリースリリースリリース
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製品説明
Oracle Storage 
Manager

（Oracle DBA Studio
の一部）

2.2 表領域、データ・ファイル、REDOログ・ファイルおよび
ロールバック・セグメントを管理して、データベース記憶
域を最適化できます。

『Oracle Enterprise 
Manager管理者ガイ
ド』

Oracle Time Series

（Oracle8i Time Series 
Cartridgeの後継製
品）

8.1.7 オブジェクト・データ型を介して、タイムスタンプ・デー
タを格納および検索します。 

この製品には、個別のライセンスが必要です。

『Oracle8i Time 
Seriesユーザーズ・
ガイド』

Oracle Universal 
Installer

1.7.1.7.0 Oracle製品をすばやくインストール、更新および削除でき
る Javaベースのアプリケーションです。 

『Oracle8i for Sun 
SPARC Solarisイン
ストレーション・ガ
イド』

Oracle Utilities 8.1.7 データベース管理用の一連の製品です。

� DBVERIFY

� Export Utility

� Import Utility

� Migration Utility

� OCOPY

� ORADIM

� Password UtilityRecovery Manager

� Server Manager

� SQL*Loader

� TKPROF

『Oracle8iユーティ
リティ・ガイド』

Oracle Visual 
Information 
Retrieval

（Oracle8i Visual 
Information Retrieval
の後継製品）

8.1.7 オブジェクト・データ型のイメージ保存、内容に基づく検
索および形式変換機能を提供します。このオプションは、
ユーザー・アプリケーションというよりは、各種のイメー
ジ処理アプリケーションの素材となるものです。 

『Oracle8i Visual 
Information 
Retrieval User's 
Guide and 
Reference』

Oracle Wallet 
Manager

2.2 公開鍵とプライベート鍵の組合せの生成、認証局に提示す
る認証要求の作成、および身元確認のための信頼できる認
証をインストールおよび構成します。

『Oracle8i Advanced 
Security管理者ガイ
ド』

表表表表 A-1 製品説明製品説明製品説明製品説明（続き）（続き）（続き）（続き）

製品製品製品製品 リリースリリースリリースリリース
番号番号番号番号
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製品説明
Oracle Workflow 2.5.2 Oracle Workflowは、ビジネス・プロセスの定義および自
動化をサポートする完全なWorkflow管理システムです。 
このテクノロジによって、ビジネス・プロセスの自動化お
よび継続的な改良が可能になり、ユーザー定義のビジネ
ス・ルールに従って、すべてのタイプの情報を転送します。

『Oracle Workflow
ガイド』

Oracle8i Server 8.1.7 Oracle8i Enterprise Editionまたは Oracle8i Workgroup 
Serverソフトウェアのデータベース・コンポーネントです。

Oracle XML 
Developer's Kit 

8.1.7 この Kitは、XMLデータを解析および生成する一連の API
で構成されます。 これらのインタフェースは、Java、C、
C++および PL/SQL用に作成されています。 この Kitは次
のコンポーネントで構成されています。 

� XML Parser for Java 

� XML Parser for C 

� XML Parser for C++ 

� XML Parser for PL/SQL 

� XML Class Generator for Java 

� XML Class Generator for C++ 

� XML Transviewer Beans 

� XSQL Servlet 

『Oracle8i アプリ
ケーション開発者ガ
イド - XML』

『Oracle8i XMLリ
ファレンス・ガイ
ド』

Oracle XML SQL 
Utility 

2.0 このユーティリティは、結果セットまたは XMLでラップさ
れたオブジェクトを戻す問合せを許可する一連の Javaクラ
スおよび PL/SQLラッパーです。

『Oracle8i アプリ
ケーション開発者ガ
イド - XML』

『Oracle8i XMLリ
ファレンス・ガイ
ド』

PL/SQL Embedded 
Gateway

8.1.7 Oracleデータベースに格納された PL/SQLプロシージャを
起動する場合に、ユーザーがブラウザを使用することを可
能にします。 ストアド・プロシージャは、データベースの
表からデータを取り出し、クライアント・ブラウザに戻す
HTTP応答を生成します。 また、PL/SQL Embedded 
Gatewayには、PL/SQL Web Toolkitも含まれます。これ
は、ユーザーに HTTP要求に関する情報の検索、HTTP
ヘッダーの値の指定、クッキーの設定および HTMLページ
の生成を可能にする一連の PL/SQLパッケージです。 

『Oracle Internet 
Application Server 
8i mod_PL/SQLの
使用』

表表表表 A-1 製品説明製品説明製品説明製品説明（続き）（続き）（続き）（続き）

製品製品製品製品 リリースリリースリリースリリース
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製品説明
Pro*C/C++ 8.1.7 Cおよび C++プログラムに埋め込まれた SQL文を解釈し、
標準 Cコードに変換します。コードをプリコンパイルする
と、Cまたは C++プログラムが出力されます。これは、コ
ンパイルして Oracleデータベースにアクセスするアプリ
ケーションの作成に使用できます。

この製品には、Oracle Programmerの一部として個別のラ
イセンスが必要です。

『Oracle8i 
Pro*C/C++プリコ
ンパイラ・プログラ
マーズ・ガイド』

Pro*COBOL 1.8.52 COBOLプログラムに埋め込まれた SQL文を解釈し、標準
COBOLコードに変換します。コードをプリコンパイルす
ると、COBOLプログラムが出力されます。これは、コン
パイルして Oracleデータベースにアクセスするアプリケー
ションの作成に使用できます。

この製品には、Oracle Programmerの一部として個別のラ
イセンスが必要です。

『Oracle8i 
Pro*COBOLプリコ
ンパイラ・プログラ
マーズ・ガイド』

Pro*FORTRAN 1.8.52 FORTRANプログラムに埋め込まれた SQL文を解釈し、標
準 FORTRANコードに変換します。コードをプリコンパイ
ルすると、FORTRANプログラムが出力されます。これは、
コンパイルして Oracleデータベースにアクセスするアプリ
ケーションの作成に使用できます。

この製品には、Oracle Programmerの一部として個別のラ
イセンスが必要です。

『Oracleプリコンパ
イラ・ガイド
Pro*FORTRANサプ
リメント』 

SQL*Module Ada 8.1.7 Adaプログラムに埋め込まれた SQL文を解釈し、標準 Ada
コードに変換します。コードをプリコンパイルすると、
Adaプログラムが出力されます。これは、コンパイルして
Oracleデータベースにアクセスするアプリケーションの作
成に使用できます。

この製品には、Oracle Programmerの一部として個別のラ
イセンスが必要です。

『Programmer's 
Guide to 
SQL*Module for 
Ada』

SQL*Plus 8.1.7 コマンドライン・インタフェースによって、Oracleデータ
ベースの SQLおよび PL/SQL言語を使用できます。

『Oracle8i SQL*Plus
ユーザーズ・ガイド
およびリファレン
ス』

SQL*Plus Worksheet 2.2 SQL、PL/SQLおよび DBAコマンドの手動での入力、また
はストアド・スクリプトの手動での実行を行うためのグラ
フィカル・ユーザー・インタフェースです。

『Oracle Enterprise 
Manager管理者ガイ
ド』

SQLJ 8.1.7 Javaプログラムに SQL文を埋め込むための標準的な方法で
す。 

『Oracle8i SQLJ開発
者ガイドおよびリ
ファレンス』

表表表表 A-1 製品説明製品説明製品説明製品説明（続き）（続き）（続き）（続き）

製品製品製品製品 リリースリリースリリースリリース
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製品説明
SQLJ Runtime 

（SQLJとともにイン
ストールされる）

8.1.7 JDBCドライバ上で動作する、純粋な Javaコードの Thinレ
イヤーです。 Oracle SQLJが SQLJソース・コードを変換す
ると、Javaアプリケーションに埋め込まれた SQLコマンド
は SQLJランタイムへのコールに置き換えられます。

『Oracle8i SQLJ開発
者ガイドおよびリ
ファレンス』

SQLJ Translator

（SQLJとともにイン
ストールされる）

8.1.7 埋込み SQL文を含む Javaプログラム用のプリプロセッサ
です。Oracle SQLJ Translatorは SQL文を JDBCコールに
変換します。

『Oracle8i SQLJ開発
者ガイドおよびリ
ファレンス』

TCP/IP Protocol 
Support

8.1.7 TCP/IPおよび Net8を使用して、ネットワークでのクライ
アント /サーバー対話を可能にします。このように Oracle
製品を組み合せると、Oracleアプリケーションは TCP/IP
を介してリモートの Oracleデータベースと通信可能になり
ます（Oracleデータベースが TCP/IPを使用したネット
ワーク通信をサポートするホスト・システム上で実行中の
場合）。 

Multi-Threaded Server Support（MTS）は、TCP/IPネッ
トワークで使用可能です。 

接続プーリングは、TCP/IPネットワーク上でMTSを使用
した場合のみ可能になります。

『Oracle8i Net8管理
者ガイド』

XML Development 
Kit（Oracleバージョ
ン）

(8.1.7) 統合およびデータベースで XMLアプリケーションを実行す
るときに必要です。

なし

表表表表 A-1 製品説明製品説明製品説明製品説明（続き）（続き）（続き）（続き）
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Legato Storage Man
B

Legato Storage Manager

この付録は、Legato Storage Managerのインストール、更新および削除方法について説明し
ます。 次の内容について説明します。

� Legato Storage Managerの要件

� Legato Storage Manager（LSM）のインストール前のタスク

� Legato Storage Managerの手動インストール

� Legato Storage Managerの更新

� Legato Storage Managerバージョン 5.5の削除

� Legato Storage Managerのインストール後のタスク
ager B-1



Legato Storage Managerの要件
Legato Storage Managerの要件の要件の要件の要件
Legato Storage Managerは、バックアップ製品 Legato NetWorkerの機能が制限されたバー
ジョンです。
.

表 B-1に、ソフトウェア・コンポーネントを再配置せずに、Legato Storage Managerをデ
フォルトでインストールする場合のソフトウェア要件を示します。

Legato Storage Manager（（（（LSM）のインストール前のタスク）のインストール前のタスク）のインストール前のタスク）のインストール前のタスク
Legato Storage Managerのインストール・スクリプトは、インストール中に次のシステム・
ファイルを変更します。

� /etc/rpc

� /etc/syslog.conf

注意注意注意注意 : ご使用のシステムに Legato NetWorkerがすでにインストールさ
れている場合は、Legato Storage Managerをインストールするオプション
はありません。Oracle8iの今回のリリースに含まれている Legato Storage 
Managerをインストールするには、最初に Legato NetWorkerの前回の
バージョンを削除する必要があります。詳細は、B-3ページの「既存の
Legato Storage Managerインストールの削除」を参照してください。

表表表表 B-1 Legato Storage Managerソフトウェアの要件ソフトウェアの要件ソフトウェアの要件ソフトウェアの要件

コンポーネントコンポーネントコンポーネントコンポーネント デフォルト位置デフォルト位置デフォルト位置デフォルト位置 領域要件領域要件領域要件領域要件

GUI /usr/bin 17MB

デーモンおよびユーティリティ・コマ
ンド・ファイル

/usr/sbin 26MB

ライブラリ・ファイル /usr/lib 10MB

オンライン・クライアント・ファイル
およびサーバー索引 ;メディア・デー
タベース

/nsr 100MB

オンライン・マニュアル・ページ /usr/share/man 1MB

デバイス・ドライバ /usr/kernel

/etc/LGTOuscsi

0.1MB

15MB

169.1MB（合計）
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既存の Legato Storage Managerインストールの削除
Legato Storage Managerをインストールする前に、変更前のこれらのファイルをコピーしま
す。 

既存の既存の既存の既存の Legato Storage Managerインストールの削除インストールの削除インストールの削除インストールの削除
Legato Storage Managerがご使用のシステムにすでにインストールされている場合に
Oracle8iの配布から Legato Storage Managerをインストールするには、まず既存の Legato 
Storage Managerを削除する必要があります。

1. rootユーザーとしてログインし、次のように入力して Legato Storage Managerデーモ
ンを停止します。

# nsr_shutdown

2. pkgrmコマンドを使用して、Legato Storage Managerパッケージを別々に削除するか、
またはすべてを同時に削除します。

# pkgrm package_name

この場合、package_nameは次のうちのいずれか 1つです。

注意注意注意注意 : Legato Storage Managerソフトウェア・パッケージには、相互にソフトウェア・パッケージには、相互にソフトウェア・パッケージには、相互にソフトウェア・パッケージには、相互に
依存しているものがあります。依存しているものがあります。依存しているものがあります。依存しているものがあります。 必ず必ず必ず必ず ORCLman、、、、ORCLserv、、、、ORCLnode、、、、
ORCLclnt、、、、ORCLdrvrの順に、パッケージを削除してください。の順に、パッケージを削除してください。の順に、パッケージを削除してください。の順に、パッケージを削除してください。 /nsr
ディレクトリにある既存のディレクトリにある既存のディレクトリにある既存のディレクトリにある既存の Legato Storage Managerの索引ファイルは削の索引ファイルは削の索引ファイルは削の索引ファイルは削
除しないでください。除しないでください。除しないでください。除しないでください。

パッケージ名パッケージ名パッケージ名パッケージ名 説明説明説明説明

ORCLman NetWorker manページ

ORCLserv NetWorkerサーバー

ORCLnode NetWorker格納ノード

ORCLclnt NetWorkerクライアント

ORCLdrvr NetWorkerデバイス・ドライバ
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Legato Storage Managerの手動インストール
Legato Storage Managerの手動インストールの手動インストールの手動インストールの手動インストール
通常は、Oracle Universal Installerを使用して、Oracle8i Enterprise Editionの Customイン
ストールで Legato Storage Managerを選択し、Legato Storage Managerをインストールしま
す。 

Legato Storage Managerのインストールに Oracle Universal Installerを使用しない場合は、
次の手順で手動インストールします。

1. Oracle8i リリース 8.1.7 CD-ROMのマウント・ポイント・ディレクトリから、lsmディ
レクトリへ移動します。

$ cd lsm

2. rootユーザーとしてログインし、lsminstコマンドを使用して、Legato Storage 
Managerソフトウェアをインストールします。 

# ./lsminst cd_rom_mount_point/stage/Components/lsm

インストールを続行するかどうかを尋ねるプロンプトに対して、「Yes」を入力します。

クライアントおよびサーバーの情報に対して使用するディレクトリを入力するプロンプ
トが表示されたら、デフォルトを受け入れるか、他のディレクトリ名を入力します。 使
用するディレクトリに、表 B-1「Legato Storage Managerソフトウェアの要件」に記載
されているディスク領域があることを確認します。

デバイス名を入力するプロンプトが表示されたら、改行（[Enter]）を押すか、適切な巻
戻しなしの BSD方式テープ・デバイス名を入力します。 デバイスは、Legato Storage 
Manager Administrator GUIで適切に構成された後、Legato Storage Managerによって
バックアップに使用されます。 

注意注意注意注意 : Legato Storage Managerを更新する場合、「Legato Storage 
Managerバージョン 5.5の削除」の手順に従って、既存の Legato Storage 
Managerを部分削除してください。/nsrディレクトにある既存の Legato 
Storage Managerファイルは削除しないでください。Legato Storage 
Managerの更新の詳細は、「Legato Storage Managerの更新」を参照して
ください。

Legato Storage Managerまたは NetWorkerソフトウェアがご使用のシス
テムにインストールされていないことを確認します。 Legatoソフトウェア
が存在しているのに検出されない場合、既存の Legatoソフトウェアおよ
び Legato Storage Managerの両方が正常に動作していない可能性がありま
す。
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Legato Storage Managerの更新
lsminstによって表示される他のプロンプトに対しては、[Enter]を押します。

3. 必要に応じて、環境変数MANPATHおよび PATHを更新します。MANPATHには、
/usr/share/manを含める必要があります。このパスは、Legato Storage Managerの
manページがインストールされているディレクトリのパス名です。PATHには、
/usr/binおよび /usr/sbinを含める必要があります。これらのパスは、Legato 
Storage Managerのバイナリ・データがインストールされているディレクトリのパス名
です。

4. 次の手順に従って、それぞれの ORACLE_HOMEで、Legato Storage Managerをバック
アップできるようにします。

a. Oracleユーザーとしてログインします。

b. stage/Components/lsm/lib/liblsm.soを、Oracle8i CD-ROMから
$ORACLE_HOME/lib/liblsm.soファイルにコピーします。

$ cp stage/Components/lsm/lib/liblsm.so $ORACLE_HOME/lib/liblsm.so

c. この ORACLE_HOMEを使用するすべての Oracleインスタンスを停止します。

d. $ORACLE_HOME/lib/libobk.soシンボリック・リンクを削除し、
$ORACLE_HOME/lib/libobk.soから $ORACLE_HOME/lib/liblsm.soへのシ
ンボリック・リンクを作成します。

$ cd $ORACLE_HOME/lib
$ rm libobk.so
$ ln -s liblsm.so libobk.so

e. この ORACLE_HOMEを使用するすべての Oracleインスタンスを再起動します。

Legato Storage Managerの更新の更新の更新の更新
次の手順に従って、Legato Storage Managerの最新バージョンに更新します。

1. 「既存の Legato Storage Managerインストールの削除」の手順に従って、Legato 
Storage Managerを部分削除します。

参照参照参照参照 : 詳細は、『Oracle8i Legato Storage Manager管理者ガイド』の第 3
章を参照してください。

注意注意注意注意 : ご使用のシステムに別の ORACLE_HOMEを後でインストールす
る場合、ORACLE_HOMEから Legato Storage Managerをバックアップ
できるようにするため、次の手順に従う必要があります。
Legato Storage Manager B-5



Legato Storage Managerバージョン 5.5の削除
/nsrディレクトリにある既存の Legato Storage Managerファイルは削除しないでくだ
さい。

2. 「Legato Storage Managerの手動インストール」の手順に従って、更新されたバージョ
ンの Legato Storage Managerをインストールします。

Legato Storage Managerバージョンバージョンバージョンバージョン 5.5の削除の削除の削除の削除

Legato Storage Managerバージョン 5.5を削除するには、次の手順に従います。

1. ご使用のシステムのバックアップ可能な各 ORACLE_HOMEに対して、次の処理を行い
ます。

a. この ORACLE_HOMEを使用するすべての Oracleインスタンスを停止します。

b. $ORACLE_HOME/lib/liblsm.soを削除し、$ORACLE_HOME/lib/libobk.so
から $ORACLE_HOME/lib/libdsbtsh8.soへのシンボリック・リンクを作成し
ます。 

$ cd $ORACLE_HOME/lib
$ rm libobk.so
$ rm liblsm.so
$ ln -s libdsbtsh8.so libobk.so

c. この ORACLE_HOMEを使用するすべての Oracleインスタンスを再起動します。

2. rootユーザーで、nsr_shutdownコマンドを使用して、Legato Storage Managerデー
モンを停止します。

# nsr_shutdown

3. rootユーザーで、pkgrmコマンドを使用して、Legato Storage Managerソフトウェア
を削除します。

# pkgrm ORCLman ORCLserv ORCLnode ORCLdrvr ORCLclnt

pkgrmコマンドによって表示されるプロンプトに対して、「Yes」を入力します。

注意注意注意注意 : Installerを使用して、Legato Storage Managerを削除することは
できません。Legato Storage Managerバージョン 5.5は、次の手順で削除
してください。

注意注意注意注意 : 必ず手順 3に示す順序で、ソフトウェア・パッケージを削除して
ください。
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Legato Storage Managerのインストール後のタスク
4. Legato Storage Managerの索引およびリソース構成ファイルを削除するには、root
ユーザーで次のコマンドを実行し、/nsrディレクトリを削除します。

# rm -rf /nsr/* /nsr

索引および構成情報が含まれている /nsrディレクトリを削除すると、Legato Storage 
Managerのバックアップからリストアできません。後で、Legato Storage Managerを再
インストールしたり、他の Legato製品をインストールする場合は、構成を再構築する
必要があります。

Legato Storage Managerのインストール後のタスクのインストール後のタスクのインストール後のタスクのインストール後のタスク
Installerを使用した Legato Storage Managerインストールは、3-12ページの「Oracle8i 
Enterprise Editionの Customインストール」に示すとおり、root.shスクリプトを実行し
て行います。 Oracle8i CD-ROMから Legato Storage Managerを手動でインストールする方
法については、「Legato Storage Managerの手動インストール」を参照してください。

1. Legato Storage Managerのインストールを完了した後、次のように入力して、すべての
必要なパッケージがインストールされたことを確認します。

# pkginfo | grep -i LSM
application ORCLclnt       LSM (Backup/Recover) Client
system ORCLdrvr            LSM (Backup/Recover) Device Drivers
application ORCLman        LSM (Backup/Recover) Man Pages
application ORCLnode       LSM (Backup/Recover) Storage Node
application ORCLserv       LSM (Backup/Recover) Server

2. システムに接続されている SCSI記憶デバイスにデータのバックアップを取るために、
Legato Storage Managerが動作するようにドライバ・ソフトウェアを構成します。 

Legato Storage Managerとととと SAP R/3の統合の統合の統合の統合
アーカイブ、バックアップおよびリカバリ操作を実行するために、Legato Storage Manager
は SAP R/3および Oracle8iバックアップおよびリカバリを統合する手段を提供します。 
Oracle8iのバックアップおよびリカバリは、作業データのアーカイブ、バックアップおよび
リカバリを行うために、Legato Storage Managerサーバーを使用して、SAP br-tools
（brbackup、brarchiveおよび brrestore）とともに SAPDBAから起動されます。

Oracle8i CD-ROMの Legato Storage Managerソフトウェアを格納しているディレクトリに
は、SAPという名前のサブディレクトリがあります。この SAPには、Oracleの SAP R/3用
に次のファイルが含まれています。 

参照参照参照参照 : 詳細は、『Oracle8i Legato Storage Manager管理者ガイド』を参照
してください。
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Legato Storage Managerのインストール後のタスク
表表表表 B-2 SAP R/3ファイルファイルファイルファイル

SAP R/3を使用する Legato Storage Managerの設定および構成は、次の手順で行います。

1. すでにインストールされている SAP R/3を使用して、システムに Legato Storage 
Managerをインストールします。 「Legato Storage Managerの手動インストール」に記
載されている手順に従ってください。

2. Legato Storage Manager実行ファイルがインストールされているディレクトリのパス名
（/usr/sbin）が、Oracleユーザーの環境変数 PATHに含まれていることを確認しま
す。

3. 『Oracle8i Legato Storage Manager管理者ガイド』の第 2章の説明に従って、Legato 
Storage Managerの Oracle8i Server用クライアント・リソースを構成します。

4. Oracle8i CD-ROMの Legato Storage Managerディレクトリ下の SAPサブディレクトリ
から、SAP br-toolsが格納されているディレクトリに、backintプログラム・ファ
イルをコピーします。

5. Oracle8i CD-ROMの Legato Storage Managerディレクトリ下の SAPサブディレクトリ
から、Legato Storage Managerがインストールされている /usr/sbinディレクトリ
に、init.utlファイルをコピーします。

6. SAP初期化ファイル initsid.sapで、backup_dev_typeパラメータを設定すること
によって、backintプログラムを使用するように、SAPデータベース管理プログラム
に指示します。initsid.sapでは、パラメータを次のように設定します。

backup_dev_type = util_file

7. SAP初期化ファイル initsid.sapで util_par_fileパラメータを設定することに
よって、backint固有のパラメータに対して initsid.utlファイルを使用するよう
に、SAPデータベース管理プログラムに指示します。initsid.sapでは、パラメータ
を次のように設定します。

util_par_file = ?/dbs/initsid.utl

セッション・レポート backintsid.logは、Legato Storage Managerと統合された SAP 
R/3を使用した最初のバックアップ・セッション後に作成されます。 通常、レポートは、各
バックアップ、リカバリまたはアーカイブ後に、/nsr/logsディレクトリに追加されます。

ファイル名ファイル名ファイル名ファイル名 説明説明説明説明

backint サード・パーティのユーティリティと SAP R/3バックアップおよ
びリカバリを統合する SAP APIです。

init.utl バックアップ、リカバリおよびアーカイブ操作中に、backintに
よって使用される環境変数を指定するパラメータ・ファイルです。

README SAP R/3ファイルおよびこのファイルをインストールする場所を記
述するテキスト・ファイルです。
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